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序　　　　　文

カンボジア王国（以下、「カンボジア」と記す）は 2010 年後半から製造業などの日系企業の

進出が加速しており、これら外国投資も活用しながら、製造業等の拡大によって産業を多角化す

ることで経済の持続的な成長をめざしています。しかしながら、外資系企業からは、カンボジア

の高等教育機関が輩出する高度人材には、生産ライン等の設計・管理や不具合の原因究明を行う

ことができる実践的なスキルをもったエンジニアレベルの工学系人材が不足していることが指摘

されています。カンボジアのエンジニアを育成する高等教育機関としては、カンボジア工科大学

（ITC）が国内最高峰の機関として位置づけられていますが、同大学は実験・実習のための施設・

機材の不足等により座学中心の教育が行われており、実践的なスキルをもった人材を必要とする

産業界のニーズに応えることが十分にできていない現状があります。このような背景からカンボ

ジア政府から日本政府に対して、ITC の電気・エネルギー工学、産業機械工学、地球資源・地質

工学の 3 学科の強化を目的とした「カンボジア工科大学教育能力向上プロジェクト」の実施に係

る技術協力の要請がありました。これを受けて JICA は 2011 年 10 月から 4 年間の予定で協力を

実施しています。

今般、2015 年 10 月のプロジェクト終了を控え、プロジェクト活動の実績、成果を確認及び評

価するとともに、今後の ITC に対する提言、並びに今後の類似事業の実施にあたっての教訓を導

くため、終了時評価調査を実施しました。本報告書は、同調査結果を取りまとめたものであり、

今後の高等教育分野の類似プロジェクトに対する教訓として活用されることを期待しておりま

す。

最後に、本調査にご協力をいただいた内外関係者の方々に深い謝意を表するとともに、引き続

き一層のご支援をお願い申し上げます。

平成 27 年 8 月

独立行政法人　国際協力機構

人間開発部長　戸田　隆夫
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１．
合同調整委員会（JCC）において
カンボジアと日本との間で、合同
評価報告書案が協議された。

２．
JCC においてミニッツ（M/M）が
署名された。

３．
プロジェクト終了までの取り組み
を関係者間で確認した。

写　　　　　真



略　語　表

略　語 正式名 和　文

ARES
Académie de Recherche et d’Enseignement 
supérieur

研究高等教育アカデミー

ASEAN Association of South-East Asian Nations 東南アジア諸国連合

AUF Agence Universitaire de la Francophonie フランス語圏大学機関

AUN/SEED-
Net 

ASEAN University Network/Southeast Asia 
Engineering Education Development Network 
Project 

アセアン工学系高等教育ネットワー

クプロジェクト

CA Chief Administrative 経営執行部会議

C/P Counterpart カウンターパート

ESP Education Strategic Plan 教育戦略計画

FD Faculty Development ファカルティ・ディベロップメント

GCA Département de Génie Chimique et Alimentaire 食品化学工学科

GCI Département de Génie Civil 土木工学科

GEE Département de Génie Electrique et Energétique 電気・エネルギー工学科

GGG
Département de Génie Geo-Resources et 
Géotechnique 

地球資源・地質工学科

GIC
Département de Génie Informatique et 
Communication

情報通信工学科

GIM Département de Génie Industriel et Mécanique 産業機械工学科

GRU Département de Génie Rural 農村工学科

IDP Industrial Development Policy 産業開発政策

ITC Institute of Technology of Cambodia カンボジア工科大学

JCC Joint Coordinating Committee 合同調整委員会

JDS
The Project for Human Resource Development 
Scholarship（旧称 Japanese Grant Aid for 
Human Resource Development Scholarship） 

人材育成奨学計画

JICA Japan International Cooperation Agency 独立行政法人国際協力機構

LBE Lab Based Education 研究室中心教育

MM Man-Month 人月

M/M Minutes of Meetings ミニッツ（合意文書）

MoEYS Ministry of Education, Youth and Sport 教育青年スポーツ省

MTR Mid Term Review 中間レビュー

NSDP National Strategic Development Plan 国家戦略的開発計画



ODA Official Development Assistance 政府開発援助

PBL Project-based Learning プロジェクトベースの学習法

PDM Project Design Matrix
プロジェクト・デザイン・マトリッ

クス

PM Project Manager プロジェクト・マネジャー

PO Plan of Operations 運営計画

R/D Record of Discussions 討議議事録

RGC Royal Government of Cambodia カンボジア王国

RS Rectangular Strategy 四辺形戦略

SATREPS
Science and Technology Research Partnership 
for Sustainable Development

地球規模課題対応国際科学技術協力

プログラム

USD US dollar 米ドル

WB World Bank 世界銀行



１－１　協力の背景と概要

カンボジア王国（以下、「カンボジア」と記す）の産業構造は、農林水産業の GDP シェアが

32％と高い一方で、工業については GDP シェアが 22％にとどまるうえ、業種も縫製業と建設

業に偏っている。そのなかで 2010 年頃から、製造業を含む日系企業の進出が加速し、カンボ

ジア政府は、これら外国投資も活用しながら製造業等の拡大によって産業を多角化することで、

持続的な経済成長をめざしている。一方、同国に進出する外資系企業（日系企業を含む）からは、

生産ライン等の設計・管理、不具合の原因究明などを行える実践的なスキルをもったエンジニ

アレベルの工学系人材の不足が指摘されている。

このようなエンジニアを育成する高等教育機関としては、カンボジア工科大学（Institute of 
Technology of Cambodia：ITC）が国内最高峰の機関として位置づけられている。独立行政法人

国際協力機構（JICA）は 2003 年から、大学の研究・教育能力の向上を目的として、「アセアン

工学系高等教育ネットワーク（AUN/SEED-Net）プロジェクト」を実施しており、ITC もメンバー

校となっているが、プロジェクトの対象である東南アジア諸国連合（ASEAN）10 カ国の各国トッ

プ大学間の教育・研究レベルの格差は大きく、特に ITC については、実験・実習を取り入れた

カリキュラムの実践を支援する必要が認められた。そのため、JICA は 2011 年 10 月に、4 年間

の予定で、ITC の電気・エネルギー工学科（GEE）、産業機械工学科（GIM）、地球資源・地質

工学科（GGG）の 3 学科の教育能力の強化を目的とする「カンボジア工科大学教育能力向上プ

ロジェクト」（以下、「本事業」）を開始した。本事業では、ITC と教育青年スポーツ省（Ministry 
of Education, Youth and Sport：MoEYS）をカウンターパート（C/P）とし、チーフアドバイザー（短

期、年 4 回程度派遣）、業務調整員（長期）を派遣するとともに、国内支援大学による本邦教員

の派遣及び C/P 人材の本邦研修、実験機材等の供与などを通じて、対象学科への実験・実習の

導入によるコースワークの改善、教授法の改善を支援している。

2013 年 11 月に中間レビュー（MTR）調査を行い、プロジェクトはおおむね順調に進捗して

いることが確認されたが、関係者間の計画及び活動の情報共有体制、機材管理の仕組み、本邦

研修の内容などに対する課題も指摘されたため、これらの改善を図りながら活動を実施してき

１．案件の概要

国名：カンボジア王国 案件名：カンボジア工科大学教育能力向上プロジェクト

分野：高等教育 援助形態：技術協力プロジェクト

所轄部署：人間開発部高等・技術

教育チーム

協力金額（2015 年 6 月末時点）：2 億 7,100 万円

協
力
期
間

2011 年 10 月～ 2015 年 10 月 先方関係機関：教育青年スポーツ省（MoEYS）、カンボジア

工科大学（ITC）

日本側協力機関：東京工業大学、九州大学、北海道大学、早

稲田大学、同志社大学、京都大学、明星大学、広島大学

他の関連協力：カンボジア工科大学施設機材整備計画（無償

資金協力）、カンボジア工科大学地圏資源・地質工学部教育

機材整備計画（一般文化無償資金協力）、アセアン工学系高

等教育ネットワークプロジェクト（AUN/SEED-Net Project）
（技術協力）

評価調査結果要約表
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た。本事業が 2015 年 10 月に終了するにあたり、本事業の成果や達成度を確認するため、また

本事業の残り期間において取り組むべき課題を明確にするため、今般、終了時評価を実施した。

１－２　協力内容

チーフアドバイザーをはじめとする国内支援大学教員が、ITC もしくは本邦大学において、

ITC の教員を対象に、ITC に実験・実習を重視した実践的な教育を根づかせる目的で、導入さ

れた機材を活用したコースワークの改訂や、教授法の強化に係る支援を行う。

（１）上位目標

カンボジア工科大学の対象 3 学科の卒業生が実用的・実践的能力を身に付ける。

（２ ）プロジェクト目標

カンボジアの一流大学としてカンボジア工科大学の対象 3 学科において、より実験・実

習を重視することを通じて（学部）教育の質が改善される。

（３）成果（アウトプット）

成果１： カンボジア工科大学の対象 3 学科において、コースワークがより実験・実習に

重点を置いたものへと改善される。

成果２：教員の教授法が実践を重視したものへと強化される。

成果３：実験機材が、実験・実習において適切に活用される。

（４）投入実績（評価時点）

日本側：総投入額：2 億 7,100 万円

専門家派遣 短 期専門家 37 名（チーフアドバイザー 1 名、電気・エネル

ギー工学 10 名、産業機械工学 13 名、地球資源・地質工学

13 名従事期間：合計 50.8 カ月）

 長期専門家 1 名（業務調整員 1 名、従事期間合計：40.4 カ月）

研修員受入 合計 43 名（GEE 15 名、GIM 15 名、GGG 13 名）

機材供与 総額 1 億 3,100 万円相当の機材をプロジェクトで整備

プロジェクト経費 1,600 万円（機材を除く）

（ローカルコスト負担）　

相手国側：

C/P 配置 マ ネジメントレベル 3 名、3 学科の教職員（2014/15 年度時

点）：GEE　24 名、GIM　26 名、GGG　15 名

その他 専門家執務スペース（ITC 内）

プロジェクト経費 97 万 120 US ドル相当

（ローカルコスト負担）

２. 評価調査団の概要

調査者 日本側調査メンバー

①団長／総括　上田　大輔（JICA 人間開発部高等・技術教育チーム　課長）
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３－１　実績の確認

（１）成果（アウトプット）

【成果 １】ほぼ達成

指標 1.1.：コースワークにおいて実験・実習の比率が拡大する。

プロジェクト開始時にコースワーク全体における実験・実習の比率を確認していないため、

機材供与ののち、比率がどの程度拡大したかは不明である。しかし、対象 3 学科の学科長と教

員によれば、授業時間数は確実に増加したため、結果、コースワークに占める実験・実習比率

は拡大したといえる（GEE は 174 時間 / 年、GIM は 144 時間 / 年、GGG は 112 時間 / 年増加）。

指標 1.2.：1 機材当たりの学生数が減少する。

1 機材当たりの学生数は減少した（学科や機材にもよるが、おおむね 5 ～ 6 人程度の小グルー

プで活用しており、GGG の顕微鏡については更に少人数で活用している）。3 学科とも現在のと

ころ故障している機材もなく活用されている。特に機材に対する学生数が高いといった問題は

発生しておらず、また日本人専門家からも、そのような問題は指摘されていない。

指標 1.3.：新規に機材が導入されたすべての科目において実験・実習が増加される。

新規に機材が導入されたすべての科目において、実験・実習時間が平均 143 時間増加してい

る。実験・実習時間の増加を反映して改訂された 3 学科のカリキュラムは正式に承認され、実

践されている。

指標 1.4.：上記すべての科目において学生実験手引書が作成される。

すべての学生実験手引書のドラフトは、各学科の教員により既に 100％ 作成されている。そ

のうち、いくつかについては国内支援大学教員の確認を待っているところである。

【成果２】おおむね達成

指標 2.1.： 日本人及びアセアンの専門家によるモデル講義が対象 3 学科の教員に共有され、彼

らの講義に応用される。

指標 2.2.： 本邦研修に参加した研修員が研修で学んだことをカンボジア帰国後に対象 3 学科の

他の教員に共有される。

モデル講義や本邦研修を通じて得られた知識は、学科の定例会議や、教員によって開催され

るプレゼンテーション・セッションを通じ、ファカルティ・ディベロップメント活動（FD 活

動：教員の資質・能力向上のために実施される活動。一例として、授業内容改善のためのワー

②工学教育　　渡邊　公一郎（九州大学大学院工学研究院　教授）

③協力計画　　冨野　治恵（JICA 人間開発部高等・技術教育チーム　専門嘱託）

④評価分析　　荻野　有子（コーエイ総合研究所　主任コンサルタント）

カンボジア側メンバー

① H. E. Dr. Yuok NGOY（MoEYS）
② Dr. Romny OM（ITC 学長）

③ Mr. Norith PHOL（ITC 副学長）

調査期間 2015 年 6 月 3 ～ 12 日 評価種類：終了時評価

３. 評価結果の概要
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クショップ、研修会の開催等）の一環として、教員の間で共有されている。実際の授業への応

用状況については、短期専門家の限りある訪問回数と滞在日数のなかでは、授業参観の時間を

捻出することが難しいため総合的な評価は難しいが、チーフ・アドバイザー並びに国内支援委

員長、ITC 教員 8 名（GEE　3 名、GIM　2 名、GGG　3 名）、学生 12 名（GEE　3 名、GIM　5 名、

GGG　4 名）へのインタビューによると、以下のような改善が確認されている。

①改訂カリキュラムに即し、実験・実習時間が増加したコースワークが実践されている。

②教員によって教えることのできる科目・トピックが増加した。

③向上した教授法を通じ、学生の勉学意欲が喚起された。

【成果 3】達　成

指標 3.1.： 機材状況、活用状況、消耗品や付属品などの調査が対象 3 学科においてセメスター

ごとに実施される。

対象 3 学科において、機材状況、活用状況、消耗品や付属品などの調査は、教員・ラボテク

ニシャンによりほぼ毎月定期的に実施され、調査結果は月例の学科会議で確認している。加え

て、テクニカルサービスオフィスが 2015 年 4 月より活動を開始し、既に全学科を対象とした現

況機材調査を実施。また、関係者へのインタビュー等の結果、終了時評価現在、3 学科ともす

べての機材は実験・実習においてほぼ適切に活用されていると判断される。

（２）プロジェクト目標：ほぼ達成

指標１：第 5 学年（最終学年）の大学教育への満足度が向上する。

第 5 学年の大学教育への満足度調査は実施されておらず、どの程度満足度が向上したかは不

明である。インタビューについても、最初から本事業の影響を受けている 2015 年度の卒業生

を対象に行ったため、満足度の向上具合を図ることは難しい面があるものの、同インタビュー

において学生（GEE　3 名、GIM　5 名、GGG　4 名）からは、実験・実習やモデル講義の更な

る増加等について要望が述べられていることから、実践的教育を取り入れた大学教育へのある

程度の満足はうかがえる。また、日本人専門家（チーフアドバイザー、国内支援委員会委員長、

プロジェクト業務調整員）へのインタビューにおいても、カリキュラム、コースワーク、シラ

バスにおいて、機材を活用して実験・実習時間が増えたことは確認できている。

指標２：日本人専門家による教育の質についての評価が改善される。

日本人専門家（チーフアドバイザー、国内支援委員会委員長、プロジェクト業務調整員）へ

のインタビューにおいて、3 学科とも教育の質は改善しているとの意見であった。多くの科目

で以前は実施できなかった実験・実習に、導入された機材を使って取り組めるようになった結

果、学生は従来の座学中心の授業のみでは得られなかった実践的な手法を学べるようになった。

また、教員についても、本邦教員及び ASEAN 専門家からの専門的なインプットを受け、これ

まで指導できなかった分野を教えられるようになり、授業内容を充実させている。これらは、

本事業がもたらした明らかな効果である。

指標３：機材情報がセメスターごとに確認され、必要とされる消耗品等が明らかにされる。

機材情報並びに消耗品等は定期的に（ほぼ毎月）確認されており、機材並びに年間必要な消

耗品のリストは各学科で既に作成されている。
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（３）上位目標：達成見込みあり

指標：カンボジア工科大学のインターン（第 5 学年）が受け入れ企業から高く評価される。

2014 年度卒業生（本事業開始時に 3 年生であった卒業生）を対象に、2014 年 6 月に実施した

インターンシップ企業満足度調査によれば、結果は良好である。調査主要項目の「専門知識の

活用とその応用」について GEE では 43％（70 人中 30 人）が、GIM では 66％（68 人中 45 人）が、

また、GGG では 64％（33 人中 21 人）が A から E の 5 段階評価のうち A 評価であった。

３－２　評価結果の要約

（１）妥当性：高いと判断される。

・ 本事業は、カンボジア並びに日本の政策と整合している。最新の高等教育開発戦略文書

である Policy on Higher Education Vision 2030（2014 年 4 月）においては、基礎教育の発

展を基礎に、昨今の経済構造、労働市場、地域及びグローバルな統合環境を踏まえ、カ

ンボジア政府は高等教育分野を見直し、「教育開発戦略計画（2014 年 - 2018 年）」では、

以前より高等教育の優先度をより高く設定し、高等教育分野の新たな優先課題は、「四辺

形戦略（フェーズ 3、2014 年 -2018 年）」の 4 つの柱の 1 つである人材育成戦略に整合し

たものとなっている。日本の対カンボジア国別援助方針（2012 年 4 月）では、「経済基

盤の強化」を重点分野の 1 つとし、開発課題「民間セクターの強化」の中に「産業人材

育成プログラム」が位置づけられ、産業人材（技術系人材）育成を通じて、貿易・投資

環境の整備を図ることをめざしている。

・ 本事業は、カンボジアにおける人材育成ニーズにも合致している。特に、2015 年の

ASEAN 統合を控え、今後も良好な経済成長を維持・発展させるためには、内需拡大によ

る輸入品代替産業や裾野産業の発展を通じた産業構造の多様化、国際競争力を有する高

付加価値産業の創出・育成が急務となっており、質の高いエンジニア育成に対するニー

ズがある。GGG についても、カンボジアにおける地球資源・地質工学分野唯一の学科と

して 2012 年に開設されたもので、新規学科に対する強化ニーズがある。

・ プロジェクトは対象校・学科の選定や、他支援との相乗効果も見据えた適切なデザイン

である。特に、ベルギーの支援による研究高等教育アカデミー（ARES）を通じた産学連

携や機材維持管理に係る資金援助において相乗効果が見込める。日本の他支援との相乗

効果も高く、人材育成については AUN/SEED-Net プロジェクトを通じ ITC の教員は日本

をはじめ ASEAN 諸国で修士・博士の学位を取得している。機材整備面では、文化無償

並びに一般無償を通じ施設機材のアップグレードが行われており、本事業と連携してい

る 。

（２）有効性：高いと判断される。

・ プロジェクト目標は、既述のとおりおおむね達成されている。カリキュラムやシラバス

が改訂され、実験・実習時間は大幅に増加している。整備された機材を活用して改善さ

れたコースワークが実践されており、日本及び ASEAN の専門家の技術的なインプット

を通じ、教育能力も向上した。これらは、本事業によって達成されたものである。

・ 一方、教育の質に係る課題として、人材の問題がある。授業時間に基づく時間給に起因

する教員の授業負担の大きさ（ただし、GEE のようにそれほど問題となっていない学科

もみられる）、特に新規学科である GGG において、専門外の科目を教員自身も現在勉強

中という状況があり、プロジェクトの効果の発現自体を妨げるものではないが、効果を

最大化するうえでの阻害要因とみられる。
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（３）効率性：いくつかの課題があり中程度と判断される。

・ 成果１～３の進捗は前半では遅延がみられたが、後半で加速し、日本、カンボジア双方

のインプットを効率的に活用してほぼ達成された。

・ 効率性に係る課題として、異動や留学等による各学科 2、3 名程度の訓練された人材（教

員）の流出、各教員の受け持ち授業の負担が大きく研究活動や産学連携を進めることも

難しい現状があることが挙げられる。また、プロジェクトの初期の段階で、文化無償等

により整備された機材や、プロジェクト供与機材について、適切な機材を効率よく導入

するのに手間取り、プロジェクトや ITC 教員がその対応に追われた。また、プロジェク

ト前半における組織的なプロジェクト運営体制の弱さや、適切なタイミングと期間での

短期専門家派遣の難しさといった問題もみられた。

（４）インパクト： 発現見込みあり、いくつかの課題が改善されればより高くなると判断される。

・ 上位目標の達成見込みはある。産学連携オフィスでは、第 1 回産学連携コンソーシアム

（2015 年 2 月、日系企業 2 社を含む 25 社が参加）開催を含む多くの活動を開始しており、

上位目標達成を促進することが期待できる。

・ 正の波及効果として、カンボジアで初の GGG 分野における学会設置の動きも生まれてい

ること、ロボットコンテストといった課外活動も活発になっていること、また、本事業

は基本的にエンジニア育成のための 5 年制の学部を対象としているが、2 年制のテクニ

シャンプログラムにも ITC の教員による指導を通じて裨益することなどが確認されてい

る。また、本事業を契機として、ITC と本邦支援大学・教員との間に形成されたネット

ワークは、プロジェクト終了後も持続する有意義な財産といえる。

・ 有効性でも記述のとおり、教育の質に係る課題として、人材の問題がある。学科によっ

ては、時間給に起因する教員の授業負担が大きく、特に新規学科である GGG において、

教員自身もまだ十分に専門知識を取得しきれていないという状況がある。ITC 側が教員

のための給与体系や授業準備のために十分な時間を確保できるような環境を整えること

ができれば、インパクトはより高くなると判断される。

（５）持続性： プロジェクトの持続性については政策・制度面、技術面の持続性は高いが、組

織・財政面でより一層の努力が必要と判断される。

１） 政策・制度面

カンボジアにおいて、妥当性の項で既述のとおり、「教育開発戦略計画（2014 年 –2018
年）」や「四辺形戦略（フェーズ３、2014 年 -2018 年）」等において高等教育は以前に増

して優先度が高くなっており、ITC にはカンボジアの工学教育における主導的大学とし

ての役割が期待されている。また、現在推進されている公共財政改革も含めた行政改革

は、ITC の財政並びにマネジメント上の独立性を確保するうえで促進要因となっている。

２） 組織面

ITC 並びに対象 3 学科とも、プロジェクト終了後もカンボジアのトップ校として自立

的に機能していくことが期待され、コースワークの改善や消耗品を含む機材の活用につ

いても、既存の学科レベルの制度が機能している。また、テクニカルサービスオフィス

や産学連携オフィスなどが、プロジェクトの効果持続に資する活動を活発化させている

ところでもある。プログラムの改訂を含むアカデミックな質保証については、インター

ナショナル・コンソーシアムが機能している。ただし、人材管理（教員数・専門分野の

教員不足、時間給）は、組織的な持続性の観点から課題である。特に人材については、
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他 2 学科と比較すると新設学科である GGG の体制は脆弱である。

３） 財政面

供与機材の維持管理や消耗品予算は、持続性の観点から課題である。年間修理予算 2
万ドルをもつテクニカルサービスオフィスが設置され、小規模な修理や消耗品の購入に

ついては、当面数年間は ITC 側で手当てすることが可能であるが、大規模維持管理や高

スペックの機材修理は課題である。新たに整備された一般無償機材も含めると、必要な

維持管理・消耗品予算は更に増加するとみられ、行政改革に基づく 2016/2017 以降の予

算申請や、新規導入された機材を活用した企業サービス活動を促進し、収入の増加対策

が必要である。

４）  技術面

ほとんどのプロジェクト活動（学生実験手引書のレビュー、モデル講義や本邦研修か

らの学び、学科内への共有等）は、ITC 教員にとって通常業務の一環として実施してき

ているものであり、今後も、一定程度のレベルで技術的に自立して行えるものと見込ま

れる。機材維持管理についても、多くの品目については自分達で可能とみられる。ただ

し、一部の高スペックの機材については国内での修理は技術的に難しいものもあり、国

外での修理となると ITC 独自で十分な予算を確保できるかどうか、今後の課題である。

３－３　効果発現に貢献した要因

（１）計画内容に関すること

・ ARES をはじめとする他ドナー支援や、AUN/SEED-Net プロジェクト、文化無償、一般

無償等の日本の支援と補完関係にあり、相乗効果をもたらしていること

（２）実施プロセスに関すること

・ 技術的専門性をもったプロジェクト業務調整員が長期専門家として ITC に派遣され、プ

ロジェクト活動の効果的・効率的な実施を促進できたこと

・ インターナショナル・コンソーシアムが、プロジェクト目標である教育の質の向上を確

保するうえで有効な場となっていること（コンソーシアムは、ITC の教育の質を保証す

る目的でフランスが中心となって設立したもので、2015 年 3 月時点では、フランスを中

心にベルギー、日本（九州大学、東京工業大学の 2 校）、タイ、ベトナムの 16 大学が参

加している。年 1 回加盟大学の代表者が集まり、ITC が提出した年次報告書に基づき、

ITC の教育内容をレビューし、ITC に対する改善提言を行っている。）

・ C/P や学生が熱心でモチベーションが高いこと

・ 中間レビュー調査で課題を特定し、関係者で共有したことにより、プロジェクト後半に

おいてプロジェクト運営体制やコミュニケーションが大幅に改善されたこと

３－４　問題点及び問題を惹起した要因

（１）計画内容に関すること

・ 長期専門家が派遣される前に供与機材とその仕様が決まっていたが、幾つかの機材につ

いてはオペレーションに不可欠な付属品やスペアがリストから漏れていたために活用で

きず、プロジェクトで対応する必要が生じたことや、GGG に対しては文化無償で機材供

与が行われたが、不可欠な機材のリスト漏れ、取扱説明書の不備・不完といった問題が

多く、プロジェクトで対応に追われ、機材活用が遅れたこと
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（２）実施プロセスに関すること

・ 教員の業務量の多さやラボテクニシャンの離職、専門外の科目を教えなければならない

授業分担など人材管理に係る問題があった。

・ プロジェクト前半における組織的なプロジェクト運営体制の弱さ、特に GGG は新規の学

科ということもあり教員への十分な指導時間を確保すべきであったが、短期専門家（本

邦教員）は所属大学での通常業務との兼ね合いがあり長期間現地に滞在することは難し

く、適切なタイミングに派遣することも難しかった。

・ C/P が、留学など他の活動のためにプロジェクトの活動（本邦研修、機材設置等）をキャ

ンセルしたり、時期変更をしなければならなかったこと

３－５　結　論

プロジェクトはより実験・実習を重視することを通じて ITC の対象 3 学科の教育の質を改善、

目標をほぼ達成した。

成果１については、実験・実習の時間の増加、それぞれの機材に対する学生数の減少、100％
の学生実験手引書ドラフトの完成を確認し、達成された（一部今後達成する）と判断した。成

果２については、本邦教員によるモデル講義と本邦研修での成果が学科内で他の教員へも共有

され、ほぼ達成されている。一方、改善された教授法の実際の授業への適用については、進展

中である。成果３については、機材の状態や活用状況について定期的な調査が行われている。

実施プロセスについては、MTR 調査ののち、活動、技術移転、能力向上について、プロジェク

ト・マネジメントとともに大きく進展したことを確認した。

５項目評価の観点からは、プロジェクトの妥当性、有効性、インパクトは高く、効率性につ

いては中程度と判断された。持続性については組織面、財政面から懸念があることが確認され

ている。教育の質の改善や研究活動、産学連携活動の促進については、教員への高い業務負荷

や給与制度、インセンティブ不在の問題が残る限りは今後の発展が難しいことが予想される。

機材の活用や維持のための予算はプロジェクトが終了したのちも、確実に確保されなければな

らない。

本事業終了時までにプロジェクト目標は十分達成される見込みであることから、本事業に

ついて延長はない。他方、ITC 学長から要望のあった研究室中心教育（Lab Based Education：
LBE）に係る支援については ITC での実践的な教育を更に進めるうえで有効と考えられるが、

LBE の実施は研究活動が前提となり、教員に研究のインセンティブがない現在の ITC の制度で

は、本格的な実施が困難であることが考えられる。よって、まずは、国別研修等で本邦大学や

JICA が支援した他国の大学において LBE の実施状況を学び、ITC への適用の検討を支援する

ことが適当と考えられる。その他、今後の JICA による ITC への支援としては、AUN/SEED-Net
プロジェクトの更なる活用（留学、研究、産学連携等）、今年 10 月から開始され地球規模課題

対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）を通じて、連携を継続することとする。

３－６　教　訓

・ プロジェクト供与機材について、長期専門家が派遣される前に供与機材とその仕様が決まっ

ていたが、オペレーションに不可欠な付属品やスペアがリストから漏れていたために活用で

きないなど、適切な機材を効率よく導入するのに手間取った。プロジェクトの初期の段階で、

文化無償等により整備された機材納入までのプロセスに非常に時間を要した。また、機材選

定プロセスにおいて現地業者情報や現地ニーズの把握が不十分であり、不可欠な機材のリス

ト漏れ、取扱説明書の不備といった問題が多かった。そのため、プロジェクトや ITC 教員が
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その対応に追われた。

・ MTR 提言を受け、月報やスカイプ会議等を通じてプロジェクト間のコミュニケーションが更

に頻繁に行われるようになったが、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）に基づ

いたプロジェクト全体としての進捗や目標達成状況の確認が関係者間で確実に行われるべき

であった。

・ プロジェクト開始前にベースライン調査を実施するべきであった。今回は、PDM 上で設定さ

れたコースワーク全体における実験・実習の比率（成果指標 1.1.）、学生による満足度（プロ

ジェクト目標指標１）、企業によるインターン学生（第 5 学年）への評価（上位目標指標）に

ついて、プロジェクト開始前のデータがなかったため、本終了時評価調査の際に活用するこ

とができなかった。

・ プロジェクト運営体制については、プロジェクト開始段階から体制を十分に整える必要が

あった。MTR 以降、国内支援大学からの短期専門家の数が増え、体制が厚くなったことは大

きな改善であったが、他方、本来、プロジェクト開始時から体制を整えることが重要で、そ

のためには、プロジェクトのコンセプトの共有や体制を整える時間も含めた活動スケジュー

ル、人的インプット計画も目標に合わせたものにする必要があった。
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1-1  Background of the Project
Although the agriculture, forestry and fisheries sector shares as high as 32% in GDP of Cambodia, the 

industrial sector shares only 22%, and the major industries are limited to garment and construction industries. 
Since 2010, Japanese companies including manufacturing companies have accelerated extending its operations 
to Cambodia, and the Royal Government of Cambodia has aimed to diversify its industries by expanding the 
manufacturing using those foreign investments for sustainable economic growth of Cambodia. On the other 
hand, the foreign companies including Japanese companies have pointed out the shortage of engineers, who 
have practical skills to design, manage and identify the problems of the production lines.

  Institute of Technology of Cambodia (ITC) is regarded as the top university in Cambodia to train these 
engineers. Since 2003, JICA has carried out “Southeast Asia Engineering Education Development Network 
(AUN/SEED-Net) Project” and ITC has functioned as its member university. However, since the gap for 
the level of education and research activity in the universities of the ASEAN 10 countries are large, the 
importance of supporting ITC is recognized to improve its curriculum introducing practice and experiments. 
Under these circumstances, JICA launched “the Project for Educational Capacity Development of the Institute 
of Technology of Cambodia” (hereinafter, “the Project”) in October, 2011 for the period of 4 years with the 
purpose of strengthening the educational capacity of the Department of Electrical and Energy Engineering 
(GEE), the Department of Industrial and Mechanical Engineering (GIM) and the Department of Geo-resources 
and Geotechnical Engineering (GGG). In the Project, ITC and Ministry of Education, Youths and Sports 

The Summary of Terminal Evaluation

1.  Outline of the Project

Country: Kingdom of Cambodia Project Title: The Project for Educational Capacity Development 
of the Institute of Technology of Cambodia

Issue/Sector: Higher Education Cooperation Scheme: Technical Cooperation

Division in Charge: Technical and Higher 
Education Team, Human Development 
Department

Total Cost (at the time of Terminal Evaluation): 271million yen

Period of 
Cooperation

October 2011 – October 
2015
(Scheduled for 4 years)

Partner Country’s Implementation Organization: Ministry 
of Education, Youth and Sports (MoEYS) and Institute of 
Technology of Cambodia (ITC)
Supporting Organization in Japan: Tokyo Institute of 
Technology, Kyushu University, Hokkaido University, Waseda 
University and Doshisha University, Kyoto University, Meisei 
University, Hiroshima University
Other Related Cooperation: The Project for Improvement 
of Facility and Laboratory Equipment in the Institute of 
Technology of Cambodia (Grant aid), The Project for the 
Improvement of Educational Equipment of the Department of 
Geo-Resources and Geotechnical Engineering of the Institute 
of Technology of Cambodia (Cultural grant aid), Southeast Asia 
Engineering Education Development Network (AUN/SEED-
Net) Project (Technical Cooperation)
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(MoEYS) have worked as Counterparts (C/P) and JICA has assisted the practical education of ITC, improving 
its coursework and teaching methods of the academic staff by dispatching Chief Advisor (short-term), Project 
Coordinator (long-term) and Japanese professors (short-term) from supporting universities, and by providing 
C/P with the training in Japan and with related equipment. 

In November, 2013, the Mid Term Review was conducted and it was confirmed that the Project had been 
working favorably. However, some challenges were pointed out such as sharing information on planning 
and activities among people concerned, the system for equipment management, and the contents of the 
training in Japan. Therefore the Project has been implemented paying attention to these challenges. Before the 
completion of the Project in October, 2015, the Terminal Evaluation was carried out to assess the outcome and 
achievements of the Project and to identify the challenges of the Project to be tackled during the remaining 
period.

1-2  Project Overview
Outline of the Project 

With the purpose of introducing practical education in ITC, Chief Advisor and Japanese professors from 
the supporting universities assist ITC by improving the coursework and teaching method of the academic 
staff. The activities are conducted in ITC or in Japan, and the equipment provided by the Project is also 
utilized for the improvement of the coursework.

(1) Overall Goal
Graduates with stronger practical skills are developed by the target departments of ITC.

(2) Project Purpose
The quality of education is improved with more emphasis on practices and experiments at the target departments 
of ITC as a leading university.

(3) Outputs
1. Coursework in the target departments is improved with more practices and experiments.
2. Teaching method of academic staff is enhanced to conduct practice-oriented education.
3. Equipment for experiments is properly utilized for practice and experiment.

(4) Inputs
【Japanese side】
Total costs: JY 271 million
Short-term Experts: A total of 37 experts (1 Chief Advisor, 10 experts for GEE, 13 experts for GIM, 13 exerts 
for GGG, in total 50.8 M/M) 
Long-term Expert: 1 Project Coordinator (40.4 M/M)
Training in Japan: 43 counterparts (15 from GEE, 15 from GIM, 13 from GGG)
Equipment: JY131 million worth equipment by the Project 
Operation cost: JY16,388,000 (excluding the equipment)

【Cambodian side】
Counterpart: 3 counterparts at the managerial level and 65 teachers and staff in 2014/2015 (24 from GEE, 26 
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from GIM, 15 from GGG)
Facility: Office space for experts 
Operational cost: USD 970,120

3.  Results of Evaluation
3-1 Achievement of the Project
(1) Output

Output 1 has been nearly achieved.
Indicator 1.1.: The ratio of practices and experiments to lectures in coursework increases.

As the ratio of the practices and experiments to lectures was not surveyed at the beginning of the Project, 
the extent of increase of the ratio is difficult to find out. However, according to the heads of the target 
departments and the teaching staff, after the equipment is provided, the subjects in which the new equipment 
is utilized have more hours of practices and experiments. Accordingly, it can be said that the ratio of practices 
and experiments to lectures in the coursework increased. (Hours increased for GEE are 174 per year, for 
GIM 144 per year, and for GGG 112 per year.)

Indicator 1.2.: The number of students per equipment decreases. 
The number of students per equipment has been decreased (though the number depends on the department 

and equipment, approximately 5 to 6 students use 1 equipment and the microscopes used in GGG are 
allocated to smaller number of students). It is also confirmed that the equipment of the 3 target departments 
are utilized without any defects and without particular problems of high ratio of students per equipment. 

Indicator 1.3.:  100% of the subjects in which new equipment is installed is improved with more practices 
and experiments.

100 % of the subjects, in which new equipment is installed, is improved with more practices and 

2  Terminal Evaluation Team
Members 
of Terminal 
Evaluation 
Team

Japanese side:
1)  Team Leader: Mr. Daisuke UEDA, Director, Technical and Higher Education Team, 

Higher Education and Social Security Group, Human Development Department, JICA
2)  Engineering Education: Dr. Koichiro WATANABE, Professor, Faculty of Engineering, 

Kyushu University
3)  Cooperation Planning: Ms. Harue TOMINO, Program officer, Technical and Higher 

Education Team, Higher Education and Social Security Group, Human Development 
Department, JICA

4)  Evaluation Analysis: Ms. Yuko Ogino, Senior Consultant, KRI international Corp.
Cambodian side:
1) H.E. Dr. Youk NGOY, Secretary of State, Ministry of Education, Youth and Sport
2) Dr. Romny OM, Director General of ITC
3) Mr. Norith PHOL, Deputy Director of ITC

Period From June 3 to 12, 2015 Type of Evaluation: Terminal Evaluation

3  Results of Evaluation
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experiments and the increased hours are 143 on average. The revised curriculums of the 3 departments were 
approved officially and have been implemented. 

Indicator 1.4.: 100% of the student laboratory manuals for the above improved subjects is drafted.
100% of necessary student laboratory manuals been drafted by faculty of each department. Some of them 

are under review by Japanese professors, which will be completed by the end of the Project. 

Output 2 has been mostly achieved.
Indicator 2.1.:  Model teaching conducted by the Japanese and/or ASEAN country experts are shared and 

applied to their teaching among the teaching staff of the target departments.
Indicator 2.2.:  The lessons learned from the knowledge and skills of the training participants in Japan are 

shared with the other members of the target departments.
The knowledge from the model teaching and training in Japan has been shared among the teaching staff 

in the departmental regular meetings and presentation sessions organized by faculty members as part of 
faculty development (FD) activities (FD activities: activities to enhance the knowledge and quality of the 
teachers. For example, workshop, training programs and so on to improve the contents of the classes). With 
regards to their application to their teaching, it is not possible to evaluate the status of application by the 
experts because of their limited numbers and duration of visits. However, according to the interviews to 
Chief Advisor, Chairman of Project Support Committee, ITC teachers (3 from GEE, 2 from GIM, 3 from 
GGG) and students (3 from GEE, 5 from GIM, 4 from GGG), the following improvements are confirmed: 

•  Improved coursework with more practices and experiments is implemented based on the revised 
curriculum framework

• Number of subject/topics that can be taught by lecturers increased.
• Students are inspired by improved teaching methods

Output 3 has been already achieved.
Indicator 3.1.:  The survey on the conditions and utilization of the equipment and consumable supplies and 

materials is implemented by each department in each semester.
Conditions and utilization of equipment and consumable supplies and materials are regularly surveyed 

by academic staff and laboratory technicians of each department almost every month. The survey findings 
are confirmed in the monthly departmental meetings. In addition, Central Office for Technical Service 
started operation from April 2015, and did the initial inventory survey on the condition of equipment in all 
departments. According to the interviews to relevant personnel, at the time of the Terminal Evaluation, all 
the equipment is overall properly utilized for practice and experiment. 

(2) Project Purpose
Project Purpose is mostly achieved.
Indicator 1.: The rate of satisfaction of the fifth-year students increases.  

The survey for the satisfaction of the fifth-year students has not been conducted and to what extent the 
students satisfied for the improved education cannot be identified. Also, it is difficult to measure the extent 
of satisfaction by the interviews to students because the interviewees are students who will graduate in 
2015 and have received support by the Project since entering university. However, during the interview, 
they requested more hours of practices and experiments and model classes, it can be said that they are 
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mostly satisfied at the revised coursework. Also, through interviews to Japanese experts (Chief Advisor, 
Chairman of Project Support Committee and Project Coordinator), it is confirmed that curriculum together 
with coursework and syllabus of the 3 target departments were improved with more hours of practices and 
experiments by using new equipment.

Indicator 2.: The evaluation of the quality of education given by the Japanese experts improves. 
In the opinions of the Japanese experts (Chief Advisor, Chairman of Project Support Committee and 

Project Coordinator) who are interviewed, improving the quality of education in the 3 departments has 
been in progress. Many subjects of each department incorporated more practices and experiments which 
were not included in the previous curriculum in absence of necessary equipment. As a result, the improved 
curriculum, coursework and syllabus have contributed to allowing students to gain practical knowledge and 
experience. Also, ITC teachers expanded their teaching areas and skills in the classes given the professional 
inputs from Japanese and ASEAN experts. This is a notable development brought by the Project. 

Indicator 3.:  The information on equipment is updated in each semester, and necessary consumable supplies 
and materials are prepared. 

Conditions and utilization of equipment and consumable supplies and materials are regularly (almost 
every month) surveyed by academic staff and laboratory technicians. Lists of equipment and consumable 
supplies required annually in each department are already developed.

 (3) Overall Goal
The prospect of achieving Overall Goal is on track.
Indicator: The ITC interns are highly evaluated by the companies which receives them. 

The results of the survey on companies’ evaluation on the ITC interns 2014 (they were in the 3rd year 
when the Project commenced.) show the positive trends. On a major question item regarding “ability to 
adapt and use of knowledge”, 43% (30 out of 70 responses) of GEE, 66% (45 out of 68) of GIM and 64% 
(21 out of 33) of GGG interns were rated at A (5 scales from A to E). 

3-2 Summary of Evaluation Results
(1) Relevance:  high 
•  The Project is consistent with the policies of both Cambodia and Japan. According to Policy on Higher 

Education Vision 2030 (April 2014), the achievement and consolidation of an effective primary and 
secondary education sub-sector, the shift in economic structure and labour market need together with the 
need for regional and global integration urged the Cambodian government to revisit its higher education 
sub-sector. Within this context, higher education was given more priority in Education Strategic Plan 
(ESP) 2014-2018 compared with its ESP predecessors. The new priority given to the higher education 
sub-sector is also in line with “Human Resource Development” strategy, one of the four pillars of the 
Royal Government Rectangular Strategy (RS) III (2014-2018). Japan’s country assistance strategy for 
Cambodia (April 2012) prioritizes the strengthening of the private sector as one of the three thrusts for the 
strengthening of the economy. Program for Industrial Human Resource development capturing creating 
good environment for trades and investments is mentioned as part of private sector development strategy. 

•  The Project is in line with the needs of human resource development in Cambodia. In order for the country 
to maintain economic growth, especially with ASEAN integration approaching in 2015, it is urgently 
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needed to diversify industries by developing import substitution industries and supporting industries and 
to foster high value-added industries. In addition, it is relevant to support GGG by the Project as a newly 
created department in 2012 and only one in Cambodia.  

•  The strategy of the Project is appropriate in terms of selection of target institute and the departments as 
well as appropriately designed to produce synergy effects with other assistance. In particular, the budget 
supports by Belgium for University-Industry linkage and for maintenance of equipment through Académie 
de Recherche et d'Enseignement supérieur (ARES) is important developments in view of increasing 
sustainability of the Project effects. Other Japanese assistances also contributed to the Project. Human 
resources have been strengthened through higher degree programs by ASEAN University Network/
Southeast Asia Engineering Education Development Network (AUN/SEED-Net) Project. The equipment 
and facility have been upgraded through the cultural grant aid and the general grant aid as well.

(2) Effectiveness:  high 
•  Project Purpose is mostly achieved. Syllabus as well as curriculum was revised and numbers of hours for 

practices and experiments have largely increased. The improved coursework is implemented by using 
equipment provided by the Project and other Japanese assistances, and educational capacity improved 
through technical inputs by Japanese and ASEAN experts. Such improvement for quality of education at 
the 3 target department has been brought by the Project. 

•  Critical issues relating to the quality of education are human resources. High teaching workload due to the 
hourly wage (however, the amount and the situation depend on the departments), and the fact that teachers 
have to teach subjects/topics different from their specialization particularly in GGG may be impeding 
factors to maximize the Project effects, although it does not prevent the outcome of the Project itself.

(3) Efficiency:  moderate in consideration of some issues
•  Output 1~3 have been mostly achieved as planned as accelerated during the 2nd half of the Project by 

utilizing inputs from both Japan and Cambodia efficiently in spite of delays observed in the 1st half of the 
Project. 

•  Issues on efficiency are as follows: 
➢	 	two to three trained academic staff of each department drained due to transfers/changes/further 

studies
➢	 high teaching workload impeding active research activities and industrial linkages
➢	 	some equipment provided by the cultural grant aid and the Project causing inefficiency in installation 

of proper equipment in the 1st half of the Project and requiring the Project and ITC teachers occupied 
to respond 

➢	 	weak project management as well as fielding short-term experts at an appropriate timing and duration 
as observed in the 1st half of the Project

(4) Impact:  high and expected to be higher if some issues are improved
•  Prospect of achieving Overall Goal is good. Developments for promoting university-industry linkages are 

observed as a facilitation factor to achieve Overall Goal. Many activities under the Industrial Linkages and 
Cooperation Office including the 1st ITC-Industrial Consortium with a participation of 25 industries (2 
Japanese industries included) in February 2015 is a notable development. 

•  There are positive ripple effects that include planning of establishing the first-ever academic association in 
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GGG field in Cambodia, more extra-curricular activities like Robot Contest with improved teaching and 
upgrading 2-year technician programs through the trained academic staff although the primary target of the 
Project is to upgrade 5-year engineer programs. The networking between ITC and supporting universities 
and professors in Japan is also a valued asset to continue even after the project completion.  

•  As stated in the Effectiveness parts, critical issues relating to the quality of education are human resources. 
High teaching workload due to the hourly wage and the fact that teachers particularly in GGG have to 
teach subjects/topics different from their specialization are current challenges. The impact will be higher 
if ITC prepares proper environment for teachers in terms of such salary system and securing time for 
preparation for their classes.
 

(5) Sustainability:  high in terms of policy, institutional and technical aspects, but efforts expected in terms 
of organizational and financial aspects

•  Policy and institutional aspects: As mentioned in Relevance, policy and institutional environment is likely 
to be sustained. More policy priority is given to higher education in ESP (2014-2018) and RS  Phase 3, and 
ITC has a leading role in developing engineering education in Cambodia. Public administration reform 
including public financing is a promoting factor to ensure autonomy in terms of finance and management 
of ITC.

•  Organizational aspect: ITC and the 3 target departments are expected to be able to independently function 
after the Project as an established, top university in Cambodia. Academic staff are able to improve 
coursework and utilization of equipment including consumable supplies, because existing systems at 
department level are already functional. Central Office for Technical Service and University-Industry 
Linkage and Cooperation Office are also favorable developments for the sustainability of the Project 
effects. International Consortium has been instrumental to ensuring the academic quality of ITC. A 
major issue identified is related to human resources management (e.g. insufficiency of academic staff in 
terms of quantity and specialties, remuneration system connecting with number of teaching hours) which 
are regarded as constraints for all the departments in general and for GGG in particular as a newly created 
department. 

•  Financial aspect: Budget for maintenance and consumable supplies after the Project completion is an issue. 
Some developments improving financial situation of ITC include creation of Central Office for Technical 
Service with an annual budget of US$20,000 for repairing. Small maintenance and consumable supplies 
may possibly be managed by ITC for some years, but larger maintenance as well as repairing of high-spec 
equipment would face a problem. With increase of equipment including those by the general grant aid, 
budget for maintenance and consumable supplies also need to increase. It is essential to take measures to 
raise ITC incomes through proposing budget to MoEYS for 2016/2017 as a new initiative under the public 
financial reform and more service activities to industries to obtain some amounts for maintenance and 
repair. 

•  Technical aspect: Most of the project activities (review the students’ lab manuals, learning from model 
teaching and training in Japan, and sharing in departments) have been conducted as normal duties of C/Ps, 
and therefore, C/Ps will continue to be technically independent at certain level. However, maintenance of 
sophisticated equipment is an issue as it is technically difficult to solve locally in Cambodia. 
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3-3  Contributing Factors 
(1) Factors related to planning
•  Other programs supported by other donors particularly ARES and by other Japanese assistance such as AUN/

SEED-Net, cultural grant aid and general grant aid etc. are complementary and yielding a synergy effects. 

(2) Factors related to implementation process
•  Project Coordinators with technical background stationed in ITC has promoted the effective and efficient 

implementation of the Project activities.
•  International Consortium is an effective forum to ensure quality of education, which is a purpose of the 

Project (International Consortium was established initially by the government of France and as of March, 
2015, the 16 universities from France, Belgium and Japan (Tokyo Institute of Technology and Kyushu 
university), Thailand and Vietnam join the Consortium. The representatives of the member universities 
gather once a year and review the quality of Education in ITC and suggest improvements. 

• C/Ps and students are highly dedicated and motivated.
•  Project management system including communication has been largely improved in the 2nd half of the 

Project through identifying issues during the Mid Term Review and shared them among those concerned.

3-4  Hampering Factors 
(1) Factors related to planning
•  Finalizing the list and specification of equipment prior to the arrival of Project Coordinator and project 

activities caused problems in the 1st half of the Project that such equipment were not usable and made the 
Project busy to respond to them in absence of essential accessories and spare parts which were dropped 
from the lists. Equipment for GGG through the cultural grant aid also caused delay of utilizing equipment 
due to the problems of unlisted essential equipment as well as lack of proper manuals in the initial stage of 
the Project and required the Project for extra efforts in fixing them.

(2) Factors related to implementation process
•  Issues related to human resources including high teaching workload, high turnover of lab technicians, 

teacher’s teaching assignment different from their specialization etc. are observed as hampering factors to 
maximize the Project effects. 

•  Project management was weak in the 1st half of the Project and fielding short-term experts at an appropriate 
timing and duration was difficult due to the time constraints of the Japanese professors. In particular, GGG 
is a new department and the inputs by the professors were needed.

•  Some activities of the Project (e.g. sending C/P to training in Japan, installation of equipment etc.) have to 
be canceled/re-scheduled due to other commitments of C/P.

3-5  Conclusions
The Project has achieved most of its purpose by improving the quality of education of the target 3 departments 

of ITC to have more emphasis on practices and experiments. 
Output 1 has been achieved (partly to be achieved) with the increased hours of practice and experiments, 

decreased number of students per equipment and drafting of 100% of student laboratory manuals. Output 
2 has been mostly achieved with sharing of knowledge of model teaching by Japanese professors and the 
lessons from training program in Japan among the academic staff, while their application to improvement 
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of teaching method is in progress. Output 3 has been achieved with periodical survey on the conditions and 
utilization of equipment. In terms of the implementation process, progress of the activities, technical transfer/ 
capacity development as well as project management has been largely improved after the Mid Term Review.

From the perspective of Five Evaluation Criteria, relevance, effectiveness, and impact of the Project are 
high. On the other hand, efficiency of the Project is moderate and there are also some concerns with the 
sustainability of the Project from organizational and financial aspect. Quality of teaching, promotion of 
research activities and industrial linkages would not be maximized if the issues of high workload and salary/ 
incentives of the academic staff remain. Budget for operation and maintenance of equipment is to be secured 
after the completion of the Project. 

As the Project will achieve its purpose by the end of the completion of the Project, extension of the period of 
the Project will not be considered. On the other hand, the Director General of ITC requested the introduction 
of Lab-Based Education (LBE) which would be effective to further promote practical education in ITC. 
However, it would be difficult to carry out LBE because LBE is based on research activity but the academic 
staff lack incentive for the research under the current salary system. Therefore, it is appropriate to carry 
out training programs in Japanese universities and universities in other countries where JICA supported the 
implementation of LBE in order to facilitate formulation of environment for conducting research. Also, JICA 
will continue to support for ITC by utilizing AUN/SEED-Net Project, including dispatching teachers, research 
and industry-university linkage, and through Science and Technology for Research Partnership for Sustainable 
Development (SATREPS) which starts in October this year.

3-6 Lessons 
•  It took long time to introduce the equipment provided by the Project appropriately and efficiently. 

Although the equipment and its specification were decided before the dispatch of the long-term expert, 
the equipment could not be used because its attachments and spares essential for the operation were not 
in the list. At the beginning of the Project, it took long time for the delivery of equipment provided by the 
cultural grant aid. In addition, there were many other problems in the selection of the equipment, including 
inadequate information on local supply companies, inaccurate understanding of the needs, dropping out of 
indispensable equipment from the list and a lack of operation manuals. The Project and academic staff of 
ITC had to cope with these problems.

•  Adopting the recommendations of the Mid Term Review, the communication between the Project, ITC 
and Japanese professors has been accelerated through the Skype meetings and monthly reports. However, 
progress of the Project and achievement level towards the Project purpose needed to be checked based on 
the PDM and be shared among the people concerned.

•  A base-line survey is needed to be conducted before the begging of the Project. Some indicators: “The ratio 
of practice and experiments to lectures in coursework” (indicator 1.1 for Output 1), “the rate of satisfaction 
of the fifth-year students” (indicator 1 for Project Purpose), and “the ITC interns are highly evaluated by 
the companies” (indicator for Overall Goal) could not be obtained for the Terminal Evaluation.

•  The Project implementation structure is needed to be prepared well from the beginning. After the Mid-
Term Review, the number of short-term experts from supporting universities has largely increased and 
the Project operation has been strengthened. However, in the first place, the implementation structure is 
needed to be prepared well. To secure this, it was necessary to include time to share the project concept 
among people concerned and time to prepare the system in the activity schedule, as well as to arrange 
experts input plan according to the project purpose. 
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第１章　終了時評価調査の概要

１－１　プロジェクトの概要

１－１－１　背　景

カンボジア王国（以下、「カンボジア」と記す）の産業構造は、農林水産業の GDP シェアが

32％と高い一方で、工業については GDP シェアが 22％にとどまるうえ、業種も縫製業と建設

業に偏っている。そのなかで 2010 年頃から、製造業を含む日系企業の進出が加速し、カンボ

ジア政府は、これら外国投資も活用しながら製造業等の拡大によって産業を多角化すること

で、持続的な経済成長をめざしている。一方、同国に進出する外資系企業（日系企業を含む）

からは、生産ライン等の設計・管理、不具合の原因究明などを行える実践的なスキルをもった

エンジニアレベルの工学系人材の不足が指摘されている。このようなエンジニアを育成する高

等教育機関としては、カンボジア工科大学（Institute of Technology of Cambodia：ITC）が国内最

高峰の機関として位置づけられている。JICA は 2003 年から、大学の研究・教育能力の向上を

目的として、「アセアン工学系高等教育ネットワーク（AUN/SEED-Net）プロジェクト」を実施

しており、ITC もメンバー校となっているが、プロジェクトの対象である東南アジア諸国連合

（ASEAN）10 カ国の各国トップ大学間の教育・研究レベルの格差は大きく、特に ITC について

は、実験・実習を取り入れたカリキュラムの実践を支援する必要が認められた。

そのため、独立行政法人国際協力機構（JICA）は 2011 年 10 月に、4 年間の予定で、ITC の

電気・エネルギー工学科（GEE）、産業機械工学科（GIM）、地球資源・地質工学科（GGG）の

3 学科の教育・研究能力の強化を目的とする「カンボジア工科大学教育能力向上プロジェクト」

（以下、本事業）を開始した。本事業では、ITC と教育青年スポーツ省（Ministry of Education, 
Youth and Sport：MoEYS）をカウンターパート（C/P）とし、チーフアドバイザー（短期、年

4 回程度派遣）、業務調整員（長期）を派遣するとともに、国内支援大学による日本人教員の

派遣及び C/P 人材の本邦研修、実験機材等の供与などを通じて、対象学科のコースワークの

改善、教授法の改善、実験・実習の導入・改善を支援してきている。2013 年 11 月に中間レ

ビュー（MTR）調査を行い、プロジェクトはおおむね順調に進捗していることが確認されたが、

関係者間の計画及び活動の情報共有体制、機材管理の仕組み、本邦研修の内容などに対する課

題も指摘されたため、これらの改善を図りながら活動を実施してきた。

本事業が 2015 年 10 月に終了するにあたり、プロジェクトの成果や達成度を確認するため、

またプロジェクトの残り期間において取り組むべき課題を明確にするため、今般、終了時評価

を実施した。

１－１－２　プロジェクトの概要

プロジェクトは MTR 調査を受け改定されたプロジェクト・デザイン・マトリックス（Project 
Design Matrix：PDM）に基づき下記のよう要約される。
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上位目標
カンボジア工科大学の対象 3 学科の卒業生が実用的・実践的能力を身に付け

る。

プロジェクト

目標

カンボジアの一流大学としてカンボジア工科大学の対象 3 学科において、よ

り実験・実習を重視することを通じて（学部）教育の質が改善される。

成果１
カンボジア工科大学の対象 3 学科において、コースワークがより実験・実習

に重点を置いたものへと改善される。

成果２ 教員の教授法が実践を重視したものへと強化される。

成果３ 実験機材が、実験・実習において適切に活用される。

出典：改訂 PDM

当初 PDM と改定 PDM の詳細については、付属資料２に含まれる「合同評価報告書」の

ANNEX 1-1、1-2 参照。

１－２　終了時評価調査の目的

終了時評価調査の主な目的は以下のとおり。

①	プロジェクトの実績を計画と比較して検証する。

② プロジェクトの実施プロセスを検証し、貢献・阻害要因を把握する。

③  ５項目評価（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）に即しプロジェクトを分析・

評価する。

④  プロジェクトの残り期間やプロジェクト終了後に取り組むべきアクションについて提言を

行う。

１－３　合同評価調査チームメンバー

＜カンボジア側＞

① H.E. Youk NGOY, Secretary of State, Ministry of Education, Youth and Sport
② Dr. Romny OM, Director of ITC, Project Manager
③ Mr. Norith PHOL, Deputy Director of ITC

＜日本側＞

① 上田　大輔　　団長・総括　JICA 人間開発部高等・技術教育チーム　課長

② 渡邊　公一郎　工学教育　　九州大学大学院工学府　教授

③ 冨野　治恵　　協力企画　　JICA 人間開発部高等・技術教育チーム　専門嘱託

④ 荻野　有子　　評価分析　　（株）コーエイ総合研究所　シニアコンサルタント

１－４　調査日程・主要面談者

１－４－１　調査日程

2015 年 6 月 3 日から 12 日にかけて、以下の日程で評価調査を実施した。
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日　付 日　程 メンバー

3-June
（Wed.）

・ Arrive in Phnom Penh, Cambodia
・ Courtesy Call to Dr. Romny OM, Director of ITC and Mr. Norith 

PHOL, Deputy Director of ITC
・ Group Interview with the head and the lecturers of the Department of 

Geo-resources and Geo-technical Engineering（GGG）

・ Group Interview with the head of and the lecturers the Department of 
Industrial and Mechanical Engineering（GIM）

Ms. Ogino

4-June
（Thur.）

・ Group Interview with the head of and the lecturers of the Department 
of Electrical and Energy Engineering（GEE）

・ Interview with Mr. Samnit NUON, Central Office for Technical Service
・ Interview with Dr. Sokneang IN, Head of Industrial Linkage and 

Cooperation Office

Ms. Ogino

5-June
（Fri.）

・ Interview with CEMP Co., Ltd.
・ Interview with Comin Khmere
・ Interview with Chip Mong Group

Ms. Ogino

6-June
（Sat.）

・ Interview with the students of GGG
・ Interview with the students of GIM
・ Interview with the students of GEE

Ms. Ogino

7-June
（Sun.）

・ Document review and documentation Ms. Ogino

8-June
（Mon.）

・ Courtesy Call to Dr. Romny OM, Director of ITC and Mr. Norith 
PHOL, Deputy Director of ITC

・ Interview with K-Cement
・ Interview with Cambodia Beverage

Mr. Ueda, Ms. 
Tomino, Ms. Ogino

9-June
（Tue.）

・ Discussion with the head of GGG and the lecturers
・ Discussion with the head of GIM and the lecturers
・ Discussion with the head of GEE
・ Discussion with Mr. Norith PHOL, Deputy Director of ITC

Mr. Ueda, Ms. 
Tomino, Ms. Ogino

10-June
（Wed.）

・ Discussion on Joint Terminal Evaluation Report with GGG, GIM and 
GEE

Mr. Ueda, Ms. 
Tomino, Ms. Ogino

11-June
（Thur.）

・ Discussion on Joint Terminal Evaluation Repot with Dr. Romny OM, 
Director of ITC and Mr. Norith PHOL, Deputy Director of ITC

Mr.Ueda,
Prof. Watanabe,
Ms. Tomino, Ms. 
Ogino

・ Internal Meeting（Finalizing M/M draft）/ Sending M/M draft to 
Ministry of Education, Youth and Sport
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12-June
（Fri.）

・ Joint Coordination Committee（JCC）and Signing of Terminal 
Evaluation

・ Report with H.E. Youk NGOY, Secretary of State, MoEYS
Mr. Ueda,
Prof. Watanabe,
Ms. Tomino, 
Ms. Ogino

・ Class Observation of GEE and GGG
・ Report to JICA Cambodia Office, Phnom Penh
・ Leaving for Japan

13-June
（Sat.）

・ Arrive in Japan

１－４－２　主要面談者

（１）カンボジア国教育青年スポーツ省（MoEYS）
・ H.E. Youk NGOY, Secretary of State

（２）カンボジア工科大学（ITC）
・Dr. Romny OM, Director of ITC, Project Manager
・ Mr. Norith PHOL, Deputy Director of ITC
・ Dr. Long BUN, Head of Department of Electrical and Energy Engineering（GEE）
・ Dr. Kim Tho PO, Head of Planning Office（GEE）
・ Mr. Sovannaroith OUK, Lecturer（GEE）
・ Dr. Sopheak REY, Head of Research of Industrial and Mechanical Engineering Department（GIM）

・ Dr. Sarin CHAN,   Head of Thermal Laboratory, Department of Industrial and Mechanical 
Engineering（GIM）

・ Dr. Nallis KRY, Head of Department of Geo-resources and Geo-technical Engineering（GGG）

・ Dr. Kim Ngun BUN,  Laboratory Coordinator of Department of Geo-resources and Geo-technical 
Engineering（GGG）

・ Dr. Bunchoeun PICH, Lecturer（GGG）

・ Dr. Sokneang IN, Head of Industry Linkage and Cooperation Office
・ Mr. Samnith NUON, Head of Central Office for Technical Service

（３）JICA カンボジア事務所

・安達　一　　所長

・小島　岳晴　次長

・井口　邦洋　所員

１－５　評価の方法

１－５－１　評価枠組み

終了時評価調査チームは、PDM に基づき MTR 調査後から現在までのプロジェクトの実績と

実施プロセスを把握したうえで、評価５項目の観点から評価を行った。
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（１）プロジェクトの実績

プロジェクトの実績について、投入（インプット）、成果（アウトプット）、プロジェク

ト目標、上位目標について計画並びに現行 PDM 指標に即して検証した。

（２）実施プロセス

実施プロセスについて、計画に即して実施されてきたのか、プロジェクトマネジメント

は適切であったかなどを確認し、プロジェクトの実施プロセスに影響を与えた貢献・阻害

要因を把握した。

（３）５項目評価

プロジェクトは、以下に説明する５項目の評価基準に基づいて分析・評価した。

1. 妥当性

（Relevance）
開発インターベンションの目標が、受益者の要望、対象国のニーズ、地球規

模の優先課題及びパートナーやドナーの政策と合致している程度。

2. 有効性

（Effectiveness）
開発インターベンションの目標が実際に達成された、あるいはこれから達成

されると見込まれる度合いのことであり、目標の相対的な重要度も勘案しな

がら判断する。

3. 効率性

（Efficiency）
資源及び（又は）インプット（投入）（資金、専門技術（知識）、時間など）

がいかに経済的に結果を生み出したかを示す尺度。

4. インパクト

（Impact）
開発インターベンションによる貢献が期待されている、より高次の目標。

5. 持続性

（Sustainability）
開発インターベンションの終了時における、開発インターベンションによる

便益の持続性。長期的便益が継続する見込み。時間の経過に伴う純益の流出

というリスクに対する回復力。

出典：「JICA 事業評価ハンドブック（Ver.1）」（2015 年 8 月）

（４）情報源

既存の文献・各種報告書（事業進捗報告書、専門家報告書、活動実績資料等）に加え、

本調査において、関係者への質問票調査、インタビュー調査を実施し必要な情報・データ

の追加収集を行った。対象は、MoEYS、ITC（学長／副学長等のマネジメント層、各学科

の教員 8 名、学生 12 名）、日本人専門家、ITC 学生インターンシップ受け入れ企業、であ

る（上記日程表参照）。学生インタビューについては、GEE　5 名、GIM　2 名、GGG　4
名でいずれも第 5 学年を対象に行った。さらに、国内支援大学教員等合計 37 名を対象と

した質問票調査では、21 名からの回答を得た（回収率 57％）。また、国内支援大学教員等

合計 37 名のうち現地派遣教員 30 名を対象に行った追加質問については、18 名からの回

答を得た（回答率 60％）。これら調査結果は、適宜、本評価調査において参考データとし

て活用した。

調査結果については、2015 年 6 月 12 日（金）に開催されたプロジェクト合同調整

委員会（Joint Coordination Committee：JCC）において報告のうえ、ミニッツ（Minutes of 
Meetings：M/M）及び合同評価報告書として取りまとめ署名を行った。詳細は付属資料２
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「M/M（合同評価報告書を含む）」参照。
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第２章　実績と実施プロセス

２－１　投　入

終了時評価地点における日本側、カンボジア側の投入は以下のとおり。

２－１－１　日本側

（１）日本・ASEAN 諸国からの専門家：合計 38 名

１）チーフアドバイザー（短期専門家 1 名）

２）業務調整員（長期専門家 2 名）

３ ）電気・エネルギー工学科（GEE）（短期専門家 10 名－タイ人専門家 1 名、フィリピン

人専門家 1 名を含む）

４ ）産業機械工学科（GIM）（短期専門家 12 名－フィリピン人専門家 1 名、タイ人専門家

1 名を含む）

５ ）地球資源・地質工学科（GGG）（短期専門家 13 名－インドネシア人専門家 1 名、タイ

人専門家 1 名を含む）

従事期間は延べ 50.8 カ月（2015 年 5 月末現在の長期専門家合計 40.1 カ月、短期専門家

10.7 カ月の合計）（付属資料２の M/M に含まれる「合同評価報告書」の ANNEX 3 参照）

（２）本邦研修

合計 43 名（GEE 15 名、GIM 15 名、GGG 13 名）（付属資料２の M/M に含まれる「合同

評価報告書」の ANNEX 4 参照）

（３）機　材

総額 233 万 3,682 USドル相当の機材をプロジェクトで供与、GGG の機材供与（4,703 万

6,800 US ドル）は文化無償資金による（付属資料２の M/M に含まれる「合同評価報告書」

の ANNEX 5-1、5-2、5-3、5-4 参照）

（４）プロジェクト経費

終了時評価時点におけるプロジェクト経費支援総額（除く機材）は 1,638 万 8,000 円（付

属資料２の M/M に含まれる「合同評価報告書」の ANNEX 6 参照）

２－１－２　カンボジア側

（１）C/P の配置

MoEYS 次官がプロジェクト・ディレクター、ITC 学長がプロジェクト・マネジャーと

して累計 3 名の主要 C/P が配置された（付属資料２の M/M に含まれる「合同評価報告書」

の ANNEX 7-1 参照）。また、3 学科の教職員（2014/15 年度時点）は、合計 65 名（GEE 24 名、

GIM 26名、GGG 15名）が配置されている（付属資料２のM/Mに含まれる「合同評価報告書」

の ANNEX 7-2、7-3、7-4 参照）

－ 7 －



（２）執務スペース

良好な環境のプロジェクト事務所が提供された。

（３）プロジェクト経費

2015 年 5 月時点で、97 万 120 US ドルが投入された。（中間レビュー時に 2013 年 10 月

まで 86 万 740 US ドルが投入され、MTR 以降 2013 年 11 月から 2015 年 5 月までの間に

10 万 9,380 US ドルが投入された。）付属資料２の M/M に含まれる「合同評価報告書」の

ANNEX 8 参照）

２－２　プロジェクトの実績

２－２－１　成果（アウトプット）

PDM の指標に沿ったプロジェクトの 3 つの成果目標の達成状況は以下のとおりである。

成果１ カンボジア工科大学の対象 3 学科において、コースワークがより実験・実習
1
に重

点を置いたものへと改善される。

指　標 1.1. コースワークにおいて実験・実習の比率が拡大する。

1.2. 1 機材当たりの学生数が減少する。

1.3. 新規に機材が導入されたすべての科目において実験・実習が増加される。

1.4. 上記すべての科目において学生実験手引書が作成される。

1

成果１はほぼ達成済みである。各指標の達成状況は以下のとおり。

指標 1.1.　コースワークにおいて実験・実習の比率が拡大する。

【達成済み】

・ プロジェクト開始時にコースワーク全体における実験・実習の比率を確認していないため、

機材供与ののち、実験・実習の比率がどの程度増加したかは不明である。しかし、対象 3 学

科の学科長と教員によれば、新規機材を活用した授業時間数は確実に増加したため、結果、

コースワークに占める実験・実習比率は増加したといえる。実験・実習時間の増加状況は以

下の表のとおり（詳細は付属資料２の M/M に含まれる「合同評価報告書」の ANNEX 9-1 ～

9-3 参照）。

1
　 英文 PDM では、“practices and experiments”（実習・実験）であるが、和文 PDM に即して本報告書では、「実験・実習」と記載する。

－ 8 －



表２－１　実験・実習時間の増加状況

学　科
実験・実習時間が増加した

科目数

実験・実習時間

以　前 現　在 差

GEE 注 18 74 248 +174

GIM 9 80 224 +144

GGG 9 0 112 +112
注： GEE の数字は、3 年制のテクニシャンコースが 2 年制となったことに伴い科目の廃止等があり、現在、全 17 科目におけ

る差は 194 時間の増加となった。更新版の科目一覧リストは付属資料５のとおり。
出典：プロジェクト（各学科）

・ ITC のカリキュラムは、Lecture（講義）、Exercise（演習）、Practice（実技を伴う実習、実験）

に分かれている。本事業による機材整備の結果、それまで講義に割り振られていた時間を減

らして実験・実習時間を増やした。本事業では、当初カリキュラムの変更までは明示的に計

画していなかったものの、結果として ITC ではカリキュラムを変更し正式に承認されてい

る。

指標 1.2.　１機材当たりの学生数が減少する。

【達成済み】

・ MTR でも確認したとおり、本事業並びに文化無償を通じた機材整備により、1 機材当たり

の学生数は減少した。学生数は、GIM ではプロジェクト前と比べて倍増しているが、クラ

スを 2 つに分けているため実際の使用時に機材―学生比率が高いわけではない。なお、GGG
は、新規に設置された学科であるため以前との比較というより、現在の活用状況を確認した

が、3 学科とも現在のところ故障している機材もなく活用されている。また、一般無償を通

じた機材整備により
2
、状況は MTR 時よりも更に改善されている（現在、ハンドオーバーの

式典を待っているところ）。

・ 対象 3 学科の ITC 教員並びに学生インタビューでも確認したところ、機材は少人数のグルー

プで使用しており、特に機材に対する学生数が高いといった問題は発生していない。また日

本人専門家からも、そのような問題は指摘されていない。機材にもよるが、おおむね 5 ～ 6
人程度の小グループで活用しており、顕微鏡については更に少人数で活用しているとのこと

である。なお、GGG では他学科支援の一環として、機材を使ってデモンストレーションを

行うこともあるなど、学科間の共有も行われている。

指標 1.3.　新規に機材が導入されたすべての科目において実験・実習が増加される。

【達成済み】

・ 指標 1.1. でも既述のとおり、新規に機材が導入されたすべての科目において、実験・実習

時間が増加している。（詳細は付属資料２の M/M に含まれる「合同評価報告書」の ANNEX 
9-1 ～ 9-3 参照）実験・実習時間の増加を反映して改訂された 3 学科のカリキュラムは正式

に承認され、実践されている。

2
　カンボジア工科大学施設機材整備計画（協力期間 2013 年 03 月 28 日 ～ 2015 年 11 月 30 日）
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指標 1.4.　上記すべての科目において学生実験手引書が作成される。

【プロジェクト期間中に達成の見込み】

・ 必要な学生実験手引書のドラフトは、各学科の教員により既に 100％ 作成されている。そ

のうち、いくつかについては本邦支援大学教員の確認を待っているところである。各学科

の達成状況は以下のとおり
3
。（詳細は付属資料２の M/M に含まれる「合同評価報告書」の

ANNEX 10 参照）

表２－２　学生実験手引書作成状況

学科 必要な手引書数 ドラフト作成済み 達成度 本邦教員の最終確認待ち

GEE 17 17 100％ 無

GIM 9 9 100％ 6

GGG 2 2 100％ 2
注： GEE では、全 17 のうち 5 つについては基礎的手引書であるため本邦支援大学教員によるレビューは不要であり、残り 12

については本邦教員の確認済み。GIM の本邦教員の最終確認待ちのドラフトは、M/M には 5 と記載されているが、6 が
正しい。

出典：プロジェクト

成果２ 教員の教授法が実践を重視したものへと強化される。

指　標

2.1.  日本人及びアセアンの専門家によるモデル講義が対象 3 学科の教員に共有さ

れ、彼らの講義に応用される。

2.2.  本邦研修に参加した研修員が研修で学んだことをカンボジア帰国後に対象 3
学科の他の教員に共有される。

成果２もおおむね達成されている。各指標の達成状況は以下のとおり。

指標 2.1.　 日本人及びアセアンの専門家によるモデル講義が対象 3 学科の教員に共有され、彼

らの講義に応用される。

【共有は達成／応用は進展中】

・ 日本人及び ASEAN の専門家によるモデル講義の内容は、主に以下の 3 つに分類される。

①新規に導入され機材を活用した効果的な実験・実習

②専門分野が異なる科目を教える教員の科目・トピックの専門知識強化

③ 授業計画、プレゼンテーション、プロジェクトベースの学習法（Project-based Learning：
PBL）の導入といった教授法（ペダゴジー）

・ モデル講義を通じて得られた知識は、学科の定例会議や、教員によって開催されるプレゼン

テーション・セッションを通じ、ファカルティ・ディベロップメント（Faculty Development：
FD）活動の一環として、教員の間で共有されている。

・ 実際の授業への応用状況については、短期専門家の限りある訪問回数と滞在日数のなかで

は、授業参観の時間を捻出することが難しいため、総合的な評価は難しいが、チーフ・アド

3
　 MTR 調査では、実験・実習別の数字が記載されているが、終了時評価調査では、科目別の達成状況を改めてプロジェクト事務所

並びに各学科教員に確認した。
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バイザー並びに国内支援委員長、学生、ITC 教員へのインタビューによると、以下のような

改善が確認されている。

①改訂カリキュラムに即し、実験・実習時間が増加したコースワークが実践されている。

② ITC 教員によって教えることのできる科目・トピックが増加した。

③向上した教授法を通じ、学生の勉学意欲が喚起された。

指標 2.2.　 本邦研修に参加した研修員が研修で学んだことをカンボジア帰国後に対象 3 学科の

他の教員に共有される。

【共有は達成／応用は進展中】

・ 上記モデル講義と同じ。

成果３ 実験機材が、実験・実習において適切に活用される。

指　標
3.1.  機材状況、活用状況、消耗品や付属品などの調査が対象 3 学科においてセメ

スターごとに実施される。

成果３も達成している。指標の達成状況は以下のとおり。

・ 対象 3 学科において、機材状況、活用状況、消耗品や付属品などの調査は、教員・ラボテク

ニシャンによりほぼ毎月定期的に実施され、調査結果は月例の学科会議で確認している。

・ 加えて、テクニカルサービスオフィス（Central Office for Technical Service）が 2015 年 4 月よ

り活動を開始し、既に全学科を対象とした現況機材調査を実施しており、結果は整理して

ファイリングされている（同オフィスの対象外であるコンピュータ等を除く）。同オフィス

は、修理、サプライヤーやエージェントの情報の取りまとめ、安全講習、ラボの行動規範作

成を担当する部署である
4
。

・ ITC 教員並びに学生へのインタビューによれば、現在、3 学科ともすべての機材は実験・実

習においてほぼ適切に活用されていると判断される。中間レビュー時でも指摘された設置等

の問題があったいくつかの機材についても、すべて ITC 教員とプロジェクト事務所が協力し

て解決済みであることが確認されている
5
。

4
　 Central Office for Technical Service は、ベルギーの研究高等教育アカデミー（Académie de Recherche et d'Enseignement supérieur：
ARES）の支援により 2015 年 4 月に設置された。同支援は 2018 年まで継続し、修理費用として年 2 万ドルが計上されているとの

こと。現在、ITC の卒業生であるエンジニア 1 名、テクニシャン 1 名が配置されているが、テクニシャンをもう 1 名雇用予定の

ため 3 名体制となる予定。マイナーな修理は同スタッフが行うが、それ以外はサプライヤーを探し、予算を見積もって大学に申

請するシステム。課題は、国内でのスペアパーツ調達が難しいこと。本事業等日本支援による機材については、問題があるとの

報告は今のところない。なお機材の維持管理・修理は各学科でも行っており、消耗品類は同オフィスではなく各学科で担当して

いる（ITC マネジメント及び同オフィススタッフへのインタビュー）。
5
　 インタビューを行った第 5 学年の学生によれば、実験・実習のある第 3、第 4 学年時において、いくつかの課題があったが、そ

れ以外は適切に活用されており、現在も、特に問題はないとの回答であった。なお、学生が指摘した問題は、現在は、すべて解

決済みであることを教員・プロジェクト事務所を通じて確認した。
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２－２－２　プロジェクト目標

プロジェ

クト目標

カンボジアの一流大学としてカンボジア工科大学の対象 3 学科において、より実

験・実習を重視することを通じて（学部）教育の質が改善される。

指　標 １．第 5 学年（最終学年）の大学教育への満足度が向上する。

２．日本人専門家による教育の質についての評価が改善される。

３． 機材情報がセメスターごとに確認され、必要とされる消耗品等が明らかにさ

れる。

本事業でめざしたレベルは必ずしも明確ではなく、また、以下に記載するとおり指標１と

２については、MTR 調査において定期的なモニタリングが推奨されていたものの、定量的な

データは不在である。しかし、本調査において、学生（第 5 学年）へのインタビューでは学生

から実践的な教育への更なる要望が出されていること、日本人専門家（チーフアドバイザー、

国内支援委員会委員長、プロジェクト業務調整員）へのインタビューでは教育の質改善へのポ

ジティブな意見が述べられていること、機材情報の管理については確実に行われていることが

確認できた。また、当初の事前評価表ではプロジェクトの目標達成度を評価する際の評価項目

例として、「必要な実験・実習が含まれたシラバスが整備され、かつ実践されているか、実験

用機材が適切に整備・管理されているかといった点を評価する」とあり、本事業は、この点に

おいては目標を達成していることから、状況を総合的に判断し、プロジェクト目標をほぼ達成

していると判断する。各指標の達成状況は以下のとおり。

指標１　第 5 学年（最終学年）の大学教育への満足度が向上する。＜不明＞

【満足度調査データはないが改善されたコースワークの実践は確認】

・ MTR 時に新たに設定された本指標の意図は、実験・実習の実践についての満足度を把握す

る目的であったが、第 5学年の大学教育への満足度調査データは 3学科ともない
6
。なお、プ

ロジェクト開始時点におけるベースライン調査データがないため、最初から本事業の影響を

受けている 2014 年度、2015 年度の卒業生を対象に満足度の向上具合を測ることは難しい面

があるものの、下記のインタビューにおいて、学生からの要望として、更なる実験・実習や

モデル講義の増加、教員の能力強化、フィールドワークの増加、産業界との連携促進などが

述べられていることから、改善された大学教育へのある程度の満足はうかがえる。日本人専

門家（チーフアドバイザー、国内支援委員会委員長、プロジェクト調整員）へのインタビュー

等を通じ、カリキュラム、コースワーク、シラバスにおいて、機材を活用して実験・実習時

間が増えたことは確認できている。

6
　 調査団は、Quality Assurance Office で行っている学生による教員評価のデータを代替データとして使えないか検討したが、同オフィ

スが５段階評価による調査データをとり始めたのはここ 2 年のことで、それ以前のデータはなく報告書はあるが文章による説明

であった。また、この 2 年間の質問項目も同一ではなく、質問内容も一般的あるいは教員の勤務評定的なものが多かった。以上

により、プロジェクト目標の指標データとして使うことはできないと判断した。
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ITC 学生の意見・要望

GEE
・ 最近若い教員・新卒の教員が増えており、PhD はもっているが教え方に習熟が必要。

・ 教員は、教材を配布するなど親切。

・ 理論は勉強していたがその応用や実践が不足しているため、研究プロジェクトの進め方が

わからない。

GIM
・ もっと実験・実習を増やしてほしい。

・ 実験・実習授業における 1 クラス当たりの人数（現在、30 名程度）が多すぎる。

・ 教員は教材を配布したり、インターンシップの受入れ企業紹介など親身になって支援して

くれる。

・ 研究をする機会・時間がない。

・ モデル講義は、もっと期間が長い方がよい。

GGG
・ GGG のカリキュラムは複雑であり、現在 1 コースのみであるが、対象範囲が広いためもっ

と専門を分けて選択コースを増やしてほしい。

・ 教員は親切ではあるが、とにかく ITC の内外で忙しすぎるし、教員不足や、専門が異なる

科目を担当している問題がある。

・ 図書館を充実してほしい。

・ フィールドワークは 1 日だけだが、もっと日数を増やしてほしい（タイでは 3 カ月と聞く）。

・ カリキュラム策定のために、ITC は関連省庁や企業との対話を増やすべき。

・ モデル講義はもっと時間を増やすべき。

指標 2.　日本人専門家による教育の質についての評価が改善される。＜達成見込＞

【授業モニタリングをプロジェクト終了までに実施予定】

・ 成果（アウトプット）１～３の達成状況は、上述のとおり良好であり、その結果、実験・実

習により重点をあてた教育が実現している。多くの科目で以前はできなかった実験・実習に

ついて、導入された機材を使って取り組めるようになった結果、学生はそれまでの座学中心

の授業からは得られなかった実践的な手法を学べるようになった。また、ITC の教員につい

ても、本邦教員及び ASEAN 専門家からの専門的なインプットを受け、これまでには指導で

きなかった分野を教えられるようになり、授業内容を充実させてきている。これらは、本事

業がもたらした明らかな効果である。

・ また、国内支援大学教員への質問票調査では、プロジェクトの効果について以下のような結

果であった。37 名を対象に 21 名から回答が寄せられたもので（回収率 57％）、参考情報で

はあるが、おおむね良好な評価をしている。
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国内支援大学教員への質問票調査

プロジェクトの効果について

１．ご担当の教科について、「より実習・実験を重視したコースワーク改善」は：

　 A B C D その他 合　計

回答数 4 10 2 0 5 21

% 19.0% 47.6% 9.5% 0.0% 23.8% 100.0%

A. 当初の目標を達成する見込み　 B. ある程度達成　C. 達成する見込みは低い　D. 達成できない

２．ご担当の教科について、「ITC 教員の教授法の改善」は：

　 A B C D その他 合　計

回答数 1 9 3 0 8 21

% 4.8% 42.9% 14.3% 0.0% 38.1% 100.0%

A. 非常に順調　B. ある程度順調　C. 遅れ気味である　D. かなり遅れている

３．ご担当の教科について、「実習・実験機材の適切な活用」は：

　 A B C D その他 合　計

回答数 4 10 2 2 3 21

% 19.0% 47.6% 9.5% 9.5% 14.3% 100.0%

A. 非常に順調　B. ある程度順調　C. 遅れ気味である　D. かなり遅れている

注：1）対象 37 人中 21 人から回答があったもの。
2）「その他」には、記入なしや「回答できない」等を含む。

出典：質問票調査

・ 同時に、プロジェクトに関与した多くの日本人専門家は、カンボジア工学分野における ITC
の主導的役割にかんがみ、まだまだ多くの改善点があると感じている。なかでも、GGG に

ついては新規に開設された学科であるため、大量の新規の講義科目を経験の浅い若い ITC 教

員が担当せざるを得ない現状や、異なる専門分野の教員が講義を担当しているケースが少な

からずあるなど、質の高い講義体制の確立に向けた問題が指摘されている。

・ なお、成果２でも既述のとおり、短期専門家の滞在期間の短さなどから、授業観察は行われ

てこなかったこともあり、日本人専門家による授業観察等を通じたモニタリングデータなど

はない。上記、質問票調査の２における「ITC 教員の教授法の改善」に対し、その他の回答

が多かったのは、実際に教授法の改善状況を確認する機会がほとんどなかったためと推察さ

れる。調査団は、更なる改善点を確認するうえでも、プロジェクト終了までに可能な範囲で

日本人専門家が授業観察を行うことを提案する。

指標３　 機材情報がセメスターごとに確認され、必要とされる消耗品等が明らかにされる。 
＜達成＞

・ 成果（アウトプット）３でも既述のとおり、教員及びラボテクニシャンによって、機材情報

並びに消耗品等は定期的（ほぼ毎月）確認され、問題があればプロジェクト定例会議でも議
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論し対応がなされている。

・ 機材並びに年間必要な消耗品のリストは各学科で既に作成されている（消耗品リストは付属

資料２の M/M に含まれる「合同評価報告書」の ANNEX 11-1 ～ 11-3 参照）。

２－２－３　上位目標

上位目標 カンボジア工科大学の対象 3 学科の卒業生が実用的・実践的能力を身に付ける。

指　標 １． カンボジア工科大学のインターン（第 5 学年）が受け入れ企業から高く評価

される。

上位目標は達成見込みがある。指標の現時点の達成状況は以下のとおり。

・ 2014 年度卒業生（本事業開始時に 3 年生であった卒業生）を対象に、2014 年 6 月に実施し

たインターンシップ企業満足度調査によれば、結果は良好である。調査主要項目の「専門知

識の活用とその応用」について GEE では 43％（70 人中 30 人）が、GIM では 66％（68 人中

45 人）が、また、GGG では 64％（33 人中 21 人）が A から E の 5 段階評価のうち A 評価で

あった（詳細は付属資料２の M/M に含まれる「合同評価報告書」の ANNEX 12 参照）。2015
年 6 月にも同様の調査実施予定。

・ 本インターンシップ企業満足度調査は、学生評価のために ITC が従来から実施しているも

ので、フォーマットについても従来のものを用いて実施されたものである。MTR 調査では、

本指標設定時に、第 5 年次学生がインターンを終了した際に企業からインターンに対して回

答される現行の評価シートを改訂することにより、上位目標の達成度を測定すべくモニタリ

ングを実施する予定としているが、現在のところ本事業向けにフォーマットの改訂はしてい

ない。
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注： 質問項目；Punctuality and conscientiousness Organization methods, Ability to adapt-Use of knowledge, 
Initiative and self-motivation, Open-mindedness, Motivation, Social behavior and interpersonal relationships.

出典：ITC

図２－１　対象 3 学科インターン生に対する受入企業の評価結果（2014 年度）

・ 企業インタビュー
7
によれば、以前の学生と比べた改善点として、1 社よりコンピュータや

CAD-CAM が使える点が述べられた。なお、技術面の強化の他にも、ソフトスキル（批判的

思考、リーダーシップ、コミュニケーション、チームワーク等）や、安全教育面の強化も、

企業の要望が高いことが確認された。

・ プロジェクトの結果、以前と比べて卒業生がより高い実践的なスキルをどの程度身に付け

たといえるのか、定量的に測ることは難しい。ITC 卒業生に対する高い評価を示す 1 つの指

標として、エンジニアを対象とする労働市場において競争力が高いことが挙げられる。ITC
は、毎年卒業生のフォローアップ調査を卒後 3 カ月に行っており、直近の結果は 2013/2014
年卒業生のもので、以下のとおりである。なお、新設の GGG 学科では、2013/2014 卒業生

が、卒業第 1 回生にあたる。

7
　 CEMP Co., Ltd.、Comin Khmere、Chip Mong Group、K-Cement、Cambodia Beverage のインターン受入企業 5 社を対象に行った。うち、

Chip Mong Groupは、以前は ITCインターン生を受け入れていたが、現在はいない。しかし、今後、受入れを歓迎するとのことである。
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表２－３　卒業生の進路実績（2013/2014）

学　科
卒業

生

進　学

就職状況

卒業生数

から進学

者を除い

た数字

就　職
就職活動

中
連絡取れず 合　計

N ％ N N ％ N ％ N ％ N ％

食品化学工学科（GCA） 46 7 15.2％ 39 30 76.9％ 3 7.7％ 6 15.4％ 39 100％

土木工学科（GCI） 83 15 18.1％ 68 41 60.3％ 0 0.0％ 27 39.7％ 68 100％

土木工学科 -Arch コース

（GCI-Arch）
26 3 11.5％ 23 19 82.6％ 0 0.0％ 4 17.4％ 23 100％

情報通信工学科（GIC） 34 1 2.9％ 33 24 72.7％ 0 0.0％ 9 27.3％ 33 100％

電気・エネルギー工学科（GEE）

エネルギーコース（GEE-EE） 43 5 11.6％ 38 28 73.7％ 0 0.0％ 10 26.3％ 38 100％

電気通信コース（GEE-EAT） 38 5 13.2％ 33 27 81.8％ 2 6.1％ 4 12.1％ 33 100％

産業機械工学科（GIM）

産業コース（GIM-Ind） 30 4 13.3％ 26 19 73.1％ 1 3.8％ 6 23.1％ 26 100％

機械コース（GIM-Méca） 42 2 4.8％ 40 31 77.5％ 1 2.5％ 8 20.0％ 40 100％

地球資源・地質工学科（GGG） 33 13 39.4％ 20 17 85.0％ 1 5.0％ 2 10.0％ 20 100％

農村工学科（GRU） 73 11 15.1％ 62 54 87.1％ 0 0.0％ 8 12.9％ 62 100％

合　計 448 66 14.7％ 382 290 75.9％ 8 2.1％ 84 22.0％ 382 100％

注： 上記の表は、ITC が作成した資料のとおりであるが、GIM については卒業生数から判断すると、産業コースと機械コー
スが入れ違っている可能性がある。

出典：ITC

・ MTR 調査時でも確認されたように、大学院への進学希望者も多く、就職希望者についても、

ITC の卒業生は企業から評価されており、就職率は高い。上位目標については、既に高い就

職率を維持することが想定されるが、就職状況は大学のパフォーマンス以外に、経済情勢や

労働市場の動向に影響を受けるため、本事業との因果関係を明らかにするのは難しいことに

も留意する必要がある。

２－３　プロジェクトの実施プロセス

２－３－１　活動の進捗

【プロジェクト後半において加速された】

・ MTR 調査団の提言に適切に対応し、計画された活動がプロジェクト後半に加速して実施さ

れた。MTR 時に指摘された機材の問題等は、ITC 教員とプロジェクトにより解決され、現

時点で、文化無償並びに本事業で供与した機材の設置等に係る未解決の問題はない。

・ コースワーク改訂や機材活用については、各学科の教員とテクニシャンが機能していたこと

から、既存の学科内体制をそのまま利用し、持続性の観点からも、PDM に計画されていた

タスクフォースを別途設置することはしなかった（活動 1.1、活動 3.1）。
・ コースワーク／シラバスの改訂は、カリキュラムやコースワークのレビューに基づき、プロ

ジェクト初年度において実施済みである。定期的なレビューは、ITC 教員により通常業務の
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一環として実施されており、学科会議等で議論されていることをプロジェクトは確認してい

る。なお、プロジェクト終了までに、コースワークの簡単な最終チェック（シラバスを通じ

て確認）を、日本人専門家により行う予定である。

・ プロジェクト目標の指標でもある第 5 学年（最終学年）の大学教育（特に実験・実習に焦点

を当てた）教育の質に係る定期的な満足度調査や、日本人専門家による授業観察等定期的な

モニタリングなどは、派遣期間の制限もあり、日本人専門家によりシステマティックなかた

ちでは実施されていない（活動 0）。
・ プロジェクトによると、他ドナー支援プログラムとの調整・支障が散見された

8
。ただし、日

本の他支援（留学等）とも同様の課題があった。

２－３－２　技術移転／能力強化

【順調に進展】

・ プロジェクト後半における技術移転／能力強化は、MTR 調査の提言に適切に対応し、おお

むね順調に進展した。例えば、MTR 調査では、「短期専門家派遣は、主に国内支援大学の現

職教員を派遣するが、専門家の所属大学での通常業務との兼ね合いがつき難いことや専門家

個人に対する事業協力へのインセンティブの低さ等から適切なタイミングに派遣することは

難しく、また派遣期間も計画よりも短く技術移転期間としては不足している」ことが指摘さ

れた。しかし、プロジェクト後半において日本人短期専門家の派遣は、対象 3 学科からの要

請に応じて日本側の努力により進展があり、結果、全短期専門家の投入（人数、派遣回数と

期間）はプロジェクト前半と比較すると、大きく増加した（2013 年 12 月中間レビュー時の

4.2 MM から、プロジェクト後半～ 2015 年 5 月時点までで 6.5 MM に増加）。

・ ITC 教員へのインタビューによると、日本人及び ASEAN の専門家によるモデル講義を通じ

た能力強化の方法には、おおむね満足している。講義トピックも、ITC からの要請に即して

決定されている。しかし、派遣期間についてはまだ短いと感じており、更なる増加（1 回当

たり 2 週間程度など）がより効果的で望ましいとしている。

・ 本邦 C/P 研修は、参加者、本邦支援大学教員のいずれも、能力強化の有効な方法であるとみ

ている。受入側の本邦支援大学教員は、できる限り参加者のニーズに対応すべくプログラム

の作成に努力した結果とみられる。

・ 学生実験手引書作成においては、当初の想定どおり C/P が主体的に行っており、ドラフト作

成後に本邦支援大学教員が、質の確保の観点からレビューを行っている。

8
　 他ドナー支援プログラムと調整が生じた例：① 2014 年の GEE の C/P 研修で受け入れ準備も完了していたところ、フランスの博

士課程の奨学金がとれたので、直前にキャンセルとなった。②フルブライト奨学金がとれたので 2 月から 6 月までアメリカ出張

となり、その間、当該分野の実験設備改善活動が滞った。③当初、産学連携専門家の派遣を終了時評価前に手配する計画であっ

たが、産学連携担当が ARES でベルギーへ 1 カ月の出張が入ったため、専門家派遣予定が７月にずれ込んだ。④世銀の研究資金

（GEE：ピコハイドロプロジェクト、GIM：Municipal Solid Waste into solid fuel）の予算執行と調達業務で忙しかったため、各学科

にお願いしていたプロジェクト関係資料の提出作業が遅れた。⑤昨年、GIM では 3 名の教員が奨学金による海外留学で職場を離

れることになったが、その代わりの新規採用は 1 名だけで、2 名足りない現状である。
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２－３－３　プロジェクト・マネジメント

【中間レビュー（MTR）以降大きく改善された】

（１）運営体制

・ MTR 調査の提言を受けて、プロジェクトでは以下の対応を行った。

MTR 調査の提言 対応状況

最終的にプロジェクト目標を期間内に

達成するために、2014 年 1 月末までに

個々の活動の実施者とスケジュールを

記載した後半の活動の詳細な計画を策

定すること。

2014 年度と 2015 年度の本邦 C/P 研修計画、本邦支援

大学教員派遣計画、機材購入計画は、早めに対象 3
学科の学科内会議で協議を始め、年度初めにはプロ

ジェクト定例会議で取りまとめたうえで計画策定を

完了している。

効果的な本邦研修を実施するため、日

本人専門家と対象の学科長及び ITC 教

員と綿密な協議を行い、研修目的や内

容を明確にしたうえで研修を実施する

こと。

本邦支援大学教員の提言の下、対象 3 学科の学科内

会議で本邦 C/P 研修の要望について綿密に協議を行

い、年度初めのプロジェクト定例会議で要望を取り

まとめ、本方支援大学受入機関と内容を綿密に擦り

合わせたうえで計画を策定している。

・ JCC は、これまで定期的に 3 回開催され（2012 年、2013 年、2014 年のそれぞれ 12 月）、本

終了時評価調査期間にも 1 度開催された（2015 年 6 月 12 日）。事前評価時には、半年に 1 回

程度の開催を想定していたが、MTR 以降大幅に改善されたプロジェクト運営体制において、

プロジェクト後半における JCC は年 1 回の開催であっても特段の問題は確認されない。

・ 毎年、5 月に国内支援委員会を開催し、JICA 本部、カンボジア事務所、本邦支援大学をテレ

ビ会議で結び、各分野の国内支援委員に活動報告、情報と各種資料の共有、年度計画につい

て協議、意見交換を行っている。MTR 調査では、年１回程度の頻度しか開かれていなかっ

たことを課題として指摘しているが、プロジェクト後半では、国内支援委員会以外の手段

（毎月の月報での情報共有、チーフアドバイザーとのスカイプ会議等）で、ある程度の情報

共有が達成されたため、委員会の開催は年 1 回のままとし、定例的な会合ではなく有益な意

見交換の場として機能している。なお、今年度（2015 年度）は 10 月のプロジェクト終了前に、

必要に応じ今年 2 回目の開催を検討しているところである。

（２）コミュニケーション

・ MTR 調査の提言に対応し、プロジェクト及び JICA はコミュニケーションについても、以下

のさまざまな方法を通じて大きく改善した。
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MTR 調査の提言 対応状況

プロジェクトの進捗に関して TV 会議

を通じて定期的に短期専門家とコミュ

ニケーションをとること。

・ ITC プロジェクトチーム（副学長・対象 3 学科長）

と JICA プロジェクトチーム（チーフアドバイザー・

長期専門家）で、テレビ会議システムを使用して

プロジェクト月例会議を実施している。

・ 対象 3 学科の教員と本邦支援大学教員との間では、

必要に応じて、スカイプを使った個々による連絡

会議が実施されている。

・ 産業機械工学科の学生実験手引書改訂と実験装置

制作を目的としたテレビ会議システムによる定期

会議を 2014年 3月から 12月までほぼ毎月実施した。

プロジェクト管理の強化、教育手法の

開発や適切な機材管理のための仕組み

（機材リスト、消耗品・付属品等の在

庫リスト、代理店との連絡経路の確立、

消耗品の補充に必要なコスト把握、定

期保守・点検の方法等）をつくるため

に、毎月あるいは隔月ごとに定期会合

をもつこと。

・ 対象 3 学科の学科会議が定期的に実施されており、

そのほかにもプロジェクト会議がほぼ毎月開催さ

れており、教育処方の開発や機材管理のために必

要な情報共有と意見交換が適宜行われている（付

属資料２の M/M に含まれる「合同評価報告書」の

ANNEX 13-1 ～ 13-4 参照）。

日本人専門家間のコミュニケーショ

ン・連携（特に学科を越えたコミュニ

ケーション・連携）は十分に円滑とは

いえないことから、JICA は定期的に関

係大学が集まる会合を開催するなどを

通じて、より密接なコミュニケーショ

ンを図ること。また各種資料の共有も、

各学科の代表者のみで共有するのでは

なく、関係者全員にいきわたるように

努めること。

・ 中間評価の左記指摘を受け、2014 年 4 月より毎月

月例報告書（和・英）を作成し、関係者に共有した。

・ 毎年、5 月に国内支援委員会を開催しており、JICA
本部、JICA カンボジア事務所、本邦支援大学をテ

レビ会議で結び、各分野の国内支援委員に活動報

告、情報と各種資料の共有、年度計画について協議、

意見交換を行っている。

（３）オーナーシップ

【高い】

・ MTR 調査の提言に対応したプロジェクト運営体制の改善に伴い、ITC 側の PDM の理解もよ

り明確になった。本終了時評価調査では、各学科並びに副学長により、PDM に即したプロ

ジェクト成果のプレゼンテーションが行われた。

・ C/P の配置は適切で、プロジェクト活動への参加状況もおおむね良好である。例えば、プロ

ジェクトの定例会議には、毎回、プロジェクトスーパーバイザーのノリス副学長と各学科

長を含め、7 ～ 8 名の出席を得ている。上述のとおり、コースワーク・シラバスの改訂並び

に機材の活用に関しては、各学科の教員とラボテクニシャンが既存の体制として機能してい

る。また、モデル講義や本邦研修後の成果共有も、定例会議や C/P によるプレゼンテーショ

ン・セッションを通じて実施している。
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・ 日本人専門家や学生によれば、C/P は授業等の業務量過多で忙しい状況でも、全般的に熱意

が高いことが確認されており、国内工学系教育のトップ校としての自覚も強く、オーナー

シップは高い（教員の業務量過多に係る教員待遇の問題については、第３章３－２「有効性」

で後述）。

・ 他方、教員が多忙であるため、プロジェクトの活動計画（本邦研修、支援大学教員出張）を

立てる際の調整が難しかったことが指摘される。
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第３章　評価５項目による評価結果

３－１　妥当性

プロジェクトの妥当性は高いと判断される。理由は以下のとおり。

（１）政策との整合性

本事業は、カンボジア並びに日本の政策と整合している。

・ 2013 年に制定された「四辺形戦略（Rectangular Strategy：RS）（フェーズ３）」では、工業

セクター部門の人材育成について、あらゆる面における質の向上を通じ、特に高等教育や

技術職業訓練の改革を行って公共部門と民間部門の積極的な連携を進め、市場の需要に応

える適切な技術を備えたエンジニア、テクニシャン、ワーカーを訓練していくことが、優

先課題のひとつとして明記されている。「四辺形戦略（フェーズ３）」を実行するために策

定された「国家戦略的開発計画（National Strategic Development Plan：NSDP）（2014-2018）」
は、2030 年までの高中所得国中進国入りをめざすとともに、2015 年の ASEAN 統合を踏

まえ、質の高い人材育成を掲げている。国家開発政策を受けて策定された「産業開発政策

（Industrial Development Policy：IDP）2014-2024」でも、産業人材育成の重要性を掲げており、

本事業の目標はこれら政策と合致している。

・ 最新の高等教育開発戦略文書である Policy on Higher Education Vision 2030（2014 年 4 月）

においては、基礎教育の発展を基礎に、昨今の経済構造、労働市場、地域及びグローバル

な統合環境を踏まえ、カンボジア政府は高等教育分野を見直し、「教育戦略計画（Education 
Strategic Plan：ESP）（2014-2018）」では、以前より高等教育の優先度をより高く設定し、

高等教育分野の新たな優先課題は、「四辺形戦略（フェーズ３）」の 4 つの柱の 1 つである

人材育成戦略に整合したものとなっていることが明記されている。よって、本事業は、現

教育セクターの政策に照らしても妥当性が高い。

・ 日本の対カンボジア国別援助方針（平成 24 年 4 月）では、「経済基盤の強化」を重点分野

の 1 つとし、開発課題「民間セクターの強化」のなかに「産業人材育成プログラム」が位

置づけられている。同プログラムは、主に、電気・電子、機械、鉱業分野において、今後

拡大が予想される製造業で必要とされる技術系人材（エンジニア、テクニシャン）及び中

間管理職を育成する体制の整備を支援し、人材不足の状態にある産業人材（技術系人材）

育成を通じて、貿易・投資環境の整備を図ることをめざしている。また、開発課題「民間

セクターの強化」のなかの「貿易・投資環境整備プログラム」では、カンボジア政府関係

機関の能力・機能強化を通じた投資及び貿易を促進や中小企業の振興をめざしており、産

業・貿易・投資振興とそのために必要な産業人材の育成の両方のアプローチから、カンボ

ジアの経済・社会開発に取り組むこととしている。よって、本事業は、日本の対カンボジ

ア支援政策とも整合している。

（２）必要性（ニーズ）

本事業は、カンボジアにおける人材育成ニーズにも合致している。

・ 電気・エネルギーや産業機械分野は、製造業を中心とした工業セクターの発展には欠か

せない分野である。特に、2015 年の ASEAN 統合を控え、今後も良好な経済成長を維持・
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発展させるためには、内需拡大による輸入品代替産業や裾野産業の発展を通じた産業構造

の多様化、国際競争力を有する高付加価値産業の創出・育成が急務となっており、質の高

いエンジニア育成に対するニーズがある。地球資源・地質工学についても、カンボジアに

おける同分野唯一の学科として 2012 年に開設されたもので、新規学科に対する強化ニー

ズがある
9
。

（３）手段の適切性

プロジェクトは対象校・学科の選定や、他支援との相乗効果も見据えた適切なデザインで

ある。

・ カンボジアの工学教育を支援するうえで、トップ校である ITC を支援することは極めて

妥当といえる。また、3 学科の選定も上記ニーズの観点から適切である。

・ 3 学科に対する外部支援は日本の支援が大きく、他ドナー支援とは補完関係にある。特

に、ARES 支援
10
による産学連携や機材維持管理の点で相乗効果が見込める。産学連携オ

フィス（University Industrial Linkage and Cooperation Office）は、2014 年よりベルギーの支

援を受けて、活動を活発化させている
11
。また、テクニカルサービスオフィスについても、

既述のとおり 2015 年 4 月より活動を開始している。なお、世界銀行（WB）の支援は、

ITC への競争的資金があるが期間は 2 年で、今年で終わる予定であり、ITC 設立時より主

要ドナーであった AUF（Agence Universitaire de la Francophonie）の参加は減少傾向にある。

・ 日本の他支援との相乗効果も高い。本事業は、事前評価時において AUN/SEED-Net プロ

ジェクトを補完し、相乗効果を発現するようにデザインされている
12
。3学科の教員の人材

育成面では、同プロジェクトを通して、日本をはじめ ASEAN 諸国で修士・博士の学位を

取得しており、国内支援大学の指導教員と ITC の教員の間にネットワークが形成されてい

る。また、本事業の短期専門家として、同プロジェクトメンバーの ASEAN の大学教員の

協力も得ている。現在は、学生の卒業後の進路としても、同プロジェクトの学位プログラ

ムが役立っている。機材整備面では、文化無償並びに一般無償を通じ施設機材のアップグ

9
　 ただし、カンボジアは資源国ではない。また、鉱物・石油関連のカンボジア企業はまだほとんどなく、外国企業では外国人技術

者を雇用している現状である。ITC では、労働市場の現状も考慮して、新規学科への入学を第 1 期生 32 人（昨年卒業）、2 期生

51 人（現 5 年生）、3 期生 48 人（現 4 年生）、5 期生 30 人（現 3 年生）とコントロールしている。ただし、資源関連は世界的に

重要な分野の 1 つということもあり、奨学金による海外留学も他の学科に比べて多く充実している。（ITC マネジメント、教員、

学生、日本人専門家、企業インタビュー、等）
10

　 ARES 支援全体概要：現在フェーズ 4（2014-2018）で、約 200 万 US ドル から 250 万 US ドルの予算。研究資金、土木、IT、食

品化学工学科対象の PhD 奨学金プログラム（ベルギーと ITC でのサンドイッチプログラム）、図書館、産学連携オフィスやテク

ニカルサービスオフィスの活性化など。
11

　 2013 年に設置された産学連携オフィスの活動は、ARES 支援をうけて 2014 年から活発化し、現在、Head（食品化学工学科の

PhD をもつ教員が兼務）、アシスタント 1 名の 2 名体制。達成目標指標のなかには、企業との連携研究件数や、企業との連携活

動から得た資金の一部を同オフィスの経常費用に回し、持続性を確保することなどが設定されている。なお、Head によれば、

同オフィスで企業との研究の橋渡し活動をしても、最終的には各学科で進めなければ連携研究実施に至らないため、企業との連

携研究件数といった現在の指標のままでは、達成見込みが薄いとの見解である。就職状況が良いことに加え、同オフィスへの理

解不足などから、学科からの支援を受けることがまだ難しく、教員は忙しくて企業と連携している時間がないとのことであった。
12

　 事前評価表には、「本プロジェクトにおいては、シラバス・実験指導書の改訂や教授法の改善と、実験用機材の供与と当該機材

の適切な活用方法の指導を行うが、これらの活動は AUN/SEED-Net プロジェクトの活動範囲に含まれないため、別途、本事業を

実施する必要がある。」とある。
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レードが行われており、本事業と連携している
13
。

３－２　有効性

有効性は高いと判断される。その理由は以下のとおり。

・ プロジェクト目標は、既述のとおりおおむね達成されている。カリキュラムやシラバスが改

訂され、実験・実習時間は大幅に増加している。本事業や、他の日本支援により整備された機

材を活用して改善されたコースワークが実践されており、日本及び ASEAN の専門家によりカ

ンボジア並びに日本国内において技術的なインプットを通じ、教育能力も向上した。これら

は、本事業によって達成されたものであり、有効性は高いと判断される。

・ プロジェクト目標達成の促進要因として、以下が挙げられる。

‐ 国内支援大学教員、JICA 専門家並びにインタビューした学生の意見を総合すると、対象 3
学科のほとんどの教員の授業に取り組む姿勢は真摯であり、忙しいなかでも高いモチベー

ションをもって取り組んでいることが挙げられる。また、学生のモチベーションが高いこと

も、国内支援大学教員、JICA 専門家のほぼ一致した意見である。

‐	既述のとおり、ARES、文化無償、一般無償、AUN/SEED-Net プロジェクトとの相乗効果が

確認されている。特に、AUN/SEED-Net プロジェクトを通じて 3 学科 ITC 教員の能力が強化

されていたことや、本邦支援大学教員とのネットワークが築かれていたことは、プロジェク

ト活動を効果的に実施するうえで貢献した。

・ 一方、教育の質に係る重要な課題として、人材の問題がある。授業時間に基づく時間給に起

因する教員の授業負担の大きさ（ただし、GEE など、それ程問題となっていない学科もみら

れる）、また、特に新規学科である GGG において、これまでの自分のバックグラウンドにか

んがみると専門外の科目を教員自身も現在勉強中という状況があり、プロジェクトの効果の発

現自体を妨げるものではないが、効果を最大化するうえでの阻害要因とみられる。

３－３　効率性

効率性については、いくつかの課題があり中程度と判断される。理由は以下のとおり。

・ 成果１～３の進捗は前半では遅延がみられたが、後半で加速し、日本、カンボジア双方のイ

ンプットを効率的に活用してほぼ達成された。

・ 効率性に係る課題として、以下が挙げられる。

‐	各学科 2、3 名程度が、これまで異動や留学等により訓練された人材（教員）の流出が起き

ている。移動先として、特に昨年から官庁への流出もみられる。補充のために新規教員採用

を行っているが、その結果、教育経験が少ない教員が多くなるなどの課題がある。また、ラ

ボテクニシャンの高い離職率も、効率性を阻害している。

‐	ITC 教員の熱意やコミットメントは高いものの、授業負担の大きさが、日本側インプットを

最大限生かすうえで阻害要因となっている。各教員の受け持ち授業の負担が大きく、研究活

動や産学連携を進めることも難しい現状がある。

‐	MTR でも指摘されたとおり、プロジェクトの初期の段階で、文化無償等により整備された

13
　 なお、事前評価時に想定された無償資金協力「人材育成奨学計画」（JDS プログラム）を活用し、3 学科教員を対象とした学位取

得を目的とした長期の研修実績はない。
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機材納入までのプロセスに非常に時間を要したことや、機材選定プロセスにおいて現地業者

情報や現地ニーズの把握が不十分であり、不可欠な機材のリスト漏れ、取扱説明書の不備・

不完といった問題が多かった。プロジェクト供与機材についても、長期専門家が派遣される

前に供与機材とその仕様が決まっていたが、オペレーションに不可欠な付属品やスペアがリ

ストから漏れていたために活用できないなど、適切な機材を効率よく導入するのに手間取っ

た。そのため、プロジェクトや ITC 教員がその対応に追われたことは、本事業の効率性を阻

害した。

‐	プロジェクト前半における組織的なプロジェクト運営体制の弱さや、適切なタイミングと期

間での短期専門家派遣の難しさといった点も、プロジェクト全体の効率性を下げた要因であ

る。

‐	プロジェクトでは、長期専門家（プロジェクト調整員）1 名のみの体制で、現地スタッフは

雇用されていないが、上記のような機材問題の対応に加え、短期専門家派遣準備も含む全般

的な業務量や、言語上の必要性（英語のみならずクメール語や仏語も必要）を考えると、プ

ロジェクト事務所における人的インプットが不足していた可能性がある。

３－４　インパクト

インパクト発現の見込みはある。いくつかの課題が改善されればより高くなると判断される。

理由は以下のとおり。

・ 既述のとおり、上位目標の達成見込みはある。産学連携オフィスでは、多くの活動を開始し

て産学連携活動も活発化してきており
14
、上位目標達成を促進することが期待できる。2015年2

月には、第 1 回産学連携コンソーシアム（日系企業 2 社を含む 25 社が参加）を開催し、企業

採用情報、就職支援活動、企業との共同研究等について情報共有や意見交換を行っている。

・ 正の波及効果として、カンボジアで GGG 分野における学会設置の動きも生まれていること、ロ

ボットコンテストといった課外活動も活発になっていること、また、本事業は基本的にエンジ

ニア育成のための 5 年制の学部を対象としているが、2 年制のテクニシャンプログラムにも裨

益することなどが確認されている。また、本事業クトを契機として、ITC と本邦支援大学・教員

との間に形成されたネットワークは、プロジェクト終了後も持続する有意義な財産といえる。

・ 有効性でも記述のとおり、教育の質に係る課題として、人材の問題がある。学科によっては、

時間給に起因する教員の授業負担が大きく、特に新規学科である GGG において、教員自身も

まだ十分に専門知識を取得しきれていないという状況がある。ITC 側が教員のための給与体系

や授業準備のために十分な時間を確保できるような環境を整えることができれば、インパクト

はより高くなると判断される。

14
　 主な活動実績は、ITC 教員による企業の職員研修、ITC ダイレクトリーの作成、企業の ITC 訪問、ITC スタッによる中小企業訪

問調査、産業連携コンソーシアムの設立等である。2014 年 1 月に Industry University Cooperation Meeting が開催されカンボジア

国内の日系製造業（日光金属社、ミネベア社）も含め 20 社以上の民間企業が会合に参加し、産学間の協力について協議が行われ、

2015 年 2 月 25 日の第 1 回 ITC-Industrial Consortium の会合開催となったもの。
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３－５　持続性

政策・制度面、技術面の持続性は高いが、組織・財政面でより一層の努力が必要と判断され

る。理由は以下のとおり。

（１）政策・制度面

・ 妥当性の項で既述のとおり、「教育開発戦略計画（2014-2018）」や「四辺形戦略（フェーズ３）」

等の政策において、高等教育は以前よりも優先度が高くなっており、カンボジアの工学教

育における主導的大学として ITC には果たすべき役割が期待されている。よって、政策・

制度面は持続性が高い。

・ また、現在、推進されている財政改革も含めた行政改革は、ITC の財政並びにマネジメン

ト上の独立性を確保するうえで促進要因となっている。

（２）組織面

・ ITC 並びに対象 3 学科とも、プロジェクト終了後もカンボジアのトップ校として独自に機

能していくとみられ、コースワークの改善や消耗品を含む機材の活用についても、既述の

とおり既存の学科レベルの制度が機能している。また、テクニカルサービスオフィスや産

学連携オフィスなどが、プロジェクトの効果を持続させるうえで資する活動を活発化させ

ているところでもある。

・ プログラムの改訂を含むアカデミックな質保証については、インターナショナル・コン

ソーシアムが機能している
15
。2015 年 3 月の会議でも、GEE と GIM のプログラム改訂や、

教授言語、大学院プログラム、産学連携などが議題として議論された。協議された計画

は、その後、6月の経営執行部会議（Chief Administrative：CA）会議で承認される手順となっ

ている。なお、同コンソーシアムは 5 年任期で、現任期が終了する 2018 年以降も継続が

見込まれている。2015 年 3 月のコンソーシアム会議資料並びに ITC のプレゼン資料は付

属資料６、７参照
16
。

・ ただし、人材管理（教員数・専門分野の教員不足、授業時間数と教員給与の連動など）は、

組織的な持続性の観点から課題である。教員の資質・能力向上のための FD 活動（授業内

容改善のためのワークショップや研修会等）の活発化、研究活動強化、大学の収入向上活

動を含む産学連携を促進するうえでのボトルネックともなっており、この点においては多

くの日本人専門家も憂慮している。特に人材については、他 2 学科と比較すると新設学科

である GGG の体制は脆弱であり、分野によっては現在担当教員が 1 名しかいないなどと

いう状況のなか、人材の流出があると大きなリスク要因となるため、留意が必要な状況で

ある。

15
　 年１回、加盟大学の代表者が集まり、ITC が提出した年次報告書に基づき、ITC の教育内容をレビューし、ITC に対する改善提

言を行っている。2015 年 3 月時点では、フランスを中心にベルギー、日本（九州大学、東京工業大学の 2 校）、タイ、ベトナム

の 16 大学が参加している。
16

　 2015年3月24日～25日にはMoEYSによる年次総会に相当するEducation Congressが、関係ドナーも含めて ITCで開催されており、

インターナショナル・コンソーシアムの会議も同会議中の 3 月 25 日～ 26 日に開催された。
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（３）財政面

・ 供与機材の維持管理や消耗品予算は、持続性の観点から課題である。MoEYS から ITC に

配布される維持管理予算は限られており、現在、各学科レベルの予算では、特に維持管理

項目はない。消耗品も、プロジェクト期間中はプロジェクトあるいは国内支援大学の支援

等によって支障がでるほど不足しないよう手当されているが、プロジェクト終了後の独自

の対策が必要である。小規模な維持管理については、学科内で対応してきているが、大規

模な維持管理については、通常、学科から大学に予算申請が行われる。

・ ITC 予算の 2012/13 ～ 2013/14 の推移をみると、増加しているがその幅は大きくなく、特

に運営予算に含まれている消耗品と修理の項目は減少傾向にある（2014/15 の実績と、

2015/16 の計画は、2015 年 6 月 17 日の Board of Meeting 後に公開予定）。なお、ITC の収入

は学費収入、MoEYS からの予算のほか、外国政府の奨学金等から構成されており、学費

収入の割合が多い。

表３－１　ITC 予算推移
（単位：1,000 リエル）

2012/13 2013/14 2014/15 2015/16

人件費 1 教員給与 821,229 904,730 2015 年 6 月 17 日 の

Board of Meeting 後に

公開予定
2 事務職員給与 177,274 197,095

3 その他 44,608 50,485

小　計 1,043,111 1,188,310

開発費 4 図書館、資料 3,443 6,522

5 訓練、奨学金 34,496 64,440

6 旅費 36,760 65,121

7 科学・連携 60,002 61,630

8 修士開設投資 91,508 75,433

9 施設設備、研究室備品、研究 55,641 46,797

小　計 271,840 319,943

運営費 10 備品、設備 34,898 41,700

11 消耗品 117,388 116,271

12 補修 52,659 48,217

13 水道光熱 161,055 164,843

14 その他 21,435 19,872

小　計 387,635 390,903

合　計 1,702,586 1,899,156
出典：ITC
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・ ただし、以下のような改善兆候も確認される。

‐年間修理予算 2 万ドルをもつテクニカルサービスオフィスが設置されたこと

‐	行財政改革の一環により、2016/2017 の予算申請は、従来と異なり各学科の要請と見積

もりに基づいて MoEYS に申請できることとなり、現在、予算申請準備中であること

‐	企業からの維持管理・修理費用の捻出につながる企業サービス活動の活発化が期待でき

ること

・  ITC マネジメント並びに教員へのインタビューによると、小規模な修理や消耗品の購入に

ついては、当面数年間は ITC 側で手当てすることが可能であるが、より大規模維持管理や

高スペック機材修理は課題とみている。現在は、修理を必要としない新しい機材について

も、定期メンテナンスに加え、今後は、特に保障期間以降、年限を経るなかで修理を必要

とする可能性は高くなってくる。また、高スペック機材については、カンボジア国内にお

ける部品調達や修理技術が限られるという問題がある。本事業の供与機材や文化無償機材

に加え、新たに整備された一般無償機材も含めると、必要な維持管理・消耗品予算はさら

に増加するとみられ、行政改革に基づく 2016/2017 以降の予算申請や、新規導入された機

材を活用した企業サービス活動を促進し、収入の増加対策が必要である
17
。

（４）技術面

・ ほとんどのプロジェクト活動（学生実験手引書のレビュー、モデル講義や本邦研修からの

学び、学科内への共有等）は、ITC 教員にとって通常業務の一環として実施してきている

ものであり、今後も、一定程度のレベルで技術的に自立して行えるものと見込まれる。

・ 機材維持管理についても、多くの品目については自分達で可能とみられる。ただし、一

部の高スペック機材については国内での修理は技術的に難しいものもあり、国外での修理

となると ITC 独自で十分な予算を確保できるかどうか、今後の課題である。

なお、国内支援大学教員による「プロジェクトの効果を高めるための方法及び方向性」につい

ての意見は以下のとおり。研究活動を行える体制と意識の向上や、プロジェクト終了後も国内支

援大学・教員と交流を継続すること、フォローアップを継続することなどが述べられている。

17
　 ITC マネジメント並びに 3 学科教員インタビューによると、testing service や企業向け研修実施等の企業サービスは、土木工学科

（GCI）ではみられるものの、全般的にはまだあまり実績はないとのことである。対象 3 学科では、施設・機材がアップグレード

されたことから、今後は企業サービスを促進して収入を増やし、機材維持管理や消耗品等の予算にも充当したいとのことであっ

た。なお、インタビューした企業では、現在は testing service を海外に委託しており、連携の可能性はある。
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国内支援大学教員のコメント

プロジェクトの効果を高めるための方法及び向性について

電気・エネルギー工学科（GEE）
・ ITC では、卒業研究の代わりとしてインターンシップを行っているが、次のステップとして、ITC で

卒業研究や修士教育を実施することを希望している。しかし、研究環境や研究テーマ設定などの問題

があると思われ、卒業研究を日本の大学との共同研究として実施することや研究テーマのレビューな

どのサポートが必要。

・ カンボジアに進出している企業の開発部門との連携、各種計測技術の普及啓蒙。

・ 今後は ITC 周囲のさまざまな環境（機材調達や、スペースの問題、産業界とのつながり等）を含めた社

会のなかでの ITC のあり方を更に重視したプロジェクトの方向性を見いだすことが必要になってくる。

・ 交流を継続し、学生を含めた相互の訪問／研修を企画するのも価値がある。

産業機械工学科（GIM）

・ 教員が若い分、能力がやや不足している教員がいる。自分たちの力で授業、学生実験の内容をきちん

と決め、必要な実験機器を自作できる程度までの実力を身に付けてほしい。

・ 途上国ではより実践的な知識や技術が求められていると思われるので、日本の職業訓練校のカリキュ

ラムが役に立つのではないか。現地の日本企業に機械部品などの素材を提供してもらい、専門学校と

大学の中間ぐらいの実践的な内容を教えるようにした方が、受講生たちには役に立つのではないか。

・ 現地で必要な技術・教授法を開発する体制を構築する必要がある。日本で教えている内容がそのまま

現地で有益な場合もあれば、現地で問題になっていることを現地にある技術で解決する方法を探る必

要もあると思われる。重要なことは継続して支援していくことで、関係が途切れてしまわないために

も、さまざまなチャンネル（例えば AUN/SEED-Net など）を通じて ITC を支援していく必要がある。

・ 現地教員は自身のアルバイト等にも多忙なようであり、日本と教員事情がかなり異なっているように

思われる。この点、教育により一層専念する環境の整備が必要なように思う。

・ ITC の教員のロードが大きすぎて教育の改善等に避ける時間があまり多くないような印象を受ける。

・ 今回導入した機器を維持していくための体制を確立することが最も重要。ITC 側によるメンテナンス、

トラブルシューティングの技術の獲得と、補充物品の入手方法の確立が必要。

・ 今後の ITC は、まずは実用性の高い工学的技術と知識を身に付けた、エンジニアとして優秀な人材の

輩出に注力すべきではないか。それを通じて、工学を背景とする人材の裾野が広がったのちに、カン

ボジアのトップ大学として、研究などの創造的な分野に向かえばよいのではないか。

・ 機械加工の設備、技術の向上が必要。

地球資源・地質工学科（GGG）

・ ITCはカンボジアの理系代表高等教育機関ということをもっと自覚し、専門教育の質向上をもっと図っ

ていく必要がある。そのためには、学生に多大な労力を強いている仏語教育の軽減や、高学年での実

践研究教育などもできるような体制づくりが急務。

・ 大学院教育の充実のための方策としては、社会的なニーズから見直す必要がある。まだ、修士卒が就

職に有利のような状況ができていない。

・ ITC のプレゼンスを高める手段、例えば学会活動の中心的役割、産官学プロジェクトの推進などを積

極的に進める必要もある。

・ 物理探査に関して言えば、ITC では理論を実際に試して学べる環境にはない。

・ 学科に適正な科目体系を構築し、それに応じた適切な教育体制（自大学で教育するのか、他大学から

教育を受けるのか、通常の講義なのか、集中講義なのか、e-learning を活用するのか）を検討すること

が必要。

・ GGG は非常に若い学科であり、かつ、近年の急激な開発の中で卒業生に求められることが日々変わ

り予測しにくく、中・長期的な安定性に課題が残っている。プロジェクト終了後も日本の大学と ITC
教員の共同研究などを通じて、連携を継続しながら、教育改善に取り組めればよい。

・ ITC の研究費は極めて少なく、ほとんど研究に取り掛かれない状況とのことであるが、大学の教育は

研究との両輪であり、ある程度先端的な研究をしていないと深みのある内容の授業はできない。授業

だけでなく、研究も重要である、義務として研究もすることが不可欠である、という意識づけも ITC
にとって重要。そのための予算獲得への努力あるいは援助、及び日本側大学との共同研究の推進、そ

のための日本への短期招聘が有効。

出典：質問票調査
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３－６　効果発現に貢献した要因

３－６－１　計画内容に関すること

・ ARES をはじめとする他ドナー支援や、AUN/SEED-Net プロジェクト、文化無償、一般無償

等の日本の支援と補完関係にあり、相乗効果をもたらしていること。

３－６－２　実施プロセスに関すること

・ 技術的専門性をもったプロジェクト調整員が長期専門家として ITC に派遣され、プロジェク

ト活動の効果的・効率的な実施を促進できたこと。

・ ITC での教育の質を担保する目的でフランス、ベルギーのドナーが中心となって設立された

インターナショナル・コンソーシアムが、プロジェクト目標である教育の質の向上を確保す

るうえで有効な場となっていること（現在では、本事業のチーフアドバイザー、国内支援委

員会委員長もコンソーシアムのメンバーである）。

・ C/P や学生が熱心でモチベーションが高いこと。

・ MTR 調査で課題を特定し、関係者で共有したことにより、プロジェクト後半においてプロ

ジェクト運営体制やコミュニケーションが大幅に改善されたこと。

３－７　問題点及び問題を惹起した要因

３－７－１　計画内容に関すること

・ 長期専門家が派遣される前に供与機材とその仕様が決まっていたが、これは機材の納入時期

を早めるという意味でプラスの面もあったが、プロジェクト前半では幾つかの機材について

は、オペレーションに不可欠な付属品やスペアがリストから漏れていたために活用できず、

プロジェクトで対応する必要が生じたこと。また、GGG に対しては文化無償で機材供与が

行われたが、不可欠な機材のリスト漏れ、取扱説明書の不備・不完といった問題が多く、プ

ロジェクトで対応に追われ、機材活用が遅れたこと。

３－７－２　実施プロセスに関すること

・ 教員の業務量の多さやラボテクニシャンの離職、専門外の科目を教えなければならない授業

分担など人材管理に係る問題があった。

・ プロジェクト前半における組織的なプロジェクト運営体制の弱さ、特に GGG は新規の学科

ということもあり教員への十分な指導時間を確保すべきであったが、短期専門家（本邦教員）

は所属大学での通常業務との兼ね合いがあり長期間現地に滞在することは難しく、適切なタ

イミングに派遣することも難しかった。

・ C/P が、留学など他の活動のためにプロジェクトの活動（本邦研修、機材設置等）をキャン

セルしたり、時期変更をしなければならなかったこと。
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第４章　結論と提言及び教訓

４－１　結　論

プロジェクトでは、より実験・実習を重視することを通じて ITC の対象 3 学科の教育の質が改

善され、目標はほぼ達成された。

成果１については、実験・実習の時間の増加、それぞれの機材に対する学生数の減少、100％
の学生実験手引書ドラフトの完成を確認し、達成された（一部今後達成する）と判断した。成果

２については、本邦教員によるモデル講義と本邦研修での成果が学科内で他の教員へも共有さ

れ、ほぼ達成されている。一方、改善された教授法の実際の授業への適用については、進展中で

ある。成果３については、機材の状態や活用状況について定期的な調査が行われている。実施プ

ロセスについては、MTR 調査ののち、活動、技術移転、能力向上について、プロジェクト・マ

ネジメントとともに大きく進展したことを確認した。

５項目評価の観点からは、プロジェクトの妥当性、有効性、インパクトは高く、効率性につい

ては中程度と判断された。持続性については組織面、財政面から懸念があることが確認されてい

る。教育の質の改善や研究活動、産学連携活動の促進については、教員への高い業務負荷や給与

制度、インセンティブ不在の問題が残る限りは今後の発展が難しいことが予想される。機材の活

用や維持のための予算はプロジェクトが終了したのちも、確実に確保されなければならない。

本事業終了時までにプロジェクト目標は十分達成される見込みであることから、本事業につ

いて延長はない。他方、ITC 学長から支援の要望があった研究室中心教育（LBE）については、

ITC での実践的な教育を更に進めるうえで有効と考えられるが、LBE の実施は研究活動が前提と

なり、教員に研究のインセンティブがない現在の ITC の制度では、本格的な実施が困難であるこ

とが考えられる。まずは、国別研修等で本邦大学や JICA が支援した他国の大学での LBE の実施

状況を学び、ITC への適用の検討を支援することが適当と考えられる。その他、今後の JICA に

よる ITC への支援としては、AUN/SEED-Net プロジェクトの更なる活用（留学、研究、産学連携

等）、今年 10 月から開始される地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）を通

じて、連携を継続することとする。

４－２　提　言

（１）改定されたコースワークのモニタリング

１）プロジェクト

・ 日本人専門家は、プロジェクト終了までに、シラバスを通じて改定されたコースワーク

の内容について最終確認を行う。

・ すべての必要な学生実験手引書は作成された。日本人専門家はプロジェクト終了までに

レビューを行う。

（２）教育の質の改善

１）プロジェクト

・ 日本人専門家によるモデル講義と本邦研修における成果は各学科において他の教員にも

共有されている。教育の質の改善を確認し、必要なフォローアップを行うため、日本人

専門家は授業参観を実施し、授業のなかで機材が効果的に使用されているか確認する。
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２）ITC
・ 教員による教育の質の改善への努力を更に促進するため、また教員のモチベーションを

高めるため、ITC は教員の業績や努力に対して表彰する、また報酬を与えるなど、イン

センティブを付与することを検討する。プロフェッサーシップの早期導入も教員の意欲

を高めるために強く望まれる。さらに、授業時間に基づく現在の給与体系を見直すこと

も推奨される。

・ 懸念材料の 1 つは教員が ITC に定着しないことである。ITC は、教員のモチベーション

を効果的に向上させ、教員に教育の専門家としての責任について意識を高めさせること

が重要である。

（３）機材の維持管理

１）ITC
・ ITC は MoEYS へ予算要求し、産業界との連携を促進するための具体的なメカニズムを

構築することで、機材の維持管理のために十分な予算を確保する。

・ 対象 3 学科、テクニカルサービスオフィス、ITC マネジメントは、機材維持のためにそ

れぞれの責任を遂行する。ITC は新しく設置されたテクニカルサービスオフィスの能力

を更に高めるとともに、機材の適切な活用と管理に重要な役割を担う研究室所属のラボ

テクニシャンが ITC に定着するよう、必要な対策を講じる。

２）JICA
・ プロジェクトの持続性を考慮し、JICA は機材維持管理も含め ITC の教育能力向上に特

化した本邦研修を実施する。

（４）産学連携

１）ITC
・ ITC はセミナーの実施、企業との共同研究の開始、テスティングサービスや計測コンサ

ルティングサービス、また企業から講師を招くなど、さまざまな形態で産学連携活動を

更に促進する。

・ ITC は公共セクターともさまざまなかたちで連携を進める。

２）JICA
・ JICA は専門家を派遣し、課題を明確にしたうえで産業界との連携促進のための対応策

を提言することで、ITC の産学連携活動強化のための取り組みを支援する。

（５）企業からの学生評価

１）プロジェクト

・ 上位目標の達成度を測定すべく、指標設定時に企業からの学生評価についてモニタリン

グを実施する予定としているが、現在のところモニタリングは行われていない。学生が

インターンを終了した際に企業からインターンに対して評価はなされているが、その評

価は本事業向けに作成されたものではないため、フォーマットの改訂等を行い、モニタ

リングを行う必要がある。
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４－３　教　訓

・ プロジェクトの初期の段階で、文化無償等により整備された機材納入までのプロセスに非常

に時間を要した。また、機材選定プロセスにおいて現地業者情報や現地ニーズの把握が不十分

であり、不可欠な機材のリスト漏れ、取扱説明書の不備といった問題が多かった。プロジェク

ト供与機材についても、長期専門家が派遣される前に供与機材とその仕様が決まっていたが、

オペレーションに不可欠な付属品やスペアがリストから漏れていたために活用できないなど、

適切な機材を効率よく導入するのに手間取った。そのため、プロジェクトや ITC 教員がその対

応に追われた。

・ MTR の提言を受け、月報やスカイプ会議等を通じてプロジェクト間のコミュニケーションが

更に頻繁に行われるようになったが、PDM に基づいたプロジェクト全体としての進捗や目標

達成状況の確認が関係者間で確実に行われるべきであった。

・ プロジェクト開始前にベースライン調査を実施するべきだった。PDM に基づき、コースワー

ク全体における実験・実習の比率（成果指標 1.1.）、学生による満足度（プロジェクト目標１）、

企業によるインターン学生（第 5 学年）への評価（上位目標指標）について、プロジェクト開

始前のデータがなかったため、本終了時評価調査の際に、活用することができなかった。

・ プロジェクト運営体制については、プロジェクト開始段階から体制を十分に整える必要が

あった。MTR 以降、国内支援大学からの短期専門家の数が増え、体制が厚くなったことは大

きな改善であったが、他方、本来、プロジェクト開始時から体制を整えることが重要で、その

ためには、プロジェクトのコンセプトの説明共有、体制を整える時間も含めた活動スケジュー

ル、人的インプット計画も目標に合わせたものにする必要があった。
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第５章　団員による調査結果・所感

５－１　団長調査結果・所感

JICA 人間開発部高等技術教育チーム　課長　上田　大輔

2013 年に実施した中間レビュー（MTR）調査以降、より多くの本邦教員が現地へ派遣され、

Model Teaching（新規機材を活用した実験実習の指導方法、新しい専門科目の知識、教授法）を

通じて ITC の若手教員へ指導いただいた結果、個々の教員のキャパシティが格段に高まった。

授業では、実験・実習が実施されるようになり、教員は新たな科目を教えられるようになった。

また、実験機材についても本技プロ及び無償資金協力を通じて適切な機材が対象 3 学科に導入

され、現在では若手教員や担当部署が維持管理を担っている。今回の終了時評価調査では、プ

ロジェクトを通じて、これまでの座学中心の教育から、ITC により実践的な教育を行う基盤が確

立されたことを確認した。教員による教授法の改善により、ITC 学生の学習意欲も高まっている

ようである。ITC として、教員へのインセンティブ体系の見直し、更なる産学連携の強化に向

けた取り組みなど、今回確認された課題への対応も意識しながら、4 年にわたり支援を続けてき

た今回のプロジェクトの成果を生かすかたちで、今後も取り組みを続ける意向が示されている。

JICA においても、同取り組みの動向を注視しつつ、ITC の更なる発展に必要とされる支援につ

き検討を行う予定である。

東京工業大学高田教授（チーフアドバイザー）、九州大学渡邊教授（国内支援委員長）をはじ

めとする本邦支援大学の先生方の献身的な協力に、深く感謝の意を表したい。

５－２　工学教育／国内支援委員長調査結果・所感

九州大学大学院工学研究院地球資源システム工学部門　教授　渡邊　公一郎

評価活動内容については、評価チームの報告書を超える内容は特にはないが、私が関わった部

分で、ITC の将来について関わることを書き記しておきたい。カンボジアの歴史や国情もあろう

が、ASEAN 統合に向けた動きを想定すると、理工系カンボジアトップ大学としての ITC の役割

を見据えた提言が有益であろう。今回は、6 月 12 日の最終評価会に MoEYS の Youk NGOY 次官

が議長として出席したこともあり、特に、教授制度について意見を述べた。カンボジアに理工系

分野の教授が皆無であることは異常な状況だと思う。ASEAN 内のライバル国といえば、ベトナ

ムやミャンマーと思われるが（フィリピンは上、ラオスは下との判断）、カンボジアの高等教育

への投資はそれらの国には及んでいない。カンボジアの教授制度は極めて未熟なので、政治家の

私的介入が障壁となっている。例えば政治的地位を利用して教授にしろ、という類である。それ

らを避けるために、MoEYS では簡単には教授を承認できないそうである。Youk NGOY 次官の話

では、きちんとした教授制度が必要なことは、MoEYS も分かっているが、慎重に準備を進めて

いるとのことであった。私の持論では、実績のない政治家が仮に教授の称号を得ても、社会的に

尊敬に値しなければ、笑いものになるだけでいずれ失墜すると思われるので、勝手にならせてお

けばいいと思っている。それよりも、しっかりとした実績と実力のある教授ポストを ITC が中心

となってつくりながら、彼らがカンボジアの高等教育をリードしていくという環境をつくれば、

おのずと社会が、そして海外がその状況を認めていくと考える。

本事業による地球資源・地質工学科（GGG）への教育研究用機材は既にすべて導入されている。

今回の訪問時に、試料処理室の岩石切断装置、研磨装置の確認を行った。さらに、Ｘ線回折装置
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と蛍光 X 線分析装置の設置状況の確認、それらの装置の使用のための説明書や関連備品の確認

を行ったが、十分な時間はなかった。流体包有物均質化温度測定装置だけが、まだ使用できる状

況にない。これについては九州大学の Tindel博士を 7月中に ITCに派遣し、装置のセッティング、

標準物質を用いたカリブレーション、若手スタッフへの装置管理の指導を行ってもらう予定なの

で、日程調整などについても相談した。また、同学科の若手教員と 7 月下旬から 9 月にかけての

九州大学での研修の詳細について協議を行った。また、Kim Bun 博士とは、カンボジアで最初と

なる材料・資源工学会（仮称）の設立に関する打合せを行った。

GGG は最も若い学科であり、教員も教育の経験が不足しているか未熟な者が多い。そのため、

他の学科の教員が実施している授業時間と同じ時間の教育は困難と感じられた点は、前回、前々

回と同じ印象である。若手教員は、現状をどうやって改善するかなどの議論が非常に熱心で新

鮮である。私の印象では 7 割程度は、カリキュラムに沿った講義が対応できるようになっている

が、残り 3 割程度はまだ極めて不十分ではないかと思っている。客員教員を使いながら若手教員

の講義量を高めるのに、少なくともあと 3 年は必要ではないかと感じる。

新しい分析装置群は極めて優れており、若手研究員は大方それらを動かす能力を身に付けてき

たと思う。簡単なメンテナンスも何とかなると思われる。しかし、問題はそれらの装置を苦労し

て動かすインセンティブであろう。現在の ITC ルールでは、ITC の装置を使って外部企業などか

らの委託により得られた収入の 40％が ITC にオーバーヘッドとして分配され、残りが実施学科

に配分される。さらにこの一部が実際の分析担当者に支払われる。九州大学における私の研究室

の例だと、50％がメンテナンスのため、研究室予算に組み込まれ、残りの 50％が分析を行った

学生にバイト代として支払われる。その程度のインセンティブがないと、担当者がいないのであ

る。今回の評価会議でもその点について ITC 側への現状の説明と改善を求めた。

AUN/SEED-Net プロジェクトを含めると 12 年ほど ITC に関わってきた。本事業に先立って始

まった ITC の文化無償資金協力を皮切りに、引き続き「カンボジア工科大学教育能力向上プロ

ジェクト」に加わってほぼ 5 年が経過した。この間に、GGG を対象として、同学科のシラバス・

実験指導書の改訂、教授法の改善、実験用機材の適切な活用方法の指導等を行うとともに、国内

支援大学における本事業支援教員の依頼交渉をはじめ、機材の選定に関するアドバイス、学会設

立の提案、新規研究費獲得のための戦略等、さまざまなレベルで ITC の若手教員と関わってき

た。それらの支援活動を通していつも脳裏をよぎるのは、この国が経験した未曾有の悲惨な歴史

と、新たな国づくりに挑戦する若者たちのひたむきな姿であった。若い ITC 教員に接するたび

に、自分は何かをせずにはおられない。自分の時間や能力には限界があるが、そのなかでできる

ことをしてきたつもりである。

われわれの役目は、若者たちの自律を支援することであるから、過剰な支援を慎むことを忘れ

てはならない。ITC 教員の依存体質の芽を育ててはならない。そのようなことに気をつけながら

本事業に関わり、いつの間にか 5 年が経過した。この間に、新しい建物が建ち、多くの最新の研

究教育設備が導入され、大学の景色が当初想像したよりも変わったと思う。しかし、5 年間でで

きることには、やはり限界がある。もう少し、若い ITC 教員の後押しが必要なのは間違いない。

これから何ができるかを再度考え直してみたい。

本事業を通して多くの出会いがあった。チーフアドバイザーの高田先生や支援大学の先生方、

そして JICA 関係者の皆さんから学ぶことが多かった。特に、Romny OM 学長の熱意と洞察力に

は何度も感服させられた。ITC 教員一人ひとりとの親交も自分にとっての財産である。ITC の 10
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年後の輝かしい姿を想像しながら、本事業支援に関わったものの一人として、ITC の発展を見

守っていきたい。
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Project Design Matrix (PDM) 
 
 
 
  Project Title: The Project for Educational Capacity Development of Institute of Technology of Cambodia (ITC)ی
 ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᕤ⛉Ꮫᩍ⫱⬟ຊྥୖࢪ࣎ࣥ࢝
  Cooperation Period: 4 years (October 2011 to October 2015)ی
4 ᖺ㛫（2011 ᖺ 10 ᭶㹼2015 ᖺ 10 ᭶） 
 Target Group: Academic staff of three target Departments of ITC (Electrical and Energy Engineering, Industrial and Mechanical Engineering, and Geo-resources andی
Geotechnical Engineering)  
ITC ᑐ㇟ 3 Ꮫ⛉ࡢᩍဨ 

Revised on Aug., 2015      
Narrative Summary Objectively Verifiable Indicators Means of verification Important 

Assumptions 
 (Overall Goal) 
Graduates with stronger practical skills are developed by the target 
departments of ITC.  
 
㇟ᑐࡢᕤ⛉Ꮫࢪ࣎ࣥ࢝ 3 Ꮫ⛉ࡢ༞ᴗ⏕ࡀᐇ⏝ⓗ࣭ ᐇ㊶ⓗ⬟ຊࢆ㌟

 ࠋࡿࡅ

The ITC interns are highly evaluated by the companies 
which receives them.  
 

➨）࣮ࣥࢱࣥࡢᕤ⛉Ꮫࢪ࣎ࣥ࢝ � Ꮫᖺ）ࡅཷࡀ

ධࢀᴗࡽ㧗ࡃホ౯ࠋࡿࢀࡉ 

Survey results on companies’ evaluation on the 
ITC interns   
 

ࡍ㛵⏕࣮ࣥࢱࣥࡢࡽᴗࢀධࡅཷ

 ㄪᰝ⤖ᯝࡿ

Trained 
academic staff 
stay with ITC 
カ⦎ࡓࢀࡉ

ᩍဨࡀ ITC

ᐃ╔ࠋࡿࡍ 
 (Project Purpose) 
The quality of education is improved with more emphasis on practices and 
experiments at the target departments of ITC as a leading university. 
 
㇟ᑐࡢᕤ⛉Ꮫࢪ࡚࣎ࣥ࢝ࡋὶᏛ୍ࡢࢪ࣎ࣥ࢝ 3 Ꮫ⛉࠾

ࡀ㉁ࡢ⫱ᩍ（Ꮫ㒊）࡚ࡌ㏻ࢆࡇࡿࡍ㔜どࢆ⩦ᐇ㦂࣭ᐇࡾࡼࠊ࡚࠸

ᨵၿࠋࡿࢀࡉ 

1. The rate of satisfaction of the fifth-year students 
increases.  
➨ � Ꮫᖺ（᭱⤊Ꮫᖺ）ࡢᏛᩍ⫱ࡢ‶㊊ᗘࡀ

 ࠋࡿࡍୖྥ
2. The evaluation on the quality of education given by 

the Japanese experts improves.  
᪥ᮏேᑓ㛛ᐙࡿࡼᩍ⫱ࡢ㉁ࡢ࡚࠸ࡘホ౯ࡀ

ᨵၿࠋࡿࢀࡉ 
3. The information on equipment is updated in each 

semester, and necessary consumable supplies and 
materials are prepared.  
ᶵᮦሗࡈ࣮ࢱࢫ࣓ࢭࡀ☜ㄆࠊࢀࡉᚲせ

 ࠋࡿࢀࡉࡽ᫂ࡀ➼ᾘ⪖ရࡿࢀࡉ

1. Evaluation results by the fifth-year 
students 
➨ �ᏛᖺࡢᏛ⏕ࡿࡼ‶㊊ᗘㄪᰝ⤖ᯝ

 
2. Evaluation results by the Japanese experts

᪥ᮏேᑓ㛛ᐙࡿࡼホ౯⤖ᯝ 
 
3. Records of the surveys on equipment and 

consumable supplies and materials  
ᶵᮦࡸᾘ⪖ရ㛵ࡿࡍㄪᰝグ㘓 
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（Outputs）（ᡂᯝ） 
1. Coursework in the target departments is improved with more 

practices and experiments. 
  

㇟ᑐࡢᕤ⛉Ꮫࢪ࣎ࣥ࢝ 3 Ꮫ⛉ࡾࡼࡀࢡ࣮࣡ࢫ࣮ࢥࠊ࡚࠸࠾

ᐇ㦂࣭ᐇ⩦㔜Ⅼࡢࡶࡓ࠸⨨ࢆᨵၿࠋࡿࢀࡉ 

1.1. The ratio of practices and experiments to lectures in 
coursework increases.  
 ࡀ⋠ẚࡢ⩦ᐇ㦂࣭ᐇ࡚࠸࠾ࢡ࣮࣡ࢫ࣮ࢥ
ᣑࠋࡿࡍ 

1.2. The number of students per equipment decreases. 
୍ᶵᮦࡢࡾࡓ࠶Ꮫ⏕ᩘࡀῶᑡࠋࡿࡍ 

1.3. 100 % of the subjects in which new equipment is 
installed is improved with more practices and 
experiments. 
᪂つᶵᮦࡀᑟධࡓࢀࡉ࡚࡚࠸࠾┠⛉ࡢᐇ

㦂࣭ᐇ⩦ࡀቑຍࠋࡿࢀࡉ 
1.4. 100 % of the student laboratory manuals for the 

above improved subjects is drafted. 
ୖグ࡚࡚࠸࠾┠⛉ࡢᏛ⏕ᐇ㦂ᡭᘬ᭩ࡀసᡂ

 ࠋࡿࢀࡉ

1.1 Survey results on the ratio of practice and 
experiments to lectures in each syllabus in 
the target departments 
ᑐ㇟Ꮫ⛉ࡢࢫࣂࣛࢩࠊ࡚࠸࠾୰࡛ㅮ

ࡿࡍ㛵⋠ẚࡢ⩦ᐇ㦂࣭ᐇࡿࡍᑐ⩏

ㄪᰝ⤖ᯝ 
1.2 Survey results on the number of students 

per equipment 
୍ᶵᮦࡢࡾࡓ࠶Ꮫ⏕ᩘ㛵ࡿࡍㄪᰝ⤖

ᯝ 
1.3 List of the subjects with more practices 

and experiments in the target departments
ᑐ㇟Ꮫ⛉ࡿࡅ࠾ᐇ㦂࣭ᐇ⩦㛫ࡀቑ

ຍࢺࢫࣜࡢ┠⛉ࡓࡋ 
1.4 List of the revised students laboratory 

manuals in the target departments  
ᑐ㇟Ꮫ⛉ࡿࡅ࠾ᨵゞࡓࢀࡉᏛ⏕ᐇ㦂

ᡭᘬ᭩ࢺࢫࣜࡢ 

 
 
 

2. Teaching method of academic staff is enhanced to conduct 
practice-oriented education.  

 
ᩍဨࡢᩍᤵἲࡀᐇ㊶ࢆ㔜どࡢࡶࡓࡋᙉࠋࡿࢀࡉ 

2.1. Model teaching conducted by the Japanese and/or 
ASEAN country experts are shared and applied to their 
teaching among the teaching staff of the target 
departments. 
᪥ᮏேཬࡢࣥࢭࡧᑓ㛛ᐙࣝࢹࣔࡿࡼㅮ⩏ࡀ

ᑐ㇟ 3 Ꮫ⛉ࡢᩍဨඹ᭷ࠊࢀࡉᙼࡢࡽㅮ⩏ᛂ⏝

 ࠋࡿࢀࡉ
2.2. The lessons learned from the knowledge and skills of 

the training participants in Japan are shared with the 
other members of the target departments. 
ᮏ㑥◊ಟཧຍࡓࡋ◊ಟဨࡀ◊ಟ࡛Ꮫࢆࡇࡔࢇ

㇟ᑐᖐᅜᚋࢪ࣎ࣥ࢝ 3 Ꮫ⛉ࡢࡢᩍဨඹ᭷

 ࠋࡿࢀࡉ

2.1 Records of the sharing and applying 
activities of the model teaching given by 
Japanese and/or ASEAN country experts 
᪥ᮏேཬࡢࣥࢭࡧᑓ㛛ᐙࡿࡼ

グ㘓ࡢάືࡢ⏝ᛂࠊඹ᭷ࡢ⩏ㅮࣝࢹࣔ
 
2.2 Records of the sharing and applying 

activities of the lessons learned in the 
target departments 
ᑐ㇟Ꮫ⛉࡚࠸࠾◊ಟဨࡀᏛࡇࡔࢇ

 グ㘓ࡢάືࡢ⏝ᛂࡸඹ᭷ࡢ

 

3. Equipment for experiments is properly utilized for practice and 
experiment.  
 
ᐇ㦂ᶵᮦࠊࡀᐇ㦂࣭ᐇ⩦࡚࠸࠾㐺ษά⏝ࠋࡿࢀࡉ 

 

3.1 The survey on the conditions and utilization of the 
equipment and consumable supplies and materials is 
implemented by each department in each semester.  
ᶵᮦ≧ἣࠊά⏝≧ἣࠊᾘ⪖ရࡸᒓရࡢ࡞ㄪᰝ

ࢀࡉᐇࡈ࣮ࢱࢫ࣓ࢭ࡚࠸࠾⛉ᑐ㇟3Ꮫࡀ

 ࠋࡿ

3.1 List of regulations for utilization of 
equipment in each three department 
ᑐ㇟ 3Ꮫ⛉࡚࠸࠾ᶵᮦࡢά⏝㛵ࡿࡍ

つ๎ࢺࢫࣜࡢ 
3.2 Survey results on the conditions of 

equipment and consumable supplies and 
materials in each three department.  
ᑐ㇟ 3 Ꮫ⛉ࡿࡅ࠾ᶵᮦࡸᾘ⪖ရࡢ

≧ἣࡢㄪᰝ⤖ᯝ 
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（Activities）（άື） 
0. Conduct periodical survey of satisfaction of companies received ITC 

interns, of satisfaction of the fifth-year students, and of satisfaction on 
the quality of education in the target departments. 
➨）⏕࣮ࣥࢱࣥࠊ㊊ᗘ‶ࡢᴗࡿࢀධࡅཷࢆ⏕࣮ࣥࢱࣥ 5 Ꮫ

ᖺ）ࡢ‶㊊ᗘࠊᩍ⫱ࡢ㉁㛵ࡿࡍᑐ㇟Ꮫ⛉ࡢ‶㊊ᗘࠊ࡚࠸ࡘᐃ

ᮇⓗㄪᰝࠋ࠺⾜ࢆ  
1-1. Set up a taskforce in each department for the revision of coursework. 

 ࠋࡿࡍ⨨タࢆࢫ࣮࢛ࣇࢡࢫࢱࡵࡓࡢᨵᐃࡢࢡ࣮࣡ࢫ࣮ࢥ
1-2. Review and revise coursework and student laboratory manuals for 

practices and experiments. 
ᐇ㦂࣭ᐇ⩦ࡸࢡ࣮࣡ࢫ࣮ࢥࡢࡵࡓࡢᏛ⏕ᐇ㦂ᡭᘬ᭩ࡋ࣮ࣗࣅࣞࢆ

ᨵゞࠋࡿࡍ 
1-3. Conduct a periodical review on the implementation of the revised 

coursework and student laboratory manuals for practices and 
experiments by the taskforce in each department and Japanese experts. 
ᨵゞࡸࢡ࣮࣡ࢫ࣮ࢥࡓࢀࡉᐇ㦂࣭ᐇ⩦ࡢࡵࡓࡢᏛ⏕ᐇ㦂ᡭᘬ᭩ࡢ

ᐇ≧ἣࡢࢀࡒࢀࡑࠊ࡚࠸ࡘᏛ⛉᪥ᮏேᑓ㛛ᐙࡢ㛫ࢡࢫࢱࡢ

 ࠋ࠺⾜ࢆ࣮ࣗࣅࣞ࡞ᐃᮇⓗࡀࢫ࣮࢛ࣇ
2-1. Train academic staff by model teaching by Japanese and/or ASEAN 

country experts. 
   ᪥ᮏேࡢࣥࢭࡧࡼ࠾ᑓ㛛ᐙࣝࢹࣔࡿࡼㅮ⩏ࠊࡾࡼᩍဨࢆ

カ⦎ࠋࡿࡍ 
2-2. Train academic staff by guidance on research methodology by Japanese 

and/or ASEAN country experts 
  ᪥ᮏேࡢࣥࢭࡧࡼ࠾ᑓ㛛ᐙࡿࡼ◊✲᪉ἲࡢᣦᑟࠊࡾࡼᩍ

ဨࢆカ⦎ࠋࡿࡍ 
2-3. Conduct sharing activities of model teaching and lessons learnt of the 

training in Japan and discuss how to apply to their teaching among 
academic staff.   

᪉ࡢ⏝ᛂࡢᏛ⛉ෆ࡛ࠊࡋඹ᭷ࢆᡂᯝࡢᮏ㑥◊ಟ⩏ㅮࣝࢹࣔ  

 ࠋࡿࡍ㆟ㄽ࡚࠸ࡘ
3-1. Organize a taskforce in each department for utilization of equipment. 
  ᶵᮦࡢά⏝ྛࠊࡵࡓࡢᏛ⛉ࢆࢫ࣮࢛ࣇࢡࢫࢱタ⨨ࠋࡿࡍ 
3-2. Develop a regulation for utilization of equipment. 
  ᶵᮦࡢά⏝ࠊࡵࡓࡢつ๎ࢆసᡂࠋࡿࡍ 
3-3. Conduct surveys on the conditions and the utilization of equipment, 

consumable supplies and materials in each semester by the taskforce 
and Japanese experts. 

࢛ࣇࢡࢫࢱ࡚࠸ࡘ⏝άࡸἣ≦ࡢᾘ⪖ရࡸᶵᮦẖ࣮ࢱࢫ࣓ࢭ  

 ࠋ࠺⾜ࢆㄪᰝࡀ᪥ᮏேᑓ㛛ᐙࢫ࣮

Inputs   
1. JICA 
a) Long-term or short-term Experts: Chief Advisor and Project Coordinator 

㛗ᮇᑓ㛛ᐙཪࡣ▷ᮇᑓ㛛ᐙ: ࠊ࣮ࢨࣂࢻࣇ࣮ࢳᴗົㄪᩚဨ  
b) Short-term Experts: Three to four experts per department per year from Japan and/or ASEAN 

country 
▷ᮇᑓ㛛ᐙ: ᪥ᮏࡾࡼࣥࢭᏛ⛉ࡈᖺ 3-4  ᑓ㛛ᐙࡢྡ

c) Provision of equipment 
ᶵᮦ౪ 

d) Short-term training of academic staff in Japan: three to four staff per department per year 
ᩍဨࡢᮏ㑥◊ಟ� Ꮫ⛉ࡈᖺ ���  ᩍဨࡢྡ

 
2. Cambodia 
e) Assignment of necessary administrative and academic staff for implementation of the Project 

 ⨨㓄ࡢᩍဨົせဨ࡞ᚲせࡵࡓࡢᐇࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ
f) Provision of office space for experts 

ᑓ㛛ᐙᇳົࡢࢫ࣮࣌ࢫᥦ౪ 
g) Provision of maintenance costs of facilities and equipment 

タᩚഛ㈝ 
h) Provision of running expenses for the implementation of the Project 

 ㈝㐠Ⴀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

Preconditions 
 
Needs for the 
engineering 
fields do not 
change 
drastically. 
ᕤᏛศ㔝

ࡀࢬ࣮ࢽࡢ

ࡃࡁኚࢃ

 ࠋ࠸࡞ࡽ
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Project Design Matrix (PDM)                                             ANNEX 1-1 

 
Project Title: The Project for Educational Capacity Development of Institute of Technology of Cambodia (ITC) 
Duration: Four years  
Target Group㸸Academic staff of three target Departments of ITC (Electrical and Energy Engineering, Industrial and Mechanical Engineering, and Geo-resources and Geotechnical Engineering) 
                                                       

Narrative Summary Objectively Verifiable Indicators Means of verification Important 
Assumptions 

 (Overall Goal) 
Graduates with stronger practical skills are developed by the target 
departments of ITC.  
 

 
1. 70% of employers of ITC graduates consider 

graduates after the Project have stronger practical 
skills than those before the Project. 

 
 Questionnaire/Interview 

with employers in public and 
private sectors 

 

 (Project Purpose) 
The quality of education is improved with more emphasis on practice and 
experiments at the target departments of ITC as a leading university. 
 

1. Evaluation committee to be established for the Project 
assesses the quality of education is improved with 
more emphasis on practice and experiments.  

 Result of evaluation by the 
evaluation committee for the 
Project 

 Trained 
academic 
staff stay 
with ITC 

（Outputs） 1.1. Ratio of practice and experiments in curriculum 
increases. 

1.2. Number of students per equipment decreases. 
1.3. Number of revised syllabus 
1.4. Number of revised instruction for practices and 

experiments 

 Record of each Department 
of ITC 

 

 
 1. Syllabus for course works is improved with more practice and 

experiments. 

2. Teaching method of academic staff is enhanced to conduct 
practice-oriented education.  

2.1. All heads of the departments consider capacity of 
academic staff is enhanced to conduct practice-oriented 
education. 
2.2. Faculty Development activity is regularly conducted. 
 

 Record of each Department 
of ITC  

 Questionnaire/Interview to 
heads of departments 

 Record of faculty 
development activity 

3. Equipment for experiments is properly utilized for practice and experiment. 
 

3.1. Regulation for utilization of equipment is developed. 
3.2. Periodical review is conducted by the taskforce. 

 Record of each Department 
of ITC, Reports from 
taskforce on periodical 
review 

（Activities） 
1-1. Set up a taskforce for syllabus revision. 
1-2. Review and revise syllabus and instruction for practices and experiments.
1-3. Conduct a periodical review on the implementation of the revised
syllabus and instruction for practices and experiments. 
2-1. Train academic staff by model teaching by Japanese and/or ASEAN
country experts. 
2-2. Train academic staff by joint research activities with Japanese and/or 
ASEAN country experts. 
2-3. Conduct Faculty Development activities to share good practices in 
teaching among academic staff 
3-1. Set up a taskforce for utilization of equipment. 
3-2. Develop a regulation for utilization of equipment. 
3-3. Conduct a periodical review on utilization of equipment by the taskforce.

Inputs   
1. JICA 

a) Long-term Experts: Chief Advisor and Project Coordinator 
b) Short-term Experts: Three to four experts per department per year from Japan and/or ASEAN
country 
c) Provision of equipment 
d) Short-term training of academic staff in Japan: three to four staff per department per year 
 
2. Cambodia 
a) Assignment of necessary administrative and academic staff for implementation of the 

Project  
b) Provision of office space for experts 
c) Provision of maintenance costs of facilities and equipment 
d) Provision of running expenses for the implementation of the Project 

Preconditions 
 
 Needs for the 

engineering 
fields do not 
change 
drastically. 
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Project Design Matrix (PDM) 
Project Title: The Project for Educational Capacity Development of Institute of Technology of Cambodia (ITC) 
Duration: Four years  
Target Group㸸Academic staff of three target Departments of ITC (Electrical and Energy Engineering, Industrial and Mechanical Engineering, and Geo-resources and Geotechnical 
Engineering)                                                          

Revised on Dec. 5, 2013          
Narrative Summary Objectively Verifiable Indicators Means of verification Important 

Assumptions 
 (Overall Goal) 
Graduates with stronger practical skills are developed by the target 
departments of ITC.  
 

The ITC interns are highly evaluated by the 
companies which receives them.  
 
 

Survey results on companies’ evaluation 
on the ITC interns   

 

 (Project Purpose) 
The quality of education is improved with more emphasis on 
practices and experiments at the target departments of ITC as a 
leading university. 
 
 

1. The rate of satisfaction of the fifth-year 
students increases.  

2. The evaluation on the quality of education 
given by the Japanese experts improves.  

3. The information on equipment is updated in 
each semester, and necessary consumable 
supplies and materials are prepared.  

1. Survey results on the fifth-year 
students’ performance 

2. Evaluation results by the Japanese 
experts 

3. Records of the surveys on equipment 
and consumable supplies and 
materials  

 Trained 
academic 
staff stay 
with ITC 

（Outputs） 1.1 The ratio of practices and experiments to 
lectures in coursework increases.  

1.2. The number of students per equipment 
decreases. 

1.3. 100 % of the subjects in which new equipment 
is installed is improved with more practices and 
experiments. 

1.4. 100 % of the student laboratory manuals for the 
above improved subjects is drafted. 
 

1.1 Survey results on the ratio of practice 
and experiments to lectures in each 
syllabus in the target departments 

1.2 Survey results on the number of 
students per equipment 

1.3 List of the subjects with more 
practices and experiments in the 
target departments 

1.4 List of the revised students laboratory 
manuals in the target departments  

 
 
 

1. Coursework in the target departments is improved with more 
practices and experiments. 

 

2. Teaching method of academic staff is enhanced to conduct 
practice-oriented education.  

 
 

2.1 Model teaching conducted by the Japanese and/or 
ASEAN country experts are shared and applied to 
their teaching among the teaching staff of the target 
departments.  
 
2.2 The lessons learned from the knowledge and skills
of the training participants in Japan are shared with
the other members of the target departments. 

2.1 Records of the sharing and applying 
activities of the model teaching given by 
Japanese and/or ASEAN country experts 
 
 
2.2 Records of the sharing and applying 
activities of the lessons learned in the 
target departments 
 

ANNEX 1-2 
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3. Equipment for experiments is properly utilized for practice and 
experiment.  
 

3. The survey on the conditions and utilization of the 
equipment and consumable supplies and materials is 
implemented by each department in each semester.  

3.1 List of regulations for utilization of 
equipment in each three department 
3.2 Survey results on the conditions of 
equipment and consumable supplies and 
materials in each three department.  

（Activities） 
 
0. Conduct periodical survey of satisfaction of companies received 

ITC interns, of satisfaction of the fifth-year students, and of 
satisfaction on the quality of education in the target departments.

 
1-1. Set up a taskforce in each department for the revision of 

coursework. 
1-2. Review and revise coursework and student laboratory manuals 

for practices and experiments. 
1-3. Conduct a periodical review on the implementation of the 

revised coursework and student laboratory manuals for practices 
and experiments by the taskforce in each department and 
Japanese experts.  
 

2-1. Train academic staff by model teaching by Japanese and/or 
ASEAN country experts. 

2-2. Train academic staff by guidance on research methodology by 
Japanese and/or ASEAN country experts 

2-3. Conduct sharing activities of model teaching and lessons learnt 
of the training in Japan and discuss how to apply to their teaching 
among academic staff.   

 
3-1. Organize a taskforce in each department for utilization of 

equipment. 
3-2. Develop a regulation for utilization of equipment. 
3-3. Conduct surveys on the conditions and the utilization of 

equipment, consumable supplies and materials in each semester 
by the taskforce and Japanese experts. 

Inputs   
1. JICA 
a) Long-term or short-term Experts: Chief Advisor and Project Coordinator 
b) Short-term Experts: Three to four experts per department per year from Japan and/or 

ASEAN country 
c) Provision of equipment 
d) Short-term training of academic staff in Japan: three to four staff per department per year 

 
2. Cambodia 
e) Assignment of necessary administrative and academic staff for implementation of the Project 
f) Provision of office space for experts 
g) Provision of maintenance costs of facilities and equipment 
h) Provision of running expenses for the implementation of the Project 

Preconditions 
 
 Needs for 

the 
engineerin
g fields do 
not 
change 
drastically
. 
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ホ౯ࢻࢵࣜࢢ㸸ࢪ࣎ࣥ࢝ࠕᕤ⛉Ꮫᩍ⫱⬟ຊྥୖࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⤊ホ౯ 
Evaluation Grid: Terminal Evaluation on The Project for Educational Capacity Development of Institute of Technology of Cambodia (ITC)       

 

Evaluation Grid (Implementation Process) - 1 
 

 EvalXation Grid (Implementation Process)  

As of 1 June 2015 

Implementation Process 
Question Items 

Necessary Information/Data Sources Data Collection Methods 
Main Sub 

Progress of 
activities 

࣭ Have project activities been carried out as 
planned? 

࣭ If not, what are such activities and why? 
࣭ What are the contributing/hampering factors? 

࣭ PO  
࣭ Accomplishment of Activities 
࣭ Contributing/hampering factors and how to cope with them  
 

PO, Project reports, 
Expert, C/Ps 

Document review 
Questionnaire/interview 

Technical transfer ࣭ Have the methods of technical transfer been 
appropriate? 

࣭ Any problems of the methods of technical 
transfer? 

࣭ Has technical expertise been transferred to 
C/Ps, and what is the status of the progress? 

࣭ Methods, contents, levels, adjustments of technical transfer 
࣭ Progress of technical transfer 
࣭ How far the problems identified in MTR have been solved with 

regards to the timing and duration of fielding short-term experts
 

Project reports, 
Expert, C/Ps 

Document review 
Questionnaire/interview 

Project 
management 
 

࣭ Has the project management system been 
appropriate? 

 

࣭ Project management structure (e.g. JCC), including monitoring, 
decision making process (e.g. modification of plans, 
staff/budget allocation etc.)  

Project reports, 
Expert, C/Ps 

Document review 
Questionnaire/interview 

࣭ Management functions of JICA Country Office and HQs Project reports, 
Expert, C/Ps 

Document review 
Questionnaire/interview 

࣭ Communications among C/Ps, Project personnel,  JICA, 
relevant development partners 

࣭ How far the problems identified in MTR have been solved with 
regards to communication among the Japanese experts, between 
them and C/Ps, and the frequencies of Japanese support 
committee meeting (annual). 

Project reports, 
Expert, C/Ps 

Document review 
Questionnaire/interview 

Ownership 
 

࣭ Have C/Ps been assigned appropriately? 
 

࣭ Status of allocation of C/Ps (numbers, posts/responsibilities, 
timing of assignment) 

Project reports, 
Expert, C/Ps 

Document review 
Questionnaire/interview 

࣭ Do C/P and related organizations and personnel 
have a good understanding and the sense of 
ownership about the Project? 

࣭ Have C/P and related organizations performed 
their expected responsibilities? 

࣭ Degree of participation of C/Ps  (e.g. frequencies and 
participating members of meetings, events, activities, contents 
of discussions, etc.), sense of ownership 

࣭ Degree of performing their responsibilities  
 

Project reports, 
Expert, C/Ps 

Document review 
Questionnaire/interview 
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Evaluation Grid: Terminal Evaluation on The Project for Educational Capacity Development of Institute of Technology of Cambodia (ITC)       

 

Evaluation Grid (Five Evaluation Criteria) - 1 
 

 Evaluation Grid (Evaluation based on the Five Evaluation Criteria) 

As of 1 June 2015 

 Evaluation based on the Five Evaluation Criteria 
Criteria Main 

Question 
Sub Question Necessary Information/Data Sources 

Data Collection 
Methods 

(1) 
Relevance 

 
 

Priority Is the project 
consistent with the 
policies in 
Cambodia ? 

• Rectangular Strategy: RS (Phase 3) 
• National Strategic Development Plan: NSDP) (2014-2018) 
• Education Strategic Plan 2014-2018 

Ex-ante evaluation 
reports, R/D, Expert, 
C/Ps 

Document review 
Questionnaire/inter
view 

Is the Project 
consistent with the 
Japanese ODA 
policy? 
 

• Consistency with the country assistance strategy for Cambodia (April 2012)  
 

Ex-ante evaluation 
reports, R/D , JICA 
plan for 
country-specific 
program 
implementation 

Document review 
Questionnaire/inter
view 

Necessity Is the Project in line 
with the needs of the 
target groups? 

• Reconfirmation of the needs of ITC and the 3 target departments and industries in 
Cambodia 

 

Ex-ante evaluation 
reports, R/D , Project 
reports, Expert, C/Ps, 
students 

Document review 
Questionnaire/inter
view 

Appropriate
ness as 
means 

Has the project 
strategy been 
appropriate?  

Appropriateness of the project strategy in terms of the following? 
࣭ Selection of the target departments (GEE, GIM, GGG) 
࣭ Status of coordination, linkages and synergy effects with assistances from other 

development partners (WB, AUF, ARES) 
࣭ Status of coordination, linkages and synergy effects with other Japanese assistances 

(cultural grant aid, general grant aid, Seed-Net)  

Ex-ante evaluation 
reports, R/D , Project 
reports, Expert, C/Ps, 
Industriesࠊ 

Document review 
Questionnaire/inter
view 

Does Japan have a 
technical advantage? 
(whether Japan has a 
good 
experience/know-how 
in the areas to be 
utilized) 

• Status of utilizing Japanese technical expertise for technical assistance. 
• Whether relevant experiences of the similar projects have been effectively utilized 
 
 

Project reports, Expert Document review 
Questionnaire/inter
view 

  Have there been any 
changes in the project 
environment (policies, 

• Information on any changes Project reports, 
Expert, C/Ps 

Document review 
Questionnaire/inter
view 

ANNEX 2-2 

－
69

－



ホ౯ࢻࢵࣜࢢ㸸ࢪ࣎ࣥ࢝ࠕᕤ⛉Ꮫᩍ⫱⬟ຊྥୖࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⤊ホ౯ 
Evaluation Grid: Terminal Evaluation on The Project for Educational Capacity Development of Institute of Technology of Cambodia (ITC)       

 

Evaluation Grid (Five Evaluation Criteria) - 2 
 

Criteria Main 
Question 

Sub Question Necessary Information/Data Sources 
Data Collection 

Methods 
economy, social etc.) 
since MTR was 
conducted other than 
the above? 

(2) 
Effectivene

ss 
 

Achievemen
t of the 
Project 
Purpose 
(prospects) 

Is the Project Purpose 
likely to be achieved?
 

Project Purpose: The quality of education is improved with more emphasis on practices and 
experiments at the target departments of ITC as a leading university. 
• Actual and prospect of achieving Project Purpose  
• Any mechanism created to regularly monitor the improvement of quality of education as 

pointed out in MTR 
• Status of accreditation  

See Achievements of 
the Project, 
Implementation 
process, Project 
reports, Expert, C/Ps, 

Document review 
Questionnaire/inter
view  

Are there any 
hampering factors in 
achieving the Project 
Purpose ? 

• Information on limited time for C/P to possibly devote to project activities due to heavy 
workload including engagement with activities of other DPs (WB, AUF, ARES) and other 
commitments etc.  

• Any other factors  

See Implementation 
process 
Project reports, 
Expert, C/Ps 

Document review 
Questionnaire/inter
view 

Are there any 
promoting factors in 
achieving the Project 
Purpose 

• Any promoting factors   

Causal 
relationships 
(Contributio
n of Outputs 
to achieving 
Project 
Purpose) 

Whether Project 
Purpose is to be 
achieved as a result of 
Outputs.(Whether the 
Outputs in the PDM 
are sufficient enough 
to achieve the Project 
Purpose.) 

• Verification of logics between Project Purpose and Outputs 
• Actual and prospect of achievement of Project Purpose and Outputs 
 

PDM 
See Achievements of 
the Project  
 

Document review 
Questionnaire/inter
view  

Are the important 
assumptions set out in 
the PDM likely to be 
fulfilled ? 

Important Assumptions: not provided in PDM 
• Information on any risks  
 

See (1) Relevance Document review 
Questionnaire/inter
view 

(3) 
Efficiency 

 

Achievemen
t level of 
Outputs 

Have the Outputs 
been produced as 
planned?  

• Achievements of Outputs 
  

See Achievements of 
the Project, 
Implementation 
process 

Document review 
Questionnaire/inter
view  
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Evaluation Grid (Five Evaluation Criteria) - 3 
 

Criteria Main 
Question 

Sub Question Necessary Information/Data Sources 
Data Collection 

Methods 
Have there been any 
hampering factors in 
producing the 
Outputs ? 

• Information on hampering factors See Achievements of 
the Project, 
Implementation 
process 

Document review 
Questionnaire/inter
view 

Causal 
relationship

Have the activities 
been appropriate for 
producing the 
Outputs ? 

• Verification of logic of PDM 
• Actual achievements of inputs, activities, Outputs, and prospect of Project Purpose 

PDM 
See Achievements of 
the Project, 
Implementation 
process  

Document review 
Questionnaire/inter
view  

Are the important 
assumptions have any 
influence? 

• Size of transfer/resignation of trained academic staff and any effect on the Project  
Important Assumptions 
Trained academic staff stay with ITC 

Project reports, 
Expert, C/Ps  

Document review 
Questionnaire/inter
view 

Quantity, 
quality and 
timing of 
inputs 
 

Have inputs from 
Japan and Cambodia 
been appropriate in 
terms of quantity, 
quality and timing? 

• Appropriateness of Japanese Inputs in terms of quantity, quality and timing, and any 
problems and how to cope with them 

• Appropriateness of Cambodian Inputs in terms of quantity, quality and timing, and any 
problems and how to cope with them 

See Achievements of 
the Project and 
Implementation 
process 

Document review 
Questionnaire/inter
view  
 

 Cost 
efficiency 
 
 

Are there any 
measurement to 
enhance cost 
efficiency? 

• Any evidence to reduce the costs and increase efficiency of the Project (e.g. utilization of 
existing resources, cooperation with relevant support from other DPs etc.) 

  

(4)  
Impact 
(prospect) 

Prospect of 
achievement 
of  Overall 
Goal 
  

Is Overall Goal likely 
to be achieved 
(whether it can be 
assessed at ex-post 
evaluation)? 

Overall Goal: Graduates with stronger practical skills are developed by the target departments 
of ITC.  
• Actual and prospect of achieving Overall Goal 
 

See Achievements of 
the Project 
Project reports, 
Expert, C/Ps, 
Industries 

Document review 
Questionnaire/inter
view 

Are there any 
hampering factors in 
achieving Overall 
Goal? 

• Information on hampering factors 
 

Project reports, 
Expert, C/Ps, students 

Document review 
Questionnaire/inter
view 

Are there any 
contributing factors in 
achieving Overall 
Goal? 

• Information on Industry-University Linkage activities (Industry-University Cooperation 
Meeting, ITC-industrial Consortium, etc.) 

 

Project reports, 
Expert, C/Ps, 
Industries 
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Evaluation Grid (Five Evaluation Criteria) - 4 
 

Criteria Main 
Question 

Sub Question Necessary Information/Data Sources 
Data Collection 

Methods 
Causal 
relationship

Is Project Purpose 
contributing to the 
likely achievement of 
Overall Goal? 

• Verification of logic of PDM PDM Document review 
Questionnaire/inter
view 
 

Are the important 
assumptions on the 
achievement of 
Overall Goal still 
valid, and are they 
likely to be fulfilled ?

Important Assumption: ປാᕷሙࡢᕤᏛ⣔ேᮦᑐࡀࢬ࣮ࢽࡿࡍࡃࡁኚ࠸࡞ࡋ

（PDM グ㍕₃ࢀ） 
• Prospect of the important assumption to be fulfilled 

Project reports, 
Expert, C/Ps  

Document review 
Questionnaire/inter
view 

Ripple 
effects  

Are there any ripple 
effects envisaged 
other than the Overall 
Goal, and any 
measures being taken 
for mitigating 
negative effects if 
they are? 

• Any positive unplanned effects including linkages with Japanese companies moving into 
Cambodia (Industry University Cooperation Meeting, ITC-Industrial Consortium)  

• Any negative unplanned effects 
 

Project reports, 
Expert, C/Ps,  

Document review 
Questionnaire/inter
view 

(5) 
Sustainabil
ity 
(Prospect) 

Policy and 
institutional 
environment

Are relevant national 
policies/institutional 
settings likely to 
continue favorably? 

 

• Information on relevant national policy/institutional settings  
• Information on future position of ITC and any Higher Education/ITC development plans 
• Information on functions of international consortium 

See (1) Relevance 
Project reports, 
Expert, C/Ps, 

Document review 
Questionnaire/inter
view 

Organizatio
nal and 
financial 
aspects 
 

Are the ITC and the 3 
target departments 
likely to be able to 
independently 
function after the 
project ends  

• Information on organizational commitment/sense of ownership including human 
resources ,and so forth 

• Information on roles and mechanism of International Consortium for ITC’s development at 
present and in the future 

• Information on prospect of modification of programs (e.g. introducing new curriculum of 
GEE (3 divisions) and other programs), languages, graduate programs, industrial linkages, 
and likely impact on the present and post Project environment. 

• Status of function at Industry-University Office created in the beginning of 2015, and 
technical service center staffed with 2 persons. 

Project reports, 
Expert, C/Ps  

Document review 
Questionnaire/inter
view 

Have C/Ps 
organizations 

• Prospects for budget allocation including recurrent costs including maintenance of facilities 
and equipment as well as consumable supplies, and whether Cambodian side can bear all 

Project reports, 
Expert, C/Ps  

Document review 
Questionnaire/inter
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Evaluation Grid (Five Evaluation Criteria) - 5 
 

Criteria Main 
Question 

Sub Question Necessary Information/Data Sources 
Data Collection 

Methods 
undertaken measures 
to secure sufficient 
funds for 
continuing/scaling-up 
the project outputs 
and effects? 

the expenses after the project (First, budget items to be incurred to ITC needs to be 
identified) 

• Prospects for necessary maintenance and operational budgets for facilities and equipment 
provided by the general grant aid.  

 

view 

 Technical 
aspect 

Can C/Ps be 
technically 
independent to 
continue/scale-up the 
project outputs and 
effects after the 
Project? 

• Degree of capacity developed in C/Ps personnel in terms of the following: 
- Continuing regular FD  
- Regularly updating syllabus and student lab manuals 
- Regularly conduct maintenance of facilities and equipment 
- Regularly prepare budget proposals including consumable supplies 
-  Teaching using facilities and equipment enhance by the Project 
- Conducting survey on and compiling the results of the companies’ evaluation on the 

ITC inters 
- Any other aspects 

Project reports, 
Expert, C/Ps 

Document review 
Questionnaire/inter
view 
Discussion 
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ANNEX 3 
List of E[perts from -apan and A6EAN &ountries 

�)rom 2ctoEer ��11 to Ma\ ��1�� 
 

1� Long 7erm E[pert 
No� Name Designation� E[pertise Assignment 3eriod 
1 Mr. +iroshi 

I:ADATE 
/ong Term E[pert on 
Project Coordinator 

6 Feb. 2012 t 5 Feb. 2014 (24 M/M)

2 
 

Mr. .oji 
SA:ADA 

/ong Term E[pert on 
Project Coordinator 

29 Jan. 2014 t 11 Oct. 2015 
(29 Jan. 2014 t 31 May. 2015 (16.1M/M)) 

7otal �long-term� � persons� ���1 M�M 
 

�� 6Kort 7erm E[pert 
No� Name Designation� E[pertise Assignment 3eriod 
&Kief AdYisor �1 person� 7otal 3� M�D�
1 Dr. Jun-ichi 

TA.ADA 
(Tokyo 
Institute of 
technology) 

Short Term E[pert on 
Chief Advisor 

30 Mar. 2012 - 04 Apr. 2012 (6 M/D)
03 Sep. 2012 - 08 Sep. 2012 (6 M/D) 
04 Dec. 2012 - 05 Dec. 20,12 (2 M/D) 
26 Mar. 2013 - 29 Mar. 2013 (4 M/D) 
02 Dec. 2013 - 05 Dec. 2013 (4 M/D) 
26 Mar. 2014 - 01 Apr. 2014 (7 M/D) 
18 Dec. 2014 - 20 Dec. 2014 (3 M/D) 
24 Mar. 3015 - 27 Mar. 2015 (4 M/D) 
 

E[pert on Electrical and Energ\ Engineering �1� persons� �3 M�D�  
2 
 

Dr. Shinichi 
I:AMOTO 
(:ASEDA 
Univ.) 

Short Term. E[pert on
Electrical and Energy 
Engineering 

12 Jun. 2013 - 16 Jun. 2013 (5 M/D)
25 Nov. 2014 - 29 Nov. 2014 (5 M/D) 
 

3 
 

Dr. Tadahiro 
GODA 
(Doshisha 
Univ.) 

Short Term. E[pert on 
Electrical and Energy 
Engineering 

12 Jun. 2013 - 15 Jun. 2013 (4 M/D)

4 
 

Dr. .iyomichi 
ARA.I (Tokyo 
Institute of 
technology) 

Short Term. E[pert on 
Electrical and Energy 
Engineering 

04 Dec. 2013 - 07 Dec. 2013 (4 M/D)
12 Jan. 2014 - 16 Jan. 2014 (5 M/D) 
04 May. 2014 - 09 May. 2014 (6 M/D) 

5 Dr. Takahiro 
AOYAGI 
(Tokyo 
Institute of 
technology) 

Short Term. E[pert on 
Electrical and Energy 
Engineering 

08 Jan. 2014 - 14 Jan. 2014 (7 M/D)
 

6 Dr. .enji IBA 
(Meisei 
University) 

Short Term. E[pert on 
Electrical and Energy 
Engineering 

25 Nov. 2014 - 29 Nov. 2014 (5 M/D)

7 Dr. Nobuhiko 
SUGINO 

Short Term. E[pert on 
Electrical and Energy 
Engineering 

15 Dec. 2014 - 18 Dec. 2014 (4 M/D)

8 Dr. +ideaki 
FUJITA 
(Tokyo 

Short Term. E[pert on 
Electrical and Energy 
Engineering 

23 Feb. 2015 - 27 Feb. 2015 (5 M/D)
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Institute of 
technology) 

9 Mr. Naoki 
:AS+IYAMA 
(Tokyo 
Institute of 
technology) 

Short Term. E[pert on 
Electrical and Energy 
Engineering 

22 Feb. 2015 - 28 Feb. 2015 (7 M/D)

10 
 

Dr.Monai 
.RAIRI.S+ 
(.ing 
Mongkut
s 
Institute of 
Technology 
/adkrabang) 

Short Term. E[pert on 
Electrical and Energy 
Engineering 

25 Nov. 2013 - 28 Nov. 2013 (2 M/D)
 

11 Dr. Joel 
Marciano Jr. 
(University of 
the 
Philippine) 

Short Term. E[pert on 
Electrical and Energy 
Engineering 

20 Jul. 2014 t 23 Jul. 2014 (4 M/D)

E[pert on *eo-resources and *eotecKnical Engineering �13 persons� 111M�D� 
12 Dr. .oichiro 

:ATANABE 
(.yushu 
Univ.) 

Short Term. E[pert on
Geo-resources and 
Geotechnical Engineering

26 Mar. 2013 -29 Mar. 2013 (4 M/D)
26 Mar. 2013 -29 Mar. 2013 (4 M/D) 
20 May 2013 - 23 May 2013 (4 M/D) 
26 Mar. 2014 - 28 Mar. 2014 (3 M/D) 
24 Mar. 3015 t 27 Mar. 2015 (4 M/D) 
 

13 Dr. +ideki 
S+IMADA 
(.yushu 
Univ.) 

Short Term. E[pert on 
Geo-resources and 
Geotechnical Engineering

30 Mar. 2012 - 03 Apr. 2012 (5 M/D)

14 Dr. .yuro  
SASA.I 
(.yushu 
Univ.) 

Short Term. E[pert on 
Geo-resources and 
Geotechnical Engineering

15 May. 2012 - 19 May. 2012 (5 M/D)
2 Mar. 2015 - 6 Mar. 2015 (5 M/D) 

15 Dr. +ideki 
MI=UNAGA 
(.yushu 
Univ.) 

Short Term. E[pert on 
Geo-resources and 
Geotechnical Engineering

10 Mar. 2013 - 16 Mar. 2013 (7 M/D)

16 Dr. Yasuhiro 
YAMADA 
(.yoto Univ.) 

Short Term. E[pert on 
Geo-resources and 
Geotechnical Engineering

03 Jun. 2013 - 07 Jun. 2013 (5 M/D)

17 Dr. Mayumi 
ITO 
(+okkaido 
Univ.) 

Short Term. E[pert on 
Geo-resources and 
Geotechnical Engineering

26 Mar. 2104 - 02 Apr. 2014 (8 M/D)
15 Dec. 2014 - 19 Dec. 2014 (5 M/D) 
 

18 Dr. Tetsuya 
NA.ANIS+I 
(.yushu 
Univ.) 

Short Term. E[pert on 
Geo-resources and 
Geotechnical Engineering

10 Nov. 2014 - 14 Nov. 2014 (5 M/D)

19  Dr. +iroyuki 
TANA.A 
(+okkaido 
Univ.) 

Short Term. E[pert on 
Geo-resources and 
Geotechnical Engineering

10 Nov. 2014 - 22 Nov. 2014 (13 M/D)

20 Dr. Takeshi 
TSUJI 

Short Term. E[pert on 
Geo-resources and 

24 Nov. 2014 t 28 Nov. 2014 (5 M/D)
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(.yushu 
Univ.) 

Geotechnical Engineering

21  Dr. Tsutomu 
SATO 
(+okkaido 
Univ.) 

Short Term. E[pert on 
Geo-resources and 
Geotechnical Engineering

15 Dec. 2014 t 19 Dec. 2014 (5 M/D)

22  Dr. Toshihumi 
IGARAS+I 
(+okkaido 
Univ.) 

Short Term. E[pert on 
Geo-resources and 
Geotechnical Engineering

06 May. 2015 t 09 May. 2015 (4 M/D)

23 Dr. Salahuddin 
+usein 
(Universitas 
Gadjah Mada) 

Short Term. E[pert on 
Geo-resources and 
Geotechnical Engineering

23 Jun. 2013 - 29 Jun. 2013 (7 M/D)
04 May. 2014 - 11 May. 2014 (8 M/D) 
 

24 Dr. Peet 
+OMC+UEN 
(Chulalongkorn
Univ.) 

Short Term. E[pert on 
Geo-resources and 
Geotechnical Engineering

09 Mar. 2015 t 13 Mar. 2015 (5 M/D)
 

E[perts on ,ndustrial and MecKanical Engineering �1� persons� 111 M�D� 
25 Dr. .enji 

AMAYA 
(Tokyo 
Institute of 
technology) 

Short Term E[pert on
Industrial and Mechanical 
Engineering 

30 Mar. 2012 - 03 Apr. 2012 (5 M/D)
03 Mar. 2014 t 06 Mar. 2014 (4 M/D) 
 

26 Dr. Yoshihiro 
MI=UTANI 
(Tokyo 
Institute of 
technology) 

Short Term E[pert on 
Industrial and Mechanical 
Engineering 

30 Mar. 2012 - 04 Apr. 2012 (6 M/D)
16 Mar. 2013 -23 Mar. 2013 (8 M/D) 
24 Nov. 2013 -26 Nov. 2013 (3 M/D) 
05 Oct. 2014 t 14 Oct. 2014 (10 M/D) 
 
 

27 Dr. Takemi 
C+I.A+ISA 
(+okkaido 
Univ.) 

Short Term E[pert on 
Industrial and Mechanical 
Engineering 

30 Mar. 2012 - 04 Apr. 2012 (6 M/D)

28 Dr. Yutaka 
TABE 
(+okkaido 
Univ.) 

Short Term E[pert on 
Industrial and Mechanical 
Engineering 

30 Mar. 2012 - 04 Apr. 2012 (6 M/D)

29 Dr. Takanori 
EMARU 
(+okkaido 
Univ.) 

Short Term E[pert on 
Industrial and Mechanical 
Engineering 

30 Mar. 2012 - 04 Apr. 2012 (6 M/D)
02 Mar. 2015 t 06 Mar. 2015 (5 M/D) 

30 Dr. +iroyuki 
+ARADA 
(+okkaido 
Univ.) 

Short Term E[pert on 
Industrial and Mechanical 
Engineering 

30 Mar. 2012 - 04 Apr. 2012 (6 M/D)

31 Dr. .a]uaki 
lNABA (Tokyo 
Institute of 
technology) 

Short Term E[pert on 
Industrial and Mechanical 
Engineering 

12 Sept 2013 - 15 Sept. 2013 (3 M/D)
24 Nov. 2014 t 28 Nov. 2014 (5 M/D) 
 

32 Dr. Toru YAGI  
(Tokyo 
Institute of 
technology) 

Short Term E[pert on 
Industrial and Mechanical 
Engineering 

29 Nov. 2014 t 06 Dec. 2014 (8 M/D)
 

33 Mr. Daijiro Short Term E[pert on 18 Jan. 2015 t 24 Jan. 2015 (7 M/D)
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+OSOGAI 
(Tonen 
=eneral 
Sekiyu) 

Industrial and Mechanical 
Engineering 

34 Dr. Masahiro 
S+IOJI (.yoto 
Univ.) 

Short Term E[pert on 
Industrial and Mechanical 
Engineering 

28 Jan. 2015 t 30 Jan. 2015 (3 M/D)

35 Dr. Archie B. 
Maglaya    
(De /a Salle 
Univ.) 

Short Term E[pert on 
Industrial and Mechanical 
Engineering 

01 May. 2014 - 11 May. 2014 (3 M/D)
26 Apr. 2015 t 09 May. 2015 (14 M/D) 
  

36 Dr. :aratta 
Authayarat 

Short Term E[pert on 
Industrial and Mechanical 
Engineering 

15 Dec. 2014 - 26 Dec. 2014 (3 M/D)
15 Jun. 2015 t 24 Jun. 2015 (10 M/D) 
(planned and not included in the total M/M)

7otal �sKort-term� 3� persons� 3�1 M�D   1��� M�M 
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ANNEX � 
List of &ounterpart 7raining 3articipants 

�)rom 2ctoEer ��11 to Ma\ ��1�� 
 

1� 6Kort 7erm 7raining in -apan    -)< ��1�  
Department 

a7�,�7�& 
 

No� Name of 7rainee -apanese 
8niYersit\

accept  
training

-apanese 
3rofessor in 

cKarge 

7raining period 

ArriYal in 
-apan 

Departure 
from -apan

GEE 
(Electrical 
and Energy 
Engineering 
Department) 
 
 

1 Mr. NGET+ Rithea T.I.T. Prof. ARA.I 
.iyomlchi 

Jul. 02, 2012 Aug. 01,2012

2 
 

Mr. /ENG Sovannarith T.I.T. Assoc. Prof. 
FUJITA +ideaki 

Jul. 02, 2012 Aug. 01,2012

3 Mr. T+OURN .osorl 
 

T.I.T. Prof. TA.ADA 
Jun-ichi 

Feb. 04, 2013 Mar. 01.2013

4 Mr. SOEUN Somuny Outd T.I.T. Assoc. Prof. 
FUJITA +ideaki 

Feb. 04, 2013 Mar. 01.2013

GIM 
(Industrial 
and 
Mechanical 
Engineering 
Department) 

1 Mr. SO. Ratnak +okkaido 
Univ. 

Prof. C+I.A+ISA 
Takemi 

Jul. 02, 2012 Aug. 01. 2012

2 Mr. SAR Sambo 

3 Mr. TO Dara T.I.T. Prof. AMAYA 
.enji 

Jul. 02, 2012 Aug. 01. 2012

4 Mr. C++IT+ Saosometh T.I.T. Assoc. Prof. 
MI=UTANI 
Yoshihiro 

Jul. 02, 2012 Aug. 01. 2012

GGG 
(Geo-resourc
es and 
Geotechnical 
Engineering 
Department) 

1 Mr. VAMOEURN Nimol .yushu 
Univ. 

Prof. :ATANABE 
.oichiro 

Jul. 02, 2012 Aug. 02. 2012

2 Dr. BUN .im Ngun 

3 Mr. .ONG Sangva .yushu 
Univ. 

Prof. :ATANABE 
.oichiro 

Jul. 02, 2012 Aug. 02. 2012

4 Ms. Sio Sreymean 

GEE (4)�GIM(4)�GGG(4) 12 persons 
 

�� 6Kort 7erm 7raining in -apan    -)< ��13 
Department 

a7�,�7�& 
 

No� Name of 7rainee -apanese 
8niYersit\ 

accept  
training

-apanese 
3rofessor in 

cKarge 

7raining period 

ArriYal in 
-apan 

Departure 
from -apan

GEE 
(Electrical 
and Energy 
Engineering 
Department) 
 
 

1 Mr. SRENG SokChenda T.I.T. Prof. TA.ADA 
Jun-ichi 

Jul. 15, 2013 Aug. 10,2013

2 
 

Mr. SEAN Piseth :aseda 
Univ. 

Prof. I:AMOTO 
Shinichi 

Sep. 18, 2013 Oct. 10.2013

.yushu 
Univ. 

Prof. YORINO 
Naoto 

3 Mr. SAN Sim (A./.) T.I.T. Prof. NA.AGA:A 
Shigeki         
Director at Center 
for Photonic 
Nano-Device 

Sep.29,2013 Oct 31. 2013

4 Ms. SAM Savda(A./.)

5 Mr. SO. Sean(Tech.) 

GIM 
(Industrial 
and 
Mechanical 

1 Mr. NGUON .ollika T.I.T. Assoc. Prof. 
INABA .a]uaki 

Sep.29.2013 0cl26.2013

2 Mr. .houn Rithymean

3 Mr. Meng Chamnan +okkaido Assoc. Prof. TABE Sep.16,2013 Oct.12.2013
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Engineering 
Department) 

Univ. Yutaka 

4 Mr. Nhem Sophal +okkaido 
Univ. 

Prof. C+I.A+ISA 
Takemi 

Sep.16,2013 Oct.12.2013

5 Mr. Sry Vannei +okkaido 
Univ. 

Assoc. Prof. 
EMARU Takanori

Sep.16,2013 Oct.12.2013

GGG 
(Geo-resourc
es and 
Geotechnical 
Engineering 
Department) 

1 Dr. PIC+ Bunchoeun .yushu 
Univ. 

Prof. :ATANABE 
.oichiro 

Jul. 11, 2013 Aug.10, 2013

2 
 

Mr. C+EA Samneang .yoto 
Univ. 

Assoc. Prof. 
YAMADA Yasuhiro

Aug.22, 2013 Sep. 21, 2013

.yushu 
Univ. 

Pro. SASA.I 
.yuro 

3 Dr. BUN .im Ngun +okkaido 
Univ. 

Assoc. Prof. ITO 
Mayumi 

Feb. 4, 2014 Mar. 1, 2014

.yushu 
Univ. 

Prof. :ATANABE 
.oichiro 

4 Dr. .RY Nallis .yushu 
Univ. 

Prof. :ATANABE 
.oichiro 

Feb. 4, 2014 Mar. 1, 2014

.yushu 
Univ. 

Prof. :ATANABE 
.oichiro 

GEE (5)�GIM(5)�GGG(4) 14 persons 
 

3�  6Kort 7erm 7raining in -apan    -)< ��1� 
Department 

a7�,�7�& 
 

No� Name of 7rainee -apanese 
8niYersit\ 

accept  
training

-apanese 
3rofessor in 

cKarge 

7raining period 

ArriYal in 
-apan 

Departure 
from -apan

GEE 
(Electrical 
and Energy 
Engineering 
Department) 
 
 

1 Mr. .IM Bunthern T.I.T. 
 

Assoc. Prof. 
FUJITA +ideaki 

Jul. 06, 2014 Aug. 02,2014
 

2 Mr. SENG Silong 
3 Mr. BUN Seang T.I.T. Prof. NA.AGA:A 

Shigeki      
Jul. 06, 2014 Aug. 02,2014

4 Mr. /ENG Por (A./.) 

5 Mr. DUC+ Polak T.I.T. Assoc. Prof. ABE 
Naoya 

Jul. 06, 2014 Aug. 02,2014

6 Dr. .EO /ychek T.I.T. Assoc. Prof. 
YAMA.ITA 
Masaki 

Jul. 06, 2014 Aug. 02,2014

GIM 
(Industrial 
and 
Mechanical 
Engineering 
Department) 

1 Mr. UN Amata  +okkaido 
Univ. 

Assoc. Prof. TABE 
Yutaka 

Jul. 13, 2014 Aug. 12,2014

2 Dr. C+AN Sarin  

3 Mr. SIV Easeng  T.I.T. 
 

Assoc. Prof. 
MI=UTANI 
Yoshihiro 

Jul. 06, 2014 Aug. 02,2014

4 Mr. TANN Siengdy  

5 Dr. REY Sopheak  .yoto 
Univ. 

Prof. S+IOJI 
Masahiro 

Jul. 06, 2014 Aug. 02,2014

6 Mr. N+EM Sophal  

GGG 
(Geo-resourc
es and 
Geotechnical 
Engineering 
Department) 

1 Dr. BUN .im Ngun .yushu 
Univ. 

Prof. :ATANABE 
.oichiro 

27 Jul. 2014 20 Aug. 2014

2 
 

Mr. VAMOEURN Nimol .yoto 
Univ. 

Prof. .OI.E 
.atsuaki 

17 Aug. 2014 13 Sep. 2014

3 Ms. SIO Sreymean .yushu 
Univ. 

Prof. :ATANABE 
.oichiro 

01 Sep. 2014 25 Sep. 2015

+okkaido 
Univ. 

Prof. ITO 
Mayumi 
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4 Dr. .RY Nallis .yushu 
Univ. 

Prof. :ATANABE 
.oichiro 

31 Jan. 2015 28 Feb. 2015

5 Dr. PIC+ Bunchoeun +okkaido 
Univ. 

Prof. SATO 
Tsutomu 

31 Jan. 2015 28 Feb. 2015

GEE (6)�GIM(6)�GGG(5) 17 persons 
 
6ummar\ 

 *EE *,M *** 7otal 
-)<��1� 4 4 4 12 
-)<��13 5 5 4 14 
-)<��1� 6 6 5 17 

7otal 15 15 13 43 
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�ƋƵŝƉŵĞŶƚ >ŝƐƚ
Electrical and Energy Engineering department (GEE)

ANNEX 5-1

>ŝƐƚ ŽĨ �ƋƵŝƉŵĞŶƚ ;'��Ϳ
No
.

Name of Equipment Manufacturer and model No.
Country of
Origin

Q'ty
 Unit price
(USD)

Total price
(USD)

1 Compact and robust box for the study of the main electrical
functions

Edibon
EME

Spain 5 sets 5,735         28,675             

2 Unit that allows to regulate the braking torque of a motor.
Edibon
FRE‐FE

Spain 3 sets 2,700         8,100               

3 Three‐phase and single‐phase Transformers Unit
Edibon
ETT

Spain 2 sets 6,200         12,400             

4 Resistive, Inductive and Capacitive Loads Module
Edibon
RCL3R

Spain 5 sets 2,900         14,500             

5 D.C. Series excitation motor‐generator
Edibon
EMT2

Spain 2 sets 1,600         3,200               

6 D.C. Shunt excitation motor‐generator
Edibon
EMT3

Spain 2 sets 1,600         3,200               

7 A.C. Synchronous Three‐phase motor alternator
Edibon
EMT6

Spain 2 sets 2,390         4,780               

8 Asynchronous Three‐phase motor of squirrel cage
Edibon
EMT7

Spain 2 sets 400            800                   

9 Asynchronous Three‐phase motor with wound rotor
Edibon
EMT8

Spain 2 sets 2,325         4,650               

10 Asynchronous Single‐phase motor with starting capacitor
Edibon
EMT11

Spain 2 sets 550            1,100               

11 D.C. Brushless motor
Edibon
EMT18

Spain 1 sets 1,520         1,520               

12 D.C. Permanent magnet motor
Edibon
EMT15

Spain 1 sets 1,000         1,000               

13 Tachogenerator
Edibon
TECNEL/T

Spain 3 set 800            2,400               

14 Variable Auto‐transformer:
Edibon
AUTR

Spain 5 set 750            3,750               

15 Signals Sampling and Reconstruction Module
Edibon
EDICOM 1

Spain 5 sets

16 Time Division Multiplex (TDM), PAM Transmitter and Receiver
Edibon
EDICOM 2

Spain 5 sets

17 MIC‐TDM Transmission/ Reception module
Edibon
EDICOM 3

Spain 5 sets

18 Delta Modulation and Demodulation
Edibon
EDICOM 4

Spain 5 sets

19 Line Codes, Signal Modulation and Demodulation
Edibon
EDICOM 5

Spain 5 sets

20 Optical Fiber Transmission and Reception Module
Edibon
EDICOM 6

Spain 5 sets

21 Power Supply
Edibon
FACO

Spain 10 sets

22
Data Acquisition System/ Virtual Instrumentation System

Edibon
EDAS/VIS  Sampling velocity 1,250,000
samples per second

Spain 1 set

23 Telephony Systems Trainer
Edibon
CODITEL

Spain 1 set

24 USRP (Universal Software Radio Peripheral) Networked Series
kit

Ettus Research
USRP N210 USA 3 set

25 Notebook computer (for outdoor data measuring and data
processing)

Lenovo
ThinkPad T430 with the option of Mini
Dock Series 3 with USB 3.0

USA 3 sets

26
Microwave Coaxial Cables

HUBER+SUHNER AG
 SUCOFLEX 104/　11SMA‐451/11SMA‐
451/ 1.0m

Switzerlan
d

3 sets

27
Microwave Coaxial Cables

HUBER+SUHNER AG
 SUCOFLEX 104/　 11SMA‐451/11SMA‐
451/ 3.0m

Switzerlan
d

3 sets

28 Microwave Coaxial Cables
HUBER+SUHNER AG
SUCOFLEX 104/ 11N‐47/11N‐47/ 1.0m

Switzerlan
d

3 sets

29 Microwave Coaxial Cables
HUBER+SUHNER AG
SUCOFLEX 104/  11N‐47/11N‐47/ 3.0m

Switzerlan
d

3 sets

30
Video Conference System

Polycom
Vrewstation HDX 7000 with MPPlus
software for up to 4 sites (SDCP)

1 set 12,459       12,459             

31 Wireless microphone set
SHURE
SVX24/PG28 Wireless Vocal System

1 set 598            598                   

32 Analog Ammeter
Matrix
MX‐35 Ammeter

France 15 pcs 590            8,850               

33 Analog Voltmeter
Matrix
MX‐25 Ammeter

France 15 pcs 530            7,950               

34 Analog Power Meter Gossen Metrawatt 4 Power Meter Germany 10 pcs 990            9,900             
35 Power Analyzer Yokogawa WT500 Power Analyzer Japan 2 pcs 14,500       29,000           
36 Module FM Transceiver Trainer

Pudak Scientific
PT 94330‐Module FM Transceiver

Indonesia 5 sets 1,159         5,795               

37 Module AM Transceiver Trainer
Pudak Scientific
PT 94329‐Module FM Transceiver

Indonesia 5 sets 1,278         6,390               

48,510             

11,331             
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�ƋƵŝƉŵĞŶƚ >ŝƐƚ
Electrical and Energy Engineering department (GEE)

ANNEX 5-1

No
.

Name of Equipment Manufacturer and model No.
Country of
Origin

Q'ty
 Unit price
(USD)

Total price
(USD)

38 Microwave Trainer
Pudak Scientific
PT 94124‐Microwave Trainer

Indonesia 5 sets 3,221         16,105             

39
Basic Digital Communication Trainer

Pudak Scientific
PT 93229‐Basic Digital Communication
Trainer

Indonesia 5 sets 2,255         11,275             

40
Microwave Spectrum Analyzer

Anritsu
MS2718B　Economy Microwave
Spectrum Analyzer

Japan 3 pcs 24,000       72,000             

41 Digital Storage Oscilloscope
Tektronix TDS2012C Digital Storage
Oscilloscope

USA 7 pcs 2,180         15,260             

42 Noise source Agilent Technologies
N4001A Noise Source

USA 3 pcs 4,700         14,100             

43 Noise source test
Agilent Technologies
N2002A Noise Source Set

USA 2 pcs 22,950       45,900             

44 Power reflection meter Rohde‐Schwarz NRT Power reflection Germany 2 pcs 5,370         10,740           
45 Power Sensor R&S NRT z44

Rohde‐Schwarz
NRT Z44 Directional power sensor

Germany 2 pcs 4,570         9,140               

46 Power Sensor R&S NRT z14
Rohde‐Schwarz NRT Z14 Directional
power sensor

Germany 2 pcs 5,080         10,160             

47 RF Power Meter
Agilent Technologies
E4416A Power meter

USA 2 pcs 6,800         13,600             

48 High Frequency Signal
Generator/Modulator

Agilent Technologies
E4428C ESG analog signal generator

USA 1 pcs 32,800       32,800             

49 Vector Network Analyzer
Agilent Technologies
E5071C ENA Series Network Analyzer

USA 1 pcs 81,900       81,900             

50 Calibration Kit for VNA + Cable
Agilent Technologies
N4431B, N6314A

USA 1 pcs 17,650       17,650             

51 BBAA9114 and BBVU9135 antenna
Schwarzbeck
UBAA9114&BBVU9135  antenna

Germany 2 pcs 2,500         5,000               

52 USLP 9143 antenna
Schwarzbeck
USLP9143 antenna

Germany 2 pcs 2,580         5,160               

53 SBA 9112 antenna
Schwarzbeck
SBA9112 antenna

Germany 2 pcs 3,290         6,580               

54 Antenna Mast AM 9104
Schwarzbeck
AM9104 Antenna Mast

Germany 2 pcs 4,690         9,380               

55 Curve Tracer
IVT Solar
Curve Tracer VS‐6810

Singapore 1 pcs 8,900         8,900               

56 Portable Multimeter
GW Instek
GDM395 Handheld Multimeter

USA 5 pcs 105            525                   

57 Clamp phase Power meter Extech Power clamp meter USA 5 pcs 980            4,900             
58 PV System 40Wp/12V Solar World Sunmodule SW50 Poly RMA Germany 5 pcs 225            1,125             
59 PV System 80Wp/12V Solar World Sunmodule SW85 Poly R5A Germany 5 pcs 385            1,925             
60 Adjustable Wirewound Vitreous Resistors

Vishay / Sfernice
Adjustable Wirewound Vitreous

USA 5 pcs 195            975                   

61 Inverter
Santak
Solar Power Inverter 600W

China 2 pcs 450            900                   

62 Battery
Ritar
RA12‐150D Deep Cycle Battery

China 4 pcs 290            1,160               

63 EMC analyzer
(EMI Receiver)

Rhode & Schwartz
EMI Receiver

Germany 1 set 106,000    106,000           

64 Dual Band Transceiver
Ettus Research
XCVR 2450  Dual Band Transceiver

USA 4 pcs 579.50       2,318               

65 Transceiver RFX900
Ettus Research
RFX900‐Transceiver

USA 4 pcs 398.40       1,594               

66 Antenna LP0965
Ettus Research
PL0965‐Antenna

USA 4 pcs 65.20         261                   

67 Antenna VERT2450
Ettus Research
VERT2450‐Antenna

USA 4 pcs 50.70         203                   

68 Antenna VERT900
Ettus Research
VERT900‐Antenna

USA 4 pcs 50.70         203                   

69 SMA‐BNC
Ettus Research
SMA‐BNC

USA 4 pcs 43.50         174                   

70 LPBK‐KIT
Ettus Research
LPBK‐KIT

USA 4 pcs 143.50       574                   

71 SD‐Card
Ettus Research
SD‐Card

USA 4 pcs 14.50         58                     

72 SD‐Reader
Ettus Research
SD‐Reader

USA 4 pcs 29.00         116                   

73 Sensor of RF Power Meter
Agilent Technologies
E9300B Power Sensor

USA 2 pcs 5,250         10,500             

74 EMC antenna
Rhode & Schwartz
HFH2‐Z2 Antenna

Germany 1 set 16,800       16,800             

75 EMC antenna
Rhode & Schwartz
HFH2‐Z6 Antenna

Germany 1 set 10,490       10,490             

76 EMC antenna
Rhode & Schwartz
HL562 Antenna

Germany 1 set 15,280       15,280             

77 Power
Electronic Trainer.

Pudak Scientific
PT970721‐Power Electronic Trainer

Indonesia 5 sets    1,674.36 8,372               

78
Fundamental and  Installation Trainer

PUDAK Scientific
PT 980410 Fundamental and Installation
Trainer

Indonesia 5 sets    3,113.17 15,566             
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79 Basic Electronic Trainer
PUDAK Scientific
PT 93120 Basic Electronic Trainer

Indonesia 5 sets    1,412.20 7,061               

80
Noise figure analyzer Agilent  N8973A Japan 1 set 38,000

81
Cables for noise figure analyzer SF104/11N‐47/11N‐47/5.0m Japan 1 set       670.00

ϴϮϯ͕ϱϴϳ           
Excluding items brought by the experts
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No. Name of Equipment Manufacturer and model No.
Country of
Origin

Q'ty
 Unit price
(USD)

Total price
(USD)

1
Free angle Stand KEYENCE Free angle stand VW‐S200 Japan 1 set            2,700

2
ECC Pulse Generator MORI Gijutsu MEL142‐EP2 Japan 1 set          21,000

3 Dynpro Instrumentation for
Engine Dynamometer

Taylor Dynamometer
No. 044006‐ENG    DYNPRO INSTRUMENTATION FOR ENGINE DYNAMOMETERS

USA 1 set          22,170                 22,170

4 Load Control Assembly Engine
DE150

Taylor Dynamometer
No. 04499‐021  LOAD CONTROL ASSEMBLY ENGINE DE SERIES, 230V

USA 1 set            8,970                   8,970

5 Mass Air Flow Meter,  Dynpro 25'
CABLE

Taylor Dynamometer
No. 051040000‐25E   MASS AIR FLOW METER, DYNPRO 25' CABLE

USA 1 set          14,800                 14,800

6
Exhaust gas analyzer

Testo
Testo 350 and option parts for it

USA 1 set          14,020                 14,020

7 Conditioner card for Kyowa EDX‐
100A

KYOWA ELECTRONIC INSTRUMENTS
CDV‐40B‐F

Japan 1 pcs            4,270

8
Bridge Box

KYOWA ELECTRONIC INSTRUMENTS
Bridge Box　DB‐120T‐8

Japan 1 pcs            1,570

9
Centralization Input/Output cable

KYOWA ELECTRONIC INSTRUMENTS
U‐40

Japan 1 pcs               350

10 Knoop indenter for Shimadzu
HMV‐2TADW

Shimadzu
No. 347‐20418   Knoop indenter

Japan 1 pcs            1,114

11 Brinell indenter for Shimadzu
HMV‐2TADW

Shimadzu
No. 347‐20419‐11  Brinell indenter

Japan 1 pcs               743

12 Triangle pyramid indenter for
Shimadzu HMV‐2TADW

Shimadzu
No. 347‐20420   Triangle pyramid indenter

Japan 1 pcs            1,114

13 Objective Lens X100 for Shimadzu
HMV‐2TADW

Shimadzu
No. 344‐89977  Objective Lens X100

Japan 1 pcs            2,354

14
Charge amplifier

Kistler
Charge amplifier, Type 5018A1002

Japan 2 set

15
Coupling for a pressure sensor

Kistler
Coupling, high‐insulation　Type 1700A31

Japan 2 set

16
Oscilloscope

Hameg
HMO2022 Digital Oscilloscope

Germany 10 pcs            5,800                 58,000

17
Current probe

Tektronix
P6021current probe

USA 3 pcs            2,390                   7,170

18
Current sensors

E‐Mon
CS100 Current Sensor

USA 5 pcs               420                   2,100

19
Signal conditioner

PCB Piezotronics
PCB 482‐C05 signal conditioner

USA 1 pcs               990                       990

20 Pressure transducer for lower
pressure

PCB Piezotronics
PCB 113B21 High frequency ICPr pressure sensor,

USA 2 pcs            1,100                   2,200

21 Pressure transducer for higher
pressure

PCB Piezotronics
PCB 113B22 High frequency ICPr pressure sensor

USA 2 pcs            1,100                   2,200

22
Data logger

Graphtec
GL900 midi logger 8‐channel high speed isolated multifunction logger

Japan 2 pcs            9,800               215,600

23 Strain Amplifier
‐Signal Conditioners

Kyowa
CDV‐700A A220 Amplifier

Japan 4 pcs            5,985                 23,940

24
Strain gauges

Kyowa
Strain gages KFR‐5‐120‐C1‐11 L2M2R & KFR‐5‐120‐C1‐23 L2M2R

Japan 200 pcs                  21                   4,200

25
Universal Recorders

Kyowa
EDX‐100A Universal Recorder

Japan 1 set          20,360                 20,360

26
High speed Microscope camera
and Lens

Keyence
VW‐9000 High Speed Microscope
VW‐600C Camera unit for VW‐9000E
VH‐Z250 Zoom lens 250X to 2500X

Japan 1 set        105,500               105,500

27
Laser displacement Keyence LK‐G405 Laser Sensor Displacement System Japan 1 pcs          16,900               456,300

28
Tensile machine

Shimadzu
AG‐X plus Autograph Table‐top type Universal Machine

Japan 1 set          46,910                 46,910

29
Hardness machine

Shimadzu
HMV‐2 ADW Automatic Reading & Load Change Micro Vickers Hardness Tester

Japan 1 set          44,940                 44,940

30
Desktop computer Dell XPS 8300/W7Pro & computer tables and chairs 30 pcs            1,133                 33,990

31
A/D Converter

Graphtech
WR300 Thermal Arraycorders 8‐channel

Japan 2 pcs          16,790                 33,580

32
Pressure transducer

Kistler
6052C72U20 Piezo Star Pressure Sensor

Swiss 2 pcs            6,500                 13,000

33
Humidity and temperature meter Bestone Industry AR847 China 5 pcs               150                       750

34
Noise measurement

Landtek
SL‐5868P Noise measurement

China 5 pcs               120                       600

35
Tool grinder

Tormek
T‐7

Sweden 1 pcs            2,900                   2,900

36
Digital high speed camera

Nikon
Coolpix P500 digital camera

Japan 1 pcs               890                       890

                11,160
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37 Engine Dynamometer and
controller

Taylor Dynamometer
DE150 Eddy Current Dynamometer

USA 1 pcs          45,300                 45,300

38 Flow visualization (stream line) TOKYO METER
HAS‐80225 Flow visualization (stream line)

Japan 1 set          16,068                 16,068

39  Head, Discharge coefficient,
Bernoulli equation

TOKYO METER
OFE‐1600‐50SW‐Head,Discharge coefficient, Bernoulli equation

Japan 1 set          26,014                 26,014

40 Laminar & turbulent flow, Flow
transition, Reynolds number

TOKYO METER
RNM‐15‐900A‐Laminar & turbulent flow, Flow transition, Reynolds number

Japan 1 set          19,129                 19,129

41
Impact force of jet

TOKYO METER
JIA‐1000‐Impact force of jet

Japan 1 set          19,894                 19,894

42
 Free vortex, Forced vortex

TOKYO METER
FFV‐400‐600‐Free vortex, Forced vortex

Japan 1 set          24,485                 24,485

43 Forced Convection Heat Transfer
Laboratory Apparatus

TecQuipment Ltd.
TD1‐FORCED CONVECTION HEAT TRANSFER

UK 1 set          16,737                 16,737

44

A bench‐top service module with
small‐scale demonstration heat
exchanger

TecQuipment Ltd.
TD360‐HEAT EXCHANGER SERVICE MODULE
1)TD360A‐Tubular Heat Exchanger
2)TD360B‐Plate Heat Exchanger
3)TD360C‐Shell and Tube Heat Exchanger
4)TD360D‐Jacketed Vessel and Coil
5)VDAS‐VDAS(Frame Mounted Version)

UK 1 set          16,452                 16,452

45

Heat Transfer Experiment Base
Unit

TecQuipment Ltd.
TD1002‐HeatTransfer Experiments Base Unit
1)TD1002A‐Linear Heat Conduction Experiment
2)TD1002B‐Radial Heat Conduction Experiment
3)TD1002C‐Extend surface Heat Transfer
4)TD1002D‐Conductivity of Liquid & Gasses

UK 1 set          13,473                 13,473

46 Free and Forced Convection
Experiment Apparatus

TecQuipment Ltd.
TD1005‐FREE AND FORCED  CONVECTION EXP.

UK 1 set            7,160                   7,160

47
Thermal Conductivity Experiment
Apparatus

TecQuipment Ltd.
TE19‐THERMAL CONDUCTIVITY EXPERIMENT
1)RE19‐Lab Vacuum Pump

UK 1 set            9,038                   9,038

48 Boiling, Condensing Heat Transfer
Apparatus

TecQuipment Ltd.
TE78‐BOILING, CONDENSING HEAT TRANSFER

UK 1 set          21,460                 21,460

49 Natural Convection and Radiation
Apparatus

TecQuipment Ltd.
TE85‐NATURAL CONVECTION AND RADIATION

UK 1 set          26,459                 26,459

50 Cross Flow Heat Exchanger
Experimental Apparatus

TecQuipment Ltd.
TE93‐CROSS FLOW HEAT EXCHANGER

UK 1 set          14,366                 14,366

51
Strobe scope Sugawara MS300 Japan 1 set 1,680

52
Strain gauge box Kyowa  DB120T‐8 Japan 1 set 1,810

53
Function generator Instech AFG‐2005 Japan 4 set 400

54
Gap sensor AEC   PU‐02A‐163‐401 Japan 1 set 600

55
Amplifier for gap sensor AEC  AEC‐55MS‐S Japan 1 set 1,660

56
A/D convertor CONTEC  AIO‐161601UE3‐PE Japan 1 set 1,050

1,423,275      
Excluding items brought by the experts
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List of Equipment (GGG) ‐ Cultural Grant Aid 

No. Name of Equipment Manufacturer and model No.
Country of
Origin

Q'ty
 Unit price

(JPY)
Total price

(JPY)
1 Typical Rock Specimen Set ‐ 200pcs NICHIKA   No.2100‐103 Japan 2 sets            231,400           462,800
2 Typical Ore Mineral Specimen Set ‐ 75pcs NICHIKA  No.2003‐111 Japan 5 sets            263,100       1,315,500
3 Typical Rock Specimen Set ‐ 50pcs NICHlKA  No.1003‐ 102 Japan 6 sets            240,600       1,443,600
4 Large Scale Cutting Machine lMAHASHI  AC‐18 Japan 2 sets        1,668,800       3,337,600
5 Precision Cutting Machine NlCHIKA　　UC‐18 Japan 2 sets        1,592,200       3,184,400
6 Rock Polishing Grinder lMAHASHI　　PW‐2 Japan 2 sets            978,000       1,956,000
7 Rock Polishing Powder

NICHIKA　　0804‐COI/0804‐003/0804‐007/0804‐C‐15/ 0804‐023/
0804‐A08/0806‐112

Japan 1 lot              35,000              35,000

8 Rock Polishing Plate NICHlKA  0801‐101/0801‐111 Japan 1 lot            219,100           219,100
9 Rock Polis'ling Bonding Agent NICHIKA  0802‐002/ 0802‐321‐500M /0802‐102 Japan 1 lot              80,200             80,200
10 Rock Polishing Slide Glass NICHIKA  0803‐001 Japan 2400 pcs                      25             60,000
11 Rock Polishing Cover Glass NICHIKA  0803‐015 Japan 2400 pcs                      26             62,400
12 Electric Hot Plate NICHIKA  0801‐202 Japan 5 pcs              62,800           314,000
13 Spatula NlCHIKA  0801‐301 Japan 10 pcs                   510               5,100
14 Sample Plugging Ink NICHIKA  0802‐305/0802‐311 Japan 1 lot              37,900             37,900
15 Resin Impregnate Apparatus NICHlKA  0801‐701 Japan 2 sets            186,300           372,600
16 Monocular Polarizing Microscope KYOWA  ME‐POL2‐M Japan 1 set            460,700           460,700
17 Binocular Polarizing Microscope KYOWA  ME‐POL2‐B Japan 20 sets            489,600       9,792,000
18 Trinocular Polarizing MetaIlugical Microscope KYOWA  ME‐POL2‐TC Japan 3 sets            518,100       1,554,300
19 Digital Camera KYOWA  YCU300‐F Japan 1 set            121,800           121,800
20 Mineral Separating Machine S.G.Frantz Germany 1 set        5,433,700       5,433,700
21 X‐Ray Diffraction Unit Rigaku  Mini Flex II Japan 1 set        9,797,000       9,797,000
22 Stainless Mortar NlCHIKA  0602‐204 Japan 1 pc            389,000           389,000
23 Agate Mortar IWAMOTO  5402‐150 Japan 1 pc            186,300           186,300
24 Iron mortar

Iwamoto Kosanbutsu shokai
No. 5403‐7  diameter 180mm hight 160mm

Japan 1 pc              71,400              71,400

25 Ultrasonic Cleaner Skymen    JP‐040 Cambodia 1 pc 72,000             72,000
26 Electric Balance AND    EK610i Cambodia 1 pc 93,600             93,600
27 Magnetic Susceptibility Meter Terraplus    KT‐10 Japan 5 pc 399,300       1,996,500
28 GPS Garmin  eTrex20 Japan 30 pc 40,400       1,212,000
29 Lase Distance Meter Kenko Tokina   KLR500 Japan 30 pc 29,100           873,000
30 Magnifier Carton Optical Industry  R‐229 Japan 30 pc 6,200           186,000
31 Clinocompass IWAMOTO  4413‐7 Japan 30 pc 32,800           984,000
32 Geological Hummer IWAMOTO  4269‐28 Japan 30 pc 12,300           369,000
33 Straek Plate NICHIKA  0504‐002 Japan 30 pc 710             21,300
34 Pencil type Magnet IWAMOTO  4453‐1 Japan 30 pc 7,200           216,000
35 Scriber Pencil IWAMOTO  5373 Japan 30 pc 10,700           321,000

47,036,800  Total:
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List of Equipment
(expenses of JICA Project Office)

ANNEX 5-4

List of eTuipment 

*EE *,M ***
1 Desktop Computer 2 2,070
2 UPS 2 180
3 /CD Projector 2 1,200
4 Technical book 47 52 19 11,946
5 Desk 2 480
6 Strobe scope 1 1,680
7 Strain gauge bo[ 1 1,810
8 Gap sensor 1 600
9 Amplifier for gap sensor 1 1,660
10 A/D convertor 1 1,050
11 Noise figure analy]er 1 38,000
12 Cables for noise figure analy]er 1 670
13 Diesel engine 1 1,170
14 :ater distiller 1 1,350
15 Centrifuges with rotor 1 4,380
16 /iquid limit device 1 650
17 Sieve shaker 1 990
18 Dispatch of Third-Country E[pert 1 3 2 10,114
19 Rental cost of a bus for field work 595
20 Transceiver 8 640
21 :ater booster pump 1 484
22 P/C equipment 694
23 Temperature relay 792
24 Electronics parts for e[periment 1 1 1,448
25 Measureing .it for :elding 1 2,167

86,820Total:

(from Feb. 2014 to May 2015)

No� ,tem of e[penses
Department

&ost �86��
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ANNEX 6 
 
 

Inputs from Japan (Operational Costs) 
 

<ear Japanese <en 
JF< 2011  1,051,000
JF< 2012 4,001,000
JF< 2013  3,299,000
JF< 2014  6,181,000
JF< 2015  1,856,000

Total 16,388,000
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ANNEX 7-1

Name Title Gender Remarks

1 Dr. PHOEURNG Sackona
Secretary of State, Ministry of
Education, <outh and Sport Female

2 Dr. <uok Ngoy
Secretary of State, Ministry of
Education, <outh and Sport Male

Project 1 Dr. OM Romny Director, ITC Male

Project
Director

List of Counterpart Personnnel, Project Director & Project Manager
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ANNEX 7-2

No. Name Sex Position Speciality Degree

1 Dr. BUN Long M Head of department Renewable Energy PhD

3 Mr. CHY Cheapok M Lecturer Control Engineering Bachelor

4 Dr. KHOV Makara M Lecturer Power Engineering PhD

5 Dr. KEO Lychek M Vice head of department Robotics PhD

6 Dr. PO Kimtho M Head of planning office Telecommunication PhD

7 Dr. KY Leng M Lecturer Telecommunication PhD

8 Dr. SRENG Sokchenda M Lecturer/Researcher Telecommunication PhD

9 Ms. CHHIT Chunny F Lecturer Electrical Engineering Bachelor

10 Ms. PENG Sethika F Lecturer Automation Bachelor

11 Mr. BUN Seang M Lecturer Electrical Engineering Bachelor

12 Mr. SENG Silong M Lecturer Electrical Engineering M.Eng

13 Mr. SEAN Piseth M Lecturer Power Engineering M.Eng

14 Mr. KHUN Chanthea M Lecturer Power Engineering M.Eng

15 Mr. LENG Por M Assistance lecturer Embedded system Bachelor

16 Mr. DUCH Poleak M Lecturer Renewable Energy Bachelor

17 Miss. SAM Savda F Assistance lecturer Optoelectronic Bachelor

18 Mr. CHUM Pharino M Lecturer Signals processing M.Eng

19 Mr. OUK Sovannaroith M Lecturer Control Engineering M.Eng

20 Mr. VENG Mengkoung M Lecturer Embedded system M.Eng

21 Mr. HEL Chanthan M Lecturer Network and
Telecommunication M.Eng

22 Mr. UN Kenratanak M Secretary Information Technology Bachelor

23 Mr. REAN Ros M Laboratory assistant Information Technology

24 Mr. SAM Panha M Laboratory assistant Electricity

Lecturer list GEE 2014-2015
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ANNEX 7-3

Degree University Year

1 Pan Sovanna Head of department 1992 DEA, Master in Mechanical
engineering

ULB, Taskent
Polytechnic 2003, 1992 Belgium, URSS

2 Un Amata Deputy head of dept. 1998 Master, Law in public admin. RUL 2010 Cambodia
3 Ngor Bunroth Senior Lecturer 1987 Engineer, Geology ITC 1987 Cambodia

4 Sar Sambo Lecturer, Responsible for
Industrial Option 2003 DEA, Mechanical engineering ULB 2004 Belgium

5 Khoun Rithymean Lecturer 2003 DEA, Mechanical engineering ULB 2004 Belgium

6 Seang Chansopheak Lecturer, Responsible
Graduate Program of ITC 2004 PhD INSA de Rennes 2013 France

7 Rey Sopheak Lecturer-Researcher 2006 PhD of Energy Science Kyoto University 2010 Japan

8 Nguon Kollika Lecturer, Responsible
Master Program GIM 2007 PhD TIT 2012 Japan

9 Chan Sarin
Lecturer-Researcher,
Responsible University-
Industrial Linkage

2010 PhD, Mechanical engineering ITB 2010 Indonesia

10 Srang Sarot Lecturer-Researcher 2009 PhD, Mechanical and Control
Engineering TIT 2014 Japan

11 Meng Chamnan Lecturer 2010 Master of engineering ITB 2010 Indonesia
12 Sry vannei Lecturer 2012 Master of engineering ITB 2011 Indonesia
13 Nhem Sophal Lecturer 2012 Master of engineering ITB 2011 Indonesia
14 Seng Piseth Lecturer 2013 Master of engineering UM 2013 Malaysia
15 Tann Siengdy Lecturer 2013 Master of engineering ITB 2013 Indonesia
16 LY Soheng Lecturer 2014 Master of engineering ITB 2014 Indonesia
17 Meas Davy Secretary 2009 Bachelor in Accounting NUM 2013 Cambodia
18 Nguon Sary Laboratory staff 2013 Technician, Mechanical ITC 2013 Cambodia
19 Pak Sina Laboratory staff 2012 Technician, Mechanical Don Bosco 2012 Cambodia
20 Chreang Borann Laboratory staff 2014 Technician, Mechanical ITC 2013 Cambodia
21 Tieng Panha Laboratory staff 2014 Technician, Mechanical ITC 2014 Cambodia
1 Kruy Sothea Lecturer (Industrial field) 2010 PhD student Keio University 2015 Japan
2 Sok Ratnak Lecturer 2011 PhD student Waseda University 2015 Japan
3 Chhith Sao Someth Lecturer 2007 PhD student Gent University 2016 Belgium
4 To Dara Lecturer (Industrial field) 2011 PhD student Yokohama University 2017 Japan
5 Siv Easeng Lecturer 2011 PhD student University Paris 13 2017 France

Lecturer list GIM 2014-2015

No. Names and surnames Starting
service ObservationPosition Diplomas
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ANNEX 7-4

No. Name Position Speciality Degree

1
Dr. KRY Nallis Head of department Material Engineering PhD

2
Mr. VAMOEURN Nimol Deputy head of department Environmental Engineering M.Eng

3
Mr. PHAT Boné Lecturer Geology M.Eng

4
Mr. SIENG Peou Lecturer Geotechnical Engineering M.Eng

5
Mr. KIM Vannada Lecturer Geological Engineering M.Eng

6
Mrs. SIO Sreymean Lab Coordinator/Lecturer Mining Geology M.Eng

7
Dr. PICH Bunchoeun Researcher/Lecturer Environmental Geology PhD

8
Dr. BUN Kimngun Lab Coordinator/ Lecturer Cray mineralogy & ceramic PhD

9
Mr. KONG Sangva Lecturer Petrography Bachelor

10
Dr. HORNG Vuthy Lecturer Geotechnical Engineering PhD

11
Dr. YOS Phanny Researcher/Lecturer Material Engineering PhD

12
Dr. OR Chanmoly Researcher/Lecturer Petroleum Engineering PhD

13
Mr. ING Hok Lecturer Petroleum Engineering Master

14
Mr. KUN Samith Lecturer Petroleum Engineering Master

15
Mr. YOS Vireak Lab Assistant Rural Engineering Associate

degree

Lecturer list GGG 2014-2015
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ANNEX 8 
Expenses for the Project after MTR (Nov. 2013 – May 2015) 
 
GEE  
（Technology Service Center） 
No. Detailed works Total expense (USD) Remarks 
1 Financial support of administration staff 10,070 USD 530 USD/ month 
2 Financial support of academic staffs   
3 Office expenses   
4 Meeting expense   

5 Lab experiment expenses 25,000 USD 
Necessary equipment 
for maintenance and 
reparation 

6 Repair cost   
7 Equipment maintenance cost   
8 Consumable parts expense 9,500 USD 500 USD/month 
9 Others   
Total 44,570 USD  
 
GIM  
No. Detailed works Total expense (USD) Remarks 
1 Financial support of administration staff 11520  
2 Financial support of academic staffs 15360  
3 Office expenses 1600  
4 Meeting expense 400  
5 Lab experiment expenses 500  
6 Repair cost 1000  
7 Equipment maintenance cost 1000  
8 Consumable parts expense 7200  
9 Others 500  
Total 39080  
 
GGG 
No. Detailed works Total expense (USD) Remarks 
1 Financial support of administration staff 2210   
2 Financial support of academic staffs 11520   
3 Office expenses 2000   
4 Meeting expense 500   
5 Lab experiment expenses 1500   
6 Repair cost 1000   
7 Equipment maintenance cost 1000   
8 Consumable parts expense 5000   
9 Others 1000   
Total 25730   
 

Summary of expenses for the Project after MTR 
 Amount (USD) 
GEE 44,570
GIM 39,080
GGG 25,730
Total 109,380
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ANNEX 9-1

List of lab topics using equipment supported by JICA

L T P
1 Ngeth Rithea Microwave and Antenna 16 8 8 Eng. 5 EAT 21 2 Topic 1: Horn Antenna and Attenuation 2

Topic 2: Measurement of Voltage Standing Wave Ratio (VSWR) 2
Topic 3: Measurement of Impedance and Microwave Tuner 2
Topic 4: Measurement of Microwave Power and the use of Coaxial Cable 2

8
2 Bun Long Renewable Energy 16 16 16 Eng. 4 EE 21 2 Topic 1: Characterization of PV modules in normal and abnormal operations 2

Duch Polak Topic 2: Operation of PV modules with different kinds of load 2
4

3
SOEUN Somuny
Outdom Motor Drive 16 16 16 Eng. 4 EE 21 2

Topic 1: Motor Control System Using Magnetic Switch with and without overload
protection 2

Seng Silong Topic 2: Clockwise and Counterclockwise Control System 1
Topic 3: Star-Delta (Y/ǻ) Circuit 1
Topic 4: Open Loop Speed Control 2
Topic 5: Closed Loop Speed Control of AC/DC Motor Using PID 4

10
4 Thourn Kosorl Digital Communication 16 16 16 Eng. 4 EAT 21 2 Topic 1: Sample and Hold 2

Topic 2: Aliasing and Multiplex Signaling 2
Topic 3: Delta and Sigma Delta Modulation 2
Topic 4: Digital Signals 2
Topic 5: Clock Regeneration (NRZ Data) 2
Topic 6: Amplitude Shift Keying (ASK) 2
Topic 7: Phase Locked Loop 2
Topic 8: Noise in Digital System 2

16
5 Ngeth Rithea Principle of Communication 32 16 16 Eng. 4 EAT 21 2 Topic 1: AM Transmitter 4

Topic 2: AM Receiver 4
Topic 3: FM Transmitter 4
Topic 4: FM Receiver 4

16
6 Bun Long Power Electronics 16 16 16 Eng. 3 - 25 4 Topic 1: Study on characteracteristics of diode, thyristor, diac and triac 2

Topic 2: Application of UJT 2
Topic 3: Uncontrolled single phase half wave and full wave rectifier 2
Topic 4: Controlled single phase half wave and full wave rectifier 2

8

7 San Sim
Electrical circuit and
Analog filter 48 16 16 Eng. 3 - 25 4 Topic 1: Thevenin and Superposition theorem 2

Topic 2: RLC circuits with DC voltage source 2
Topic 3: RLC Series Resonance 2
Topic 4: RLC parallel Resonance 2

8
10 Leng Por Power electronics Tech. 3 Topic 1: Study on characteracteristics of diode, thyristor, diac and triac 2

Topic 2: Application of UJT 2
Topic 3: Uncontrolled single phase half wave and full wave rectifier 2
Topic 4: Controlled single phase half wave and full wave rectifier 2

8
11 Chhit Chhunny Electrical circuit 48 16 16 Tech. 2 - 15 1 Topic 1: Thevenin and Superposition theorem 2

Topic 2: RLC circuits with DC voltage source 2
Topic 3: RLC Series Resonance 2
Topic 4: RLC parallel Resonance 2

8
12 Chhit Chhunny Analog electronic 48 16 16 Tech. 2 - 15 1 Topic 1: Diode characterization 2

Topic 2: Diode applications 2
Topic 3: Transistor characterization 2
Topic 4: Transistor as a switch 2
Topic 5: Common emmiter amplifier 2
Topic 6: Common collector amplifier 2
Topic 7: Class AB Power amplifier 2
Topic 8: Differential amplifier 2

16

13 Thourn Kosorl
Analog Filter Design and
Realization 16 16 16 Tech. 1 - 30 2 Topic 1: Passive RC Filter (Low-pass, High-pass, and Band-pass Filters) 4

4

14
SOEUN Somuny
Outdom Power Electronic 16 16 32 Tech. 1 - 30 2 Topic 1: Thyristor Characteristic 2

Topic 2: Thyristor on DC Circuit 2
Topic 3: Single Phase half and full wave Diodes Rectifier 2
Topic 4: Single Phase Half and Full Wave Thyristors Bridge Rectifier 4
Topic 5: Battery Charging 2
Topic 6: Optical Encoder As Feed-Back 2

14
15 Sam Savda Analog Electronic II 16 16 16 Tech. 1 - 30 2 Topic 1: Operational amplifier and applications 2

Topic 2: Integrator and differentiator using OP-AMP 2
Topic 3: Voltage comparator and Schmitt trigger 2
Topic 4: Wave form generators 4
Topic 5: Oscillator 4

14
16 Leng Por Analog Electronic I 16 16 16 Tech. 1 - 30 2 Topic 1: Diode characterization 2

Topic 2: Diode applications 2
Topic 3: Transistor characterization 2
Topic 4: Transistor as a switch 2
Topic 5: Common emmiter amplifier 2
Topic 6: Common collector amplifier 2
Topic 7: Class AB Power amplifier 2
Topic 8: Differential amplifier 2

16
17 San Sim Electrical equipments 16 16 16 Tech. 1 - 30 2 Topic 1: Lamp with different types of switches and configuration 2

Topic 2: Power factor correction for Fluorescent lamp circuit 2
Topic 3: Control system using magnetic switches with and without overload protector 4
Topic 4: Clockwise and counterclockwise control system of motor 2
Topic 5: Time delay switching 2
Topic 6: Star/Delta start up of motor 2
Topic 7: Sequential circuit with two contactors 2

16
18 San Sim Electrical circuit 32 16 16 Tech. 1 - 30 2 Topic 1: Thevenin and Superposition theorem 2

Topic 2: RLC circuits with DC voltage source 2
Topic 3: RLC Series Resonance 2
Topic 4: RLC parallel Resonance 2 8

Total hours of practices and experiments (P) 248 Total hour of practices of experiments improved/increased by the Project 174

List of subjects with improved practices and experiments (GEE/Electrical and Energy Engineering)

Nb of Hours
No. Lecturer Subject Stu/Gr List of lab topics using new equipment Hr TotalPro Year Div. Nb Gr
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ANNEX 9-2

Before, [H] Now, [H]

1 Material sciences 16 16 I3 Material sciences & Strength
of material

2 Strength of materials 0 32 I3 Material sciences & Strength
of material

3 Fluid mechanics 0 16 I3 Fluid mechanics
4 Computer programming (Matlab) 16 16 I3 Computer room
5 Computer Aid Design 32 32 I3 Computer room
6 Mechanical constructions 0 16 I4-Meca Dynamics
7 Heat exchangers 0 32 I4-Meca Thermal
8 Theory of engines 16 32 I5-Meca Internal combustion engine
9 Product design 0 32 I4-Indu Computer room

Total 80 224

List of subjects with improved practices and experiments (GIM/Industrial and Mechanical Engineering)

No. Subjects with improved practices
and experiments

Improvement of practices and
experiments Group of students Lab. related
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ANNEX 9-3

Before, [H] Now, [H]

1 Petrology and Mineralogy 0 16 I3 Preparation Room &
Microscope Laboratory

2 Structural Geology 0 0 I3 None
3 Mineral Exploration 0 0 I4 None
4 Basic Geological Mapping 0 0 I4 None
5 Mineral Processing 0 0 I5 Preparation Room

6 Petrology and Mineralogy 0 48 T2
Preparation Room, Microscope
Laboratory & X-Ray
Laboratory

7 Mineral Deposit and Exploration 0 16 T2 Microscope Laboratory
8 Mineral Processing 0 0 T2 Preparation Room

9 Technical Analysis of Minerals 0 32 T2
Preparation Room, Microscope
Laboratory & X-Ray
Laboratory

Total 0 112

List of subjects with improved practices and experiments (GGG/Geo-resources and Geotechnical Engineering)

No. Subjects with improved practices
and experiments

Improvement of practices and
experiments Group of students Lab related
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ANNEX 1�

Department Draft manual &KecNes E\ 3rofessor 
1 Microwave	AntennaBI5EAT ګ ګ
2 Motor DriveBI4EE ګ ګ
3 Digital communicationBI4EAT ګ ګ
4 Principle of CommunicationBI4EAT ګ ګ
5 Power ElectronicsBI3GEE ګ ګ
6 Electrical circuitBI3GEE ګ NA (Basic)
7 Renewable EnergyBI4EE ګ NA (Basic)
8 Power ElectronicsBT3GEE ګ ګ
9 Analog FilterBT1GEE ګ ګ

10 PowerBElectronicBT1GEE ګ ګ
11 Analog Electronic 1BT1GEE ګ ګ
12 Electrical equipmentBT1GEE ګ NA (Basic)
13 Electrical circuitBT1GEE ګ NA (Basic)
14 Electrical equipmentBI3GEE ګ NA (Basic)
15 Electrical MachineBI3GEE ګ ګ
16 Electrical MachineBT1GEE ګ ګ
17 Optical CommunicationBI5EAT ګ ګ
1 Material Sciences ګ
2 Strength of Materials ګ
3 Fluid Mechanics ګ
4 Computer Programming (Matlab) ګ ګ
5 Computer Aid Design ګ ګ
6 Mechanical Vibration ګ
7 +eat E[changers ګ
8 Thermic (+eat Transfer) ګ
9 Internal Combustion Engine ګ ګ
1 Mineralogy and  Petrography Analysis ګ
2 Mineralogical phase identification by  ;RD Technique ***ګ �

6tudent LaEorator\ Manual
6uEject for practice and e[peliment

*EE 1�

�*,M

－
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ANNEX 11-1

3eriod ,tems 4t\ 8nit 3rice
>86D@ 7otal 5emarNs

Vacuum cleaner 1 50.00�        50.00�       
Easy PIC v7 connectivity 1 149.00�      149.00�     
PIC.IT3 Programmer 2 25.00�        50.00�       
7 Segment SMA-42056 50 0.50�          25.00�       
7 Segment TOS-5621AR 10 0.60�          6.00�         
Microcontroller PIC16F887 10 3.00�          30.00�       
In Row Dupont Cable 20cm 2.54mm female 5 3.00�          15.00�       
In Row Dupont Cable 20cm 2.54mm male 5 3.00�          15.00�       
In Row Dupont Cable 20cm 2.54mm male to female 5 3.00�          15.00�       
BNC Male to Dual 4mm Banana Plug Oscilloscope Test
/ead Cable 3.5ft 10 10.00�         100.00�     
Portable Oscilloscope Probe Cable with Clip 5 10.00�        50.00�       
RG-58A/U BNC Male to Male Jumper Cable for
Oscilloscope and Function Generators 10 10.00�         100.00�     
VGA cable for monitor 10 5.00�          50.00�       
BNC adapter 5 10.00�        50.00�       
Test lead 20 10.00�        200.00�     
Micro lead 20 10.00�        200.00�     
Test clip 20 10.00�        200.00�     

1�3������ 7otal e[penses�

List of e[penses for consumaEle for *EE LaE ��1�-��1�

Semester I

Semester II

WŚŶŽŵ WĞŶŚ͕ DĂŝ ϭϭƚŚ͕ ϮϬϭϱ
�ƵŶ >ŽŶŐ
,ĞĂĚ ŽĨ ĞůĞĐƚƌŝĐĂů ĂŶĚ ĞŶĞƌŐǇ 
ĞŶŐŝŶĞĞƌŝŶŐ ĚĞƉĂƌƚŵĞŶƚ
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ANNEX 11-�

3eriod ,tems 4t\ 3rice� >86�@ 5emarNs
Iron round tube �30 12m 72.00�            
Iron round tube �35 10m 60.00�            
Iron round tube �50 5m 80.00�            
Iron square tube 35[35 6m 90.00�            
Plate steel 2mm, 1500[2000 2 sheets 90.00�            
Plate steel 4mm, 1500[2000 2 sheets 180.00�          
Metal saws 250 10 pieces 20.00�            
Metal saws 650 5 pieces 50.00�            
Soap (powder) 10 .g 20.00�            
/ubricants, 20:40 50 liters 120.00�          
/ubricant, Grease 5 .g 25.00�            
Cutting liquide 10 liters 80.00�            
Fuel, Gasoline 40 liters 45.00�            
Fuel, Gas oil 100 liters 90.00�            
/ubricants, 20:40 50 liters 120.00�          
/ubricants, 20:50 50 liters 120.00�          
/ubricant, Grease 2 .g 10.00�            
Grinding discs 125[6[22 5 bo[es 80.00�            
Cutting wheels 125 10 pieces 20.00�            
Cutting wheels 400 5 pieces 30.00�            
:elding electrod �2.5 10 bo[es 50.00�            
:elding electrod �3.5 5 bo[es 30.00�            
Iron Cable roll for MIG MAG �0.1 roll 80.00�            
Iron Cable roll for MIG MAG �1 1 roll 100.00�          
Gas O[ygen 3 bottles 24.00�            
Gas Nitrogen 1 bttle 30.00�            
Gas CO2 2 bottles 60.00�            
Gas Argone 1 bttle 30.00�            
Gas Acetylene 3 bottles 90.00�            
Refrigerant R22 2 bottles 120.00�          
Refrigerant R134 2 bottles 160.00�          
Iron square tube 10[10 10m 50.00�            
Iron square tube 35[35 3m 45.00�            
Iron round tube �10 10m 50.00�            
/iquide Nitrogene 5 liters 34.00�            
Others 300.00�          All /ab

���������     7otal e[penses�

List of e[penses for consumaEle for *,M LaE ��1�-�-1�

Semeter I

Mechanical
:orkshop

ICE /ab

:elding /ab

AirCon /ab

Material
Sciences /ab

WŚŶŽŵ WĞŶŚ͕ DĂƌĐŚ ϭϴƚŚ͕ ϮϬϭϱ
PAN Sovanna
Head, Industrial and Mechanical 
Engineering Department
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Period Items Qty Price, [US$] Remarks
Iron round tube Æ25 10m 50.00$           
Iron round tube Æ40 10m 85.00$           
Aluminium plate 15 Kg 80.00$           
Iron square tube 35x35 6m 90.00$           
Iron round tube Æ10 10m 50.00$           
Iron square tube 10x10 10m 50.00$           
Soap (powder) 10 Kg 20.00$            
Cutting liquide 10 liters 80.00$           
Iron round tube Æ30 12m 72.00$           
Iron round tube Æ35 10m 60.00$           
Iron round tube Æ50 5m 80.00$           
Iron square tube 35x35 6m 90.00$           
Plate steel 4mm, 1500x2000 2 sheets 180.00$         
Plate steel 2mm, 1500x2000 2 sheets 90.00$           
Grinding discs 125x6x22 5 boxes 80.00$           
Cutting wheels 125 10 pieces 20.00$           
Cutting wheels 400 5 pieces 30.00$           
Welding electrod Æ2.5 10 boxes 50.00$           
Welding electrod Æ3.5 5 boxes 30.00$           
Iron Cable roll for MIG MAG Æ0.8 1 roll 80.00$           
Gas Oxygen 2 bottles 16.00$           
Gas CO2 2 bottles 60.00$           
Gas Argone 1 bttle 30.00$           
Gas Acetylene 2 bottles 60.00$           
Fuel, Gasoline 20 liters 22.00$           
Fuel, Gas oil 60 liters 55.00$           
Lubricants, 20W40 50 liters 120.00$         
Lubricants, 20W50 50 liters 120.00$         
Lubricant, Grease 2 Kg 10.00$           
Coolant 4 botles 20.00$           
Others 200.00$         All Lab

2,080.00$      Total expenses

List of expenses for consumable for GIM Lab (Sem II, 2014-2015)

Semester
II

Material
Sciences Lab

Mechanical
workshop

Welding Lab

ICE Lab

WŚŶŽŵ WĞŶŚ͕ DĂǇ ϭϮƚŚ͕ ϮϬϭϱ
PAN Sovanna
Head, Industrial and Mechanical 
Engineering Department

－ 100 －



Period Items Qty Price, [US$] Remarks
Iron round tube Æ25 10m 50.00$           
Iron round tube Æ40 10m 85.00$           
Aluminium plate 15 Kg 80.00$           
Iron square tube 35x35 6m 90.00$           
Iron round tube Æ10 10m 50.00$           
Iron square tube 10x10 10m 50.00$           
Soap (powder) 10 Kg 20.00$            
Cutting liquide 10 liters 80.00$           
Iron round tube Æ30 12m 72.00$           
Iron round tube Æ35 10m 60.00$           
Iron round tube Æ50 5m 80.00$           
Iron square tube 35x35 6m 90.00$           
Plate steel 4mm, 1500x2000 2 sheets 180.00$         
Plate steel 2mm, 1500x2000 2 sheets 90.00$           
Grinding discs 125x6x22 5 boxes 80.00$           
Cutting wheels 125 10 pieces 20.00$           
Cutting wheels 400 5 pieces 30.00$           
Welding electrod Æ2.5 10 boxes 50.00$           
Welding electrod Æ3.5 5 boxes 30.00$           
Iron Cable roll for MIG MAG Æ0.8 1 roll 80.00$           
Gas Oxygen 2 bottles 16.00$           
Gas CO2 2 bottles 60.00$           
Gas Argone 1 bttle 30.00$           
Gas Acetylene 2 bottles 60.00$           
Fuel, Gasoline 20 liters 22.00$           
Fuel, Gas oil 60 liters 55.00$           
Lubricants, 20W40 50 liters 120.00$         
Lubricants, 20W50 50 liters 120.00$         
Lubricant, Grease 2 Kg 10.00$           
Coolant 4 botles 20.00$           
Others 200.00$         All Lab

2,080.00$      Total expenses

List of expenses for consumable for GIM Lab (Sem II, 2014-2015)

Semester
II

Material
Sciences Lab

Mechanical
workshop

Welding Lab

ICE Lab

WŚŶŽŵ WĞŶŚ͕ DĂǇ ϭϮƚŚ͕ ϮϬϭϱ
PAN Sovanna
Head, Industrial and Mechanical 
Engineering Department

ANNEX 11-3

3eriod ,tems 4t\ 3rice� >86�@ 5emarNs
Petropo[y 154 (500 ml) 1 set 550.00�           
Rock polishing slide glass (100 pcs) 1 bo[ 20.00�            
Carborundum abrasive C�100 2 kg 140.00�           
Carborundum abrasive C�800 1 kg 70.00�            
Carborundum abrasive C�1000 1 kg 70.00�            
Carborundum abrasive C�3000 1 kg 80.00�            
Carborundum abrasive C�4000 1 kg 90.00�            
DiaPro NapB1 (Struers) 1 bottle 200.00�           
MD-Piano 120 dia 300mm (Struers) 500 ml 1 piece 190.00�           
MD-Piano 500 dia 300mm (Struers) 1 piece 170.00�           
MD-Piano 1200 dia 300mm (Struers) 1 piece 170.00�           
Polishing cloth MD/DP-Nap dia 300 mm (Struers) 1 set 300.00�           
Cut-off wheel dia. 100-127 mm (Struers)
for Minitom machine

1 piece 250.00�           

Cut-off wheel 200[1[22 mm (Struers)
for Discoplan-TS machine

1 piece 350.00�           

4uart] sand 4 bottles 68.00�            
/ubricant (DP-/ubricant Green (water-based))
Struers

5 liters 60.00�            

/ubricant (for Minitom machine) Struers 1 liter 25.00�            
Epo[y SpeciFi[-20 1 set 200.00�           
/iquid Nitrogen 10 liters 60.00�            
Fluid inclusing thin glass 20 pieces 30.00�            
Chiler
s filter element (cartridge)
C:-10/10¡m (/ 125)

2 pieces 80.00�            

Chiler
s filter element (cartridge)
SD-10-250/10¡m (/ 250)

1 piece 50.00�            

Gas Nitrogen 1 tank (40/) 160.00�           
Gas +elium 1 tank (40/) 180.00�           
Others 300.00�           All /ab

3���3����      7otal e[penses�

List of e[penses for consumaEle for *** LaE ��1�-��1�

Year
2014-15

Sample
Preparation

/ab

Microscopy
/ab

;-Ray /ab

Petroleum /ab

Phnom Penh, April 27th, 2015
<Zz EĂůůŝƐ
,ĞĂĚ͕ 'ĞŽ‐ƌĞƐŽƵƌĐĞƐ ĂŶĚ  
'ĞŽƚĞĐŚŶŝĐĂů  �ŶŐŝŶĞĞƌŝŶŐ
�ĞƉĂƌƚŵĞŶƚ
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ANNEX 12
01‐Internship result 2014

Number
Grade

Punctuality and
concientiousness

Organization
methods

Ability to adapt‐
Use of knowledge

Initiative and self
motivation

Open‐mindedness Motivation
Social behavior and

interpersonal relationships
A 25 (64%) 21 21 26 29 28 33
B 11 (28%) 18 16 9 9 9 4
C 3 (8%) 0 2 4 1 2 2
D
E

Number
Grade

Punctuality and
concientiousness

Organization
methods

Ability to adapt‐
Use of knowledge

Initiative and self
motivation

Open‐mindedness Motivation
Social behavior and

interpersonal relationships
A 14 4 9 8 13 13 16
B 17 24 19 18 19 16 15
C 3 3 5 0 2
D
E

Number
Grade

Punctuality and
concientiousness

Organization
methods

Ability to adapt‐
Use of knowledge

Initiative and self
motivation

Open‐mindedness Motivation
Social behavior and

interpersonal relationships
A 26 19 21 23 19 25 22
B 5 11 5 9 13 4 10
C 1 2 7 1 1 4 1
D 1 1 0 0 0 0 0
E

Number
Grade

Punctuality and
concientiousness

Organization
methods

Ability to adapt‐
Use of knowledge

Initiative and self
motivation

Open‐mindedness Motivation
Social behavior and

interpersonal relationships
A 54 41 45 40 48 45 53
B 13 25 19 25 19 21 14
C 1 2 4 3 1 2 1
D
E

GEE (EE)        Total 39 internees

GEE (AT)        Total 31 internees

GGG        Total 33 internees

GIM        Total 68 internees

－
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ANNEX 13-1

No Date Meeeting agenda Venue

1 2014/1/31
(10:00-11:30)

Introduction of project activities
Checking the current status and progress

CA room

2 2014/2/26
(10:00-11:30)

Project output and means of verification
Recommendation by mid-term review team
Plan of Professorʼs dispatchment to ITC in JFY 2013 and 2014
Plan of training in Japan in JFY 2014
Procurement Plan of necessary equipment in in JFY 2014

CA room  (connected with
TIT by Skype)

3 2014/3/27
(10:00-11:30)

Project output and means of verification
Recommendation by mid-term review team
Plan of Professorʼs dispatchment to ITC in JFY 2013 and 2014
Plan of training in Japan in JFY 2014
Procurement Plan of necessary equipment in in JFY 2014

CA room  (connected with
TIT by Skype)

4 2014/5/8
(10:00-11:30)

Plan of training in Japan in JFY 2014
Plan of Professorʼs Dispatch to ITC in JFY 2013 and 2014
Procurement Plan of necessary equipment in  JFY 2014
Others

CA room  (connected with
TIT by Skype)

5 2014/6/6
(10:00-11:30)

Plan of training in Japan in JFY 2014
Plan of Professorʼs Dispatch to ITC in JFY 2013 and 2014
Procurement Plan of necessary equipment in  JFY 2014
Others

315-B (connected with TIT
by Polycom TV conference
system)

6 2014/7/15
(10:00-11:30)

Plan of training in Japan (JFY. 2014)
Plan of visit of Japanese professors (JFY. 2014)
Plan of visit of AUN professors (JFY. 2014)
Plan of equipment procurement (JFY. 2014)
Progress status of revision students laboratory manual
Progress status of preparation of equipment list and records for
maintenance Satisfaction survey for the internship program (GEE, GGG,
GIM)
Sustainability and future plans for the post-project

315-B (connected with TIT
by Polycom TV conference
system)

7 2014/8/7
(09:00-10:30)

Plan of training in Japan (JFY. 2014)
Plan of visit of Japanese professors (JFY. 2014)
Plan of equipment procurement (JFY. 2014)
Progress status of revision students laboratory manual
Progress status of preparation of equipment list and records for
maintenance Satisfaction survey for the internship program (GEE, GGG,
GIM)
Sustainability and future plans for the post-project

315-B (connected with TIT
by Polycom TV conference
system)

8 2014/10/14
(09:00-10:30)

Plan of training in Japan (JFY. 2014)
Plan of visit of Japanese professors (JFY. 2014)
Plan of equipment procurement (JFY. 2014)
The 3rd JCC (Joint Coordination Committee)

315-B (connected with TIT
by Polycom TV conference
system)

9 2014/11/18
(09:00-10:30)

PO (Plan of Operation for the project in JFY2014)
Agenda of The 3rd JCC (Joint Coordination Committee)
Outline of presentation for The 3rd JCC (3 departments)

315-B (connected with TIT
by Polycom TV conference
system)

10 2014/12/2718
(10:00-11:30)

Outline of presentation for The 3rd JCC (3 departments) 220-A

11 2015/1/27
(10:00-11:30)

Schedule in 2015
Professorʼs dispatch
Activity plan in JFY2015 (from Apr. 1st, 2015)
Others

315-B (connected with TIT
by Polycom TV conference
system)

12 2015/2/26
(10:30-12:00)

Schedule in 2015
Professorʼs dispatch
Activity plan in JFY2015 (from Apr. 1st, 2015)
Others

315-B (connected with TIT
by Polycom TV conference
system)

13 2015/3/26
(15:00-16:60)

International Consortium
Scientific Day
Project terminal evaluation

220-A

14 2014/8/7
(09:00-10:00)

Project terminal evaluation
Post project

220-A

List of project regular meeting 
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N㼛 㻰㼍㼠㼑 㻻㼎㼖㼑㼏㼠㼕㼢㼑 㼛㼒 㼠㼔㼑 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㼂㼑㼚㼡㼑

1 15㻙㻶㼍㼚㻙14 㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㻙 㼟㼑㼙㼑㼟㼠㼑㼞 1 㼑㼤㼍㼙 㼜㼞㼑㼜㼍㼞㼍㼠㼕㼛㼚 315㻙㻮

2 21㻙㻲㼑㼎㻙14 㻿㼑㼙㼑㼟㼠㼑㼞 1 㼞㼑㼟㼡㼘㼠 㼑㼢㼍㼘㼡㼍㼠㼕㼛㼚 㼏㼛㼙㼙㼕㼠㼠㼑㼑 315㻙㻮

3 12㻙M㼍㼞㻙14 㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㻙 G㼑㼚㼑㼞㼍㼘 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 315㻙㻮

4 23㻙㻭㼜㼞㻙14 㻼㼞㽴㼏㽴㼢㼡 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 315㻙㻮

5 11㻙㻶㼡㼚㻙14 㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㻙 㼟㼑㼙㼑㼟㼠㼑㼞 2 㼑㼤㼍㼙 㼜㼞㼑㼜㼍㼞㼍㼠㼕㼛㼚 315㻙㻮

6 25㻙㻶㼡㼚㻙14 㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㻙 㼜㼞㼑㼜㼍㼞㼍㼠㼕㼛㼚 㼛㼒 㼒㼕㼚㼍㼘 㼥㼑㼍㼞 㼐㼑㼒㼑㼚㼟㼑 315㻙㻮

7 18㻙㻶㼡㼘㻙14 㻿㼑㼙㼑㼟㼠㼑㼞 2 㼞㼑㼟㼡㼘㼠 㼑㼢㼍㼘㼡㼍㼠㼕㼛㼚 㼏㼛㼙㼙㼕㼠㼠㼑㼑 㼍㼚㼐 㼓㼞㼍㼐㼡㼍㼠㼕㼛㼚 㼏㼛㼙㼙㼕㼠㼠㼑㼑 315㻙㻮

8 27㻙㻭㼡㼓㻙14 㻿㼑㼘㼑㼏㼠㼕㼛㼚 㼏㼛㼙㼙㼕㼠㼠㼑㼑 㼒㼛㼞 㼥㼑㼍㼞 2 㼠㼑㼏㼔㼚㼕㼏㼕㼍㼚 㼕㼚㼠㼛 㼥㼑㼍㼞 3 㼑㼚㼓㼕㼚㼑㼑㼞 315㻙㻮

9 3㻙㻿㼑㼜㻙14 㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㻙 㼜㼞㼑㼜㼍㼞㼍㼠㼕㼛㼚 㼒㼛㼞 㼠㼔㼑 㼑㼚㼠㼞㼍㼚㼏㼑 㼛㼒 㼠㼔㼑 㼚㼑㼣 㼍㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏 㼥㼑㼍 315㻙㻮

10 19㻙㻿㼑㼜㻙14 2㼚㼐 㼟㼑㼟㼟㼕㼛㼚 㼓㼞㼍㼐㼡㼍㼠㼕㼛㼚 㼏㼛㼙㼙㼕㼠㼠㼑㼑 315㻙㻮

11 19㻙N㼛㼢㻙14 㻼㼞㽴㼏㽴㼢㼡 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 315㻙㻮

12 17㻙㻰㼑㼏㻙14 㻰㼕㼟㼏㼡㼟㼟㼕㼛㼚 㼛㼚 㼚㼑㼣 㼏㼡㼞㼞㼕㼏㼡㼘㼡㼙 㼐㼑㼢㼑㼘㼛㼜㼙㼑㼚㼠 315㻙㻮

13 21㻙㻶㼍㼚㻙15 㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 315㻙㻮

14 28㻙㻶㼍㼚㻙15 㻾㼑㼢㼕㼟㼕㼛㼚 㼛㼚 㼚㼑㼣 㼏㼡㼞㼞㼕㼏㼡㼘㼡㼙 㼐㼑㼢㼑㼘㼛㼜㼙㼑㼚㼠 315㻙㻮

15 18㻙㻲㼑㼎㻙15 㻿㼑㼙㼑㼟㼠㼑㼞 1 㼞㼑㼟㼡㼘㼠 㼑㼢㼍㼘㼡㼍㼠㼕㼛㼚 㼏㼛㼙㼙㼕㼠㼠㼑㼑 315㻙㻮

16 4㻙M㼍㼞㻙15 㻼㼞㼑㼜㼍㼞㼍㼠㼕㼛㼚 㼛㼒 㼏㼛㼚㼟㼛㼞㼠㼕㼡㼙 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 315㻙㻮

17 25㻙M㼍㼞㻙15 C㼛㼚㼟㼛㼞㼠㼕㼡㼙 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 315㻙㻮

18 22㻙㻭㼜㼞㻙15 㻼㼞㽴㼏㽴㼢㼡 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 315㻙㻮

19 28㻙㻭㼜㼞㻙15 㻼㼞㼑㼜㼍㼞㼍㼠㼕㼛㼚 㼛㼒 㼟㼏㼕㼑㼚㼠㼕㼒㼕㼏 㼐㼍㼥 315㻙㻮

㻸㼕㼟㼠 㼛㼒 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㼕㼚 GEE 㼐㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠
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N㼛 㻰㼍㼠㼑 㻻㼎㼖㼑㼏㼠㼕㼢㼑 㼛㼒 㼠㼔㼑 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㼂㼑㼚㼡㼑

1 15㻙㻶㼍㼚㻙14 㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㻙 㼟㼑㼙㼑㼟㼠㼑㼞 1 㼑㼤㼍㼙 㼜㼞㼑㼜㼍㼞㼍㼠㼕㼛㼚 315㻙㻮

2 21㻙㻲㼑㼎㻙14 㻿㼑㼙㼑㼟㼠㼑㼞 1 㼞㼑㼟㼡㼘㼠 㼑㼢㼍㼘㼡㼍㼠㼕㼛㼚 㼏㼛㼙㼙㼕㼠㼠㼑㼑 315㻙㻮

3 12㻙M㼍㼞㻙14 㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㻙 G㼑㼚㼑㼞㼍㼘 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 315㻙㻮

4 23㻙㻭㼜㼞㻙14 㻼㼞㽴㼏㽴㼢㼡 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 315㻙㻮

5 11㻙㻶㼡㼚㻙14 㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㻙 㼟㼑㼙㼑㼟㼠㼑㼞 2 㼑㼤㼍㼙 㼜㼞㼑㼜㼍㼞㼍㼠㼕㼛㼚 315㻙㻮

6 25㻙㻶㼡㼚㻙14 㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㻙 㼜㼞㼑㼜㼍㼞㼍㼠㼕㼛㼚 㼛㼒 㼒㼕㼚㼍㼘 㼥㼑㼍㼞 㼐㼑㼒㼑㼚㼟㼑 315㻙㻮

7 18㻙㻶㼡㼘㻙14 㻿㼑㼙㼑㼟㼠㼑㼞 2 㼞㼑㼟㼡㼘㼠 㼑㼢㼍㼘㼡㼍㼠㼕㼛㼚 㼏㼛㼙㼙㼕㼠㼠㼑㼑 㼍㼚㼐 㼓㼞㼍㼐㼡㼍㼠㼕㼛㼚 㼏㼛㼙㼙㼕㼠㼠㼑㼑 315㻙㻮

8 27㻙㻭㼡㼓㻙14 㻿㼑㼘㼑㼏㼠㼕㼛㼚 㼏㼛㼙㼙㼕㼠㼠㼑㼑 㼒㼛㼞 㼥㼑㼍㼞 2 㼠㼑㼏㼔㼚㼕㼏㼕㼍㼚 㼕㼚㼠㼛 㼥㼑㼍㼞 3 㼑㼚㼓㼕㼚㼑㼑㼞 315㻙㻮

9 3㻙㻿㼑㼜㻙14 㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㻙 㼜㼞㼑㼜㼍㼞㼍㼠㼕㼛㼚 㼒㼛㼞 㼠㼔㼑 㼑㼚㼠㼞㼍㼚㼏㼑 㼛㼒 㼠㼔㼑 㼚㼑㼣 㼍㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏 㼥㼑㼍 315㻙㻮

10 19㻙㻿㼑㼜㻙14 2㼚㼐 㼟㼑㼟㼟㼕㼛㼚 㼓㼞㼍㼐㼡㼍㼠㼕㼛㼚 㼏㼛㼙㼙㼕㼠㼠㼑㼑 315㻙㻮

11 19㻙N㼛㼢㻙14 㻼㼞㽴㼏㽴㼢㼡 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 315㻙㻮

12 17㻙㻰㼑㼏㻙14 㻰㼕㼟㼏㼡㼟㼟㼕㼛㼚 㼛㼚 㼚㼑㼣 㼏㼡㼞㼞㼕㼏㼡㼘㼡㼙 㼐㼑㼢㼑㼘㼛㼜㼙㼑㼚㼠 315㻙㻮

13 21㻙㻶㼍㼚㻙15 㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 315㻙㻮

14 28㻙㻶㼍㼚㻙15 㻾㼑㼢㼕㼟㼕㼛㼚 㼛㼚 㼚㼑㼣 㼏㼡㼞㼞㼕㼏㼡㼘㼡㼙 㼐㼑㼢㼑㼘㼛㼜㼙㼑㼚㼠 315㻙㻮

15 18㻙㻲㼑㼎㻙15 㻿㼑㼙㼑㼟㼠㼑㼞 1 㼞㼑㼟㼡㼘㼠 㼑㼢㼍㼘㼡㼍㼠㼕㼛㼚 㼏㼛㼙㼙㼕㼠㼠㼑㼑 315㻙㻮

16 4㻙M㼍㼞㻙15 㻼㼞㼑㼜㼍㼞㼍㼠㼕㼛㼚 㼛㼒 㼏㼛㼚㼟㼛㼞㼠㼕㼡㼙 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 315㻙㻮

17 25㻙M㼍㼞㻙15 C㼛㼚㼟㼛㼞㼠㼕㼡㼙 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 315㻙㻮

18 22㻙㻭㼜㼞㻙15 㻼㼞㽴㼏㽴㼢㼡 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 315㻙㻮

19 28㻙㻭㼜㼞㻙15 㻼㼞㼑㼜㼍㼞㼍㼠㼕㼛㼚 㼛㼒 㼟㼏㼕㼑㼚㼠㼕㼒㼕㼏 㼐㼍㼥 315㻙㻮

㻸㼕㼟㼠 㼛㼒 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㼕㼚 GEE 㼐㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠
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㻰㼍㼠㼑 㻰㼑㼟㼏㼞㼕㼜㼠㼕㼛㼚 㻼㼍㼞㼠㼕㼏㼕㼜㼍㼚㼠㼟 㼂㼑㼚㼡㼑

2014㻛1㻛15 M㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㼣㼕㼠㼔 㼞㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔㼑㼞㻘 㼒㼞㼛㼙 14㻦00 㼠㼛 16㻦30 㻭㼘㼘 㼞㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔㼑㼞㼟 GIM 212㻙㻮

2014㻛2㻛4

M㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㻼㼞㼑㻙CE㼂㼁 㼣㼕㼠㼔 㼟㼠㼡㼐㼑㼚㼠㼟 GIM㻘 14㻦00㻙17㻦00 㻭㼘㼘 㼐㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼘㼑㼏㼠㼡㼞㼑㼞㼟 㼍㼚㼐
㼞㼑㼜㼞㼑㼟㼑㼚㼠㼍㼠㼕㼢㼑 㼛㼒 㼟㼠㼡㼐㼑㼚㼠㼟 GIM 212㻙㻮

2014㻛2㻛24 㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓㻘 㼒㼞㼛㼙 14㻦00 㼠㼛 17㻦00
㻭㼘㼘 㼐㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼘㼑㼏㼠㼡㼞㼑㼞㼟

212㻙㻮

2014㻛5㻛2 M㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㼣㼕㼠㼔 㼘㼍㼎 㼟㼠㼍㼒㼒㼟 㼍㼚㼐 㼘㼑㼏㼠㼡㼞㼑㼞㼟 GIM㻘 9㻦00 㼠㼛 11㻦00 㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼟㼠㼍㼒㼒㼟 㼍㼚㼐 㼘㼑㼏㼠㼡㼞㼑㼞㼟 212㻙㻮

2014㻛5㻛27
M㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㼣㼕㼠㼔 㼥㼑㼍㼞 3 GIM 㼟㼠㼡㼐㼑㼚㼠㼟㻘 9㻦00㻙11㻦00 㻸㼑㼏㼠㼡㼞㼑㼞㼟 GIM 㼍㼚㼐 㼅㼑㼍㼞 3

㼟㼠㼡㼐㼑㼚㼠㼟
C㼛㼚㼒㼑㼞㼑㼚㼏㼑 㼞㼛㼛㼙

2014㻛6㻛5
㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓㻘 㼒㼞㼛㼙 14㻦00 㼠㼛 17㻦00 㻭㼘㼘 㼐㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼘㼑㼏㼠㼡㼞㼑㼞㼟

212㻙㻮

2014㻛8㻛1 㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓㻘 㼒㼞㼛㼙 14㻦00 㼠㼛 17㻦00
㻭㼘㼘 㼐㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼘㼑㼏㼠㼡㼞㼑㼞㼟 212㻙㻮

2014㻛9㻛25
㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓㻘 㼒㼞㼛㼙 14㻦00 㼠㼛 17㻦00 㻭㼘㼘 㼐㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼘㼑㼏㼠㼡㼞㼑㼞㼟

212㻙㻮

2014㻛10㻛7
M㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㻼㼞㼑㻙㻶㼡㼞㼥 㼕㼚 㼠㼔㼑 㼐㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠㻘 14㻦00㻙17㻦00 㻭㼘㼘 㼐㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼘㼑㼏㼠㼡㼞㼑㼞㼟

212㻙㻮

2014㻛11㻛6
㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓㻘 㼒㼞㼛㼙 14㻦00 㼠㼛 17㻦00 㻭㼘㼘 㼐㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼘㼑㼏㼠㼡㼞㼑㼞㼟

212㻙㻮

2014㻛11㻛19 㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㻼㼞㼑㻙CE㼂㼁㻘 㼒㼞㼛㼙 14㻦00 㼠㼛 17㻦00
㻭㼘㼘 㼐㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼘㼑㼏㼠㼡㼞㼑㼞㼟 㼍㼚㼐
㼞㼑㼜㼞㼑㼟㼑㼚㼠㼍㼠㼕㼢㼑 㼛㼒 㼟㼠㼡㼐㼑㼚㼠㼟 GIM 212㻙㻮

2014㻛12㻛3
㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓㻘 㼒㼞㼛㼙 14㻦00 㼠㼛 17㻦00 㻭㼘㼘 㼐㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼘㼑㼏㼠㼡㼞㼑㼞㼟

212㻙㻮

2015㻛1㻛21
㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 GIM M㼑㼑㼠㼕㼚㼓㻘 14㻦00㻙17㻦00 㻭㼘㼘 㼐㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼘㼑㼏㼠㼡㼞㼑㼞㼟 212㻙㻮

2015㻛2㻛26
㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 M㼑㼑㼠㼕㼚㼓㻘 14㻦00㻙17㻦00 㻭㼘㼘 㼐㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼘㼑㼏㼠㼡㼞㼑㼞㼟 212㻙㻮

2015㻛4㻛22
M㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㻼㼞㼑㻙CE㼂㼁 㼣㼕㼠㼔 㼟㼠㼡㼐㼑㼚㼠㼟 GIM㻘 14㻦00㻙17㻦00 㻭㼘㼘 㼐㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㼘㼑㼏㼠㼡㼞㼑㼞㼟 㼍㼚㼐

㼞㼑㼜㼞㼑㼟㼑㼚㼠㼍㼠㼕㼢㼑 㼛㼒 㼟㼠㼡㼐㼑㼚㼠㼟 GIM
212㻙㻮
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㻭NNE㼄 13㻙4

㻰㼍㼠㼑 㻭㼓㼑㼚㼐㼍 㻼㼍㼞㼠㼕㼏㼕㼜㼍㼚㼠㼟 㼂㼑㼚㼡㼑

2014㻛1㻛22 㻾㼑㼏㼞㼡㼕㼠㼙㼑㼚㼠 㼛㼒 㼘㼑㼏㼠㼡㼞㼑㼞㼟

㻷㻾㼅 N㼍㼘㼘㼕㼟㻘 㼂㻭M㻻E㼁㻾N N㼕㼙㼛㼘㻘
㻼㻴㻭T 㻮㼛㼚㼑㻘 㻷㻻NG 㻿㼍㼚㼓㼢㼍㻘
㻿I㻻 㻿㼞㼑㼥㼙㼑㼍㼚㻘 C㻴E㻭 㻿㼍㼙㼚㼑㼍㼚㼓㻘
㻮㼁N 㻷㼕㼙 N㼓㼡㼚㻘 㻼IC㻴 㻮㼡㼚㼏㼔㼛㼑㼡㼚

103㻙㻮

2014㻛3㻛19
㻼㼞㼛㼜㼛㼟㼍㼘 㼒㼛㼞 㼞㼑㼓㼕㼛㼚㼍㼘 㼏㼛㼚㼒㼑㼞㼑㼚㼏㼑 㼕㼚 㼓㼑㼛㼘㼛㼓㼥
㻰㼕㼟㼏㼕㼜㼘㼕㼚㼍㼞㼥 㼕㼚 㼐㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼞㼑㼚㼠

㻷㻾㼅 N㼍㼘㼘㼕㼟㻘 㼂㻭M㻻E㼁㻾N N㼕㼙㼛㼘㻘
㻼㻴㻭T 㻮㼛㼚㼑㻘 㻷㻻NG 㻿㼍㼚㼓㼢㼍㻘
㻿I㻻 㻿㼞㼑㼥㼙㼑㼍㼚㻘 C㻴E㻭 㻿㼍㼙㼚㼑㼍㼚㼓㻘
㻮㼁N 㻷㼕㼙 N㼓㼡㼚㻘 㻼IC㻴 㻮㼡㼚㼏㼔㼛㼑㼡㼚

103㻙㻮

2014㻛5㻛28
㻾㼑㼏㼞㼡㼕㼠㼙㼑㼚㼠 㼛㼒 㼙㼍㼟㼠㼑㼞 㼟㼠㼡㼐㼑㼚㼠㼟 㼒㼞㼛㼙T㼔㼍㼕㼘㼍㼚㼐
㻲㼕㼚㼍㼘 㼑㼤㼍㼙 㼛㼒 2㼚㼐 㼟㼑㼙㼑㼟㼠㼑㼞
㻰㼑㼒㼑㼚㼟㼑 㼛㼒 T2 㼍㼚㼐 I5

㻷㻾㼅 N㼍㼘㼘㼕㼟㻘 㼂㻭M㻻E㼁㻾N N㼕㼙㼛㼘㻘
㻼㻴㻭T 㻮㼛㼚㼑㻘 㻷㻻NG 㻿㼍㼚㼓㼢㼍㻘
㻿I㻻 㻿㼞㼑㼥㼙㼑㼍㼚㻘 C㻴E㻭 㻿㼍㼙㼚㼑㼍㼚㼓㻘
㻮㼁N 㻷㼕㼙 N㼓㼡㼚㻘 㻼IC㻴 㻮㼡㼚㼏㼔㼛㼑㼡㼚

103㻙㻮

2014㻛8㻛12

㻾㼑㼏㼞㼡㼕㼠㼙㼑㼚㼠 㼛㼒 㼘㼑㼏㼠㼡㼞㼑㼞㼟
M㼛㼐㼕㼒㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚 㼛㼒 㼍㼟㼟㼛㼏㼕㼍㼠㼑 㼐㼑㼓㼞㼑㼑 㼜㼞㼛㼓㼞㼍㼙
T㼑㼍㼏㼔㼕㼚㼓 㼔㼛㼡㼞㼟 㼛㼒 㼘㼑㼏㼠㼡㼞㼑㼞㼟
㻾㼑㼟㼡㼘㼠 㼛㼒 2㼚㼐 㼐㼑㼒㼑㼚㼟㼑

㻷㻾㼅 N㼍㼘㼘㼕㼟㻘 㼂㻭M㻻E㼁㻾N N㼕㼙㼛㼘㻘
㻼㻴㻭T 㻮㼛㼚㼑㻘 㻷㻻NG 㻿㼍㼚㼓㼢㼍㻘
㻿I㻻 㻿㼞㼑㼥㼙㼑㼍㼚㻘 C㻴E㻭 㻿㼍㼙㼚㼑㼍㼚㼓㻘
㻮㼁N 㻷㼕㼙 N㼓㼡㼚㻘 㻼IC㻴 㻮㼡㼚㼏㼔㼛㼑㼡㼚

103㻙㻮

2014㻛10㻛8 㻰㼕㼟㼏㼕㼜㼘㼕㼚㼍㼞㼥 㼕㼚 㼐㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠

㻷㻾㼅 N㼍㼘㼘㼕㼟㻘 㼂㻭M㻻E㼁㻾N N㼕㼙㼛㼘㻘
㻼㻴㻭T 㻮㼛㼚㼑㻘 㻷㻻NG 㻿㼍㼚㼓㼢㼍㻘
㻿I㻻 㻿㼞㼑㼥㼙㼑㼍㼚㻘 C㻴E㻭 㻿㼍㼙㼚㼑㼍㼚㼓㻘
㻮㼁N 㻷㼕㼙 N㼓㼡㼚㻘 㻼IC㻴 㻮㼡㼚㼏㼔㼛㼑㼡㼚
㻻㻾 C㼔㼍㼚㼙㼛㼘㼥㻘 㼅㻻㻿 㻼㼔㼍㼚㼥

103㻙㻮

2014㻛12㻛3
㻶㼍㼜㼍㼚㼑㼟㼑 㼜㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞㼟 㼐㼕㼟㼜㼍㼠㼏㼔
㻶CC 㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓 㼛㼚 㻰㼑㼏. 19
㻿㼏㼔㼛㼛㼘 㼛㼚 㼠㼔㼑 㼙㼛㼢㼑

㻷㻾㼅 N㼍㼘㼘㼕㼟㻘 㼂㻭M㻻E㼁㻾N N㼕㼙㼛㼘㻘
㻼㻴㻭T 㻮㼛㼚㼑㻘 㻷㻻NG 㻿㼍㼚㼓㼢㼍㻘
㻿I㻻 㻿㼞㼑㼥㼙㼑㼍㼚㻘 C㻴E㻭 㻿㼍㼙㼚㼑㼍㼚㼓㻘
㻮㼁N 㻷㼕㼙 N㼓㼡㼚㻘 㻼IC㻴 㻮㼡㼚㼏㼔㼛㼑㼡㼚
㻻㻾 C㼔㼍㼚㼙㼛㼘㼥㻘 㼅㻻㻿 㻼㼔㼍㼚㼥

103㻙㻮

2015㻛1㻛15 㻼㼞㼛㼜㼛㼟㼍㼘 㼒㼛㼞 㼞㼑㼓㼕㼛㼚㼍㼘 㼏㼛㼚㼒㼑㼞㼑㼚㼏㼑 㼕㼚 㼓㼑㼛㼘㼛㼓㼥

㻷㻾㼅 N㼍㼘㼘㼕㼟㻘 㼂㻭M㻻E㼁㻾N N㼕㼙㼛㼘㻘
㻼㻴㻭T 㻮㼛㼚㼑㻘 㻷㻻NG 㻿㼍㼚㼓㼢㼍㻘
㻿I㻻 㻿㼞㼑㼥㼙㼑㼍㼚㻘 C㻴E㻭 㻿㼍㼙㼚㼑㼍㼚㼓㻘
㻮㼁N 㻷㼕㼙 N㼓㼡㼚㻘 㻼IC㻴 㻮㼡㼚㼏㼔㼛㼑㼡㼚

103㻙㻮

2015㻛3㻛5
M㼛㼐㼕㼒㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚 㼛㼒 㼏㼡㼞㼞㼕㼏㼡㼘㼡㼙
I㼚㼠㼑㼞㼚㼟㼔㼕㼜 㼛㼜㼜㼛㼞㼠㼡㼚㼕㼠㼥 㼕㼚 㻶㼍㼜㼍㼚

㻷㻾㼅 N㼍㼘㼘㼕㼟㻘   㻿I㻻 㻿㼞㼑㼥㼙㼑㼍㼚㻘
C㻴E㻭 㻿㼍㼙㼚㼑㼍㼚㼓㻘 㻮㼁N 㻷㼕㼙 N㼓㼡㼚㻘
㻻㻾 C㼔㼍㼚㼙㼛㼘㼥㻘 㼅㻻㻿 㻼㼔㼍㼚㼥

103㻙㻮

2015㻛3㻛18
M㼛㼐㼕㼒㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚 㼛㼒 㼟㼠㼡㼐㼥 㼜㼞㼛㼓㼞㼍㼙
㻾㼡㼘㼑 㼍㼚㼐 㼞㼑㼓㼡㼘㼍㼠㼕㼛㼚 㼒㼛㼞 㻸㼍㼎. C㼛㼚㼐㼕㼠㼕㼛㼚㼟 㼍㼚㼐 㼞㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔㼑㼞㼟 㼛㼒
㼐㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠 㻾㼡㼘㼑 㼍㼚㼐 㼞㼑㼓㼡㼘㼍㼠㼕㼛㼚 㼒㼛㼞 㼍㼐㼢㼕㼟㼛㼞 㼛㼒 㼒㼕㼚㼍㼘 㼥㼑㼍㼞 㼟㼠㼡㼐㼑㼚㼠

㻷㻾㼅 N㼍㼘㼘㼕㼟㻘 㼂㻭M㻻E㼁㻾N N㼕㼙㼛㼘㻘
㻼㻴㻭T 㻮㼛㼚㼑㻘  㻿I㻻 㻿㼞㼑㼥㼙㼑㼍㼚㻘
C㻴E㻭 㻿㼍㼙㼚㼑㼍㼚㼓㻘 㻮㼁N 㻷㼕㼙 N㼓㼡㼚㻘
㻼IC㻴 㻮㼡㼚㼏㼔㼛㼑㼡㼚㻘 㻻㻾 C㼔㼍㼚㼙㼛㼘㼥㻘
㼅㻻㻿 㻼㼔㼍㼚㼥

103㻙㻮

2015㻛3㻛25 㻾㼡㼘㼑 㼍㼚㼐 㼞㼑㼓㼡㼘㼍㼠㼕㼛㼚 㼒㼛㼞 㼍㼐㼢㼕㼟㼛㼞 㼛㼒 㼒㼕㼚㼍㼘 㼥㼑㼍㼞 㼟㼠㼡㼐㼑㼚㼠

㻷㻾㼅 N㼍㼘㼘㼕㼟㻘 㼂㻭M㻻E㼁㻾N N㼕㼙㼛㼘㻘
㻼㻴㻭T 㻮㼛㼚㼑㻘  㻿I㻻 㻿㼞㼑㼥㼙㼑㼍㼚㻘
C㻴E㻭 㻿㼍㼙㼚㼑㼍㼚㼓㻘 㻮㼁N 㻷㼕㼙 N㼓㼡㼚㻘
㻼IC㻴 㻮㼡㼚㼏㼔㼛㼑㼡㼚㻘 㻻㻾 C㼔㼍㼚㼙㼛㼘㼥㻘
㼅㻻㻿 㻼㼔㼍㼚㼥

103㻙㻮
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カンボジア工科大学教育能力向上プロジェクトの終了時評価調査の一環として ,7&、日

本側専門家双方に簡易なアンケート調査を実施いたします。このアンケートは、プロジ

ェクトの現状を把握すると同時に、プロジェクト終了後の課題を明確にし、7,& の今後

の活動のための教訓として活用させて㡬きます。ご協力よろしくお願い致します。	

	

回答者：	

所属：	

支援対象学科：	

	

�	プロジェクト全般の効率性・プロセスについて	

��� プロジェクトの枠組み�3URMHFW	'HVLJQ	0DWUL[�	3'0�における、プロジェクト目標

や成果�指標について	

$�	十分理解している	�		�	 	 %�	ある程度理解している		�	 	�	

&�	担当部分だけ理解している	�		�		'�	わからない	�		�	

	

���	実施内容・量に対してプロジェクトの期間は、	

	 $�	妥当である	 （	 ）			%�	ある程度妥当である	 �	 �	

	 &�	あまり十分でない（	 ）	'�	非常に足りない	�			�	

【&、' と回答された場合】	 主な理由はなんでしࡻうか。	

	

	

	

���	専門家派遣の期間とタイミングは、	

	 $�	十分である	 （	 ）	 %�	ある程度足りている	 �	 �	

	 &�	不足している	 （	 ）	'�	非常に足りない		�		�	

【&、㹂と回答された場合】	 主な理由はなんでしࡻうか。また、改善すべき点があれ

ばご記入ください。	

	

	

	

���	機材投入の量とタイミングは、	

	 $�	十分である	 （	 ）	 %�	ある程度足りている	 �	 �	

	 &�	不足している	 （	 ）	'�	非常に足りない		�		�	
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【&、' と回答された場合】	 主な理由はなんでしࡻうか。また、改善すべき点があれ

ばご記入ください。	

	

	

	

���	カンボジア側教員の本邦研修の期間とタイミングは、	

	 $�	十分である	 （	 ）	 %�	ある程度足りている	 �	 �	

	 &�	不足している	 （	 ）	'�	非常に足りない		�		�	

【&、' と回答された場合】	 主な理由はなんでしࡻうか。また、改善すべき点があれ

ばご記入ください。	

	

	

	

���	カンボジア側教員の本邦研修は全体的に、	

$�	非常に有効だった	 （	 ）	 %�	ある程度有効だった	 �		�	

	 &�	あまり有効でなかった	 （	 ）	'�	有効でなかった		�		�	

	

��� 本邦研修について、特にどのようなケースで有効性が高く、どのようなケースで

あまり有効でなかったか、お気付きの点があればご記入ください。また、研修の

効果を高める必要のある点があれば、合わせてご記入ください。 

 

 

	

	

	

	

���	,7& について	

	 $�	受入・実施体制に問題・困難はなかった	 （	 ）	

	 %�	受入・実施体制に問題・困難があった	 （	 ）	

【%と回答された方へ】	 どんな問題・困難があったでしࡻうか。また、改善すべき点

があればご記入ください。	
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���	カウンターパートとのコミュニケーション	

$�	非常に円滑	 （		）	 %�	ある程度円滑	 （	 ）	

&�	あまり円滑ではない	�		�	 	 	 '�	大きな問題がある	�		�	

【&、' と回答された方へ】	 どんな問題・困難があったでしࡻうか。また、改善すべ

き点があればご記入ください。	

	

����	日本人専門家間（プロジェクト全体）のコミュニケーション・連携	

$�	非常に円滑	 （		）	 %�	ある程度円滑	 （	 ）	

&�	あまり円滑ではない	�		�	 	 	 '�	大きな問題がある	�		�	

【&、' と回答された方へ】	 どんな問題・困難があったでしࡻうか。また、改善すべ

き点があればご記入ください。	

	

����	日本人専門家間（学科内）のコミュニケーション・連携	

$�	非常に円滑	 （		）	 %�	ある程度円滑	 （	 ）	

&�	あまり円滑ではない	�		�	 	 	 '�	大きな問題がある	�		�	

【&、' と回答された方へ】	 どんな問題・困難があったでしࡻうか。また、改善すべ

き点があればご記入ください。	

	

����	カウンターパートの意欲	
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$�	非常に高い	 （	 ）	 %�	ある程度高い	 （	 ）	

&�	あまり高くない	�		�	 	 	 '�	低い	 �		�	

【&、' と回答された方へ】	 どんなことが原因となっているでしࡻうか。	

����	カウンターパートの理解度・技術移転の効果	

$�	非常に高い	 （		）	 %�	ある程度高い	 （	 ）	

&�	あまり高くない	�		�	 	 	 '�	低い	 �		�	

【&、' と回答された方へ】	 どんなことが原因となっているでしࡻうか。	

	

����	本プロジェクトの円滑な促進上、特によかった点（促進要因）はなんでしࡻうか。	

	

����	本プロジェクトを円滑に促進する上で、特に課題・問題であったことはなんでし

上記�	うかࡻ ���	̽	��� 以外で�	

	

�	プロジェクトの効果	

����� ご担当の教科について、「より実習・実験を重視したコースワーク改善」は、	
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$� 当初の目標を達成する見込み			�		�				%�	ある程度達成			�	�	

&�	達成する見込みは低い	�		�		'�	達成できない	�		�	

【&�'�と回答された方へ】どんなことが原因となっているでしࡻうか。	

	

�����	これまでのコースワーク改訂の進捗状況とプロジェクト終了までの改訂スケジ

ュールについて簡単にご説明ください。	

	

�����	ご担当の教科について、「,7& 教員の教授法の改善」は、	

$� 非常に順調			�		�				%�	ある程度順調			�	 	�	

&�	遅れ気味である	�		�		'�	かなり遅れている	�		�	

遅れている場合、どんなことが原因となっているでしࡻうか。	

�����	これまでの 0RGHO	7HDFKLQJ の指導方法や内容と今後の取組みについて簡単にご
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説明下さい。	

	

���	ご担当の教科について、「実習・実験機材の適切な活用」は、	

$� 非常に順調			�		�				%�	ある程度順調			�	 �	

&�	遅れ気味である	�		�		'�	かなり遅れている	�		�	

【&、' と回答された方へ】	 どんなことが原因となっているでしࡻうか	

	

�	プロジェクトの成果を今後更に高めるために特に重視するべきことや、プロジェクト

が終了後、,7& の目指すべき方向性など、ご意見・コメントをお願いいたします。	

	

	

	

	

	

	

	

ご協力ありがとうございました。	
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㉁ၥ⚊㞟ィ⤖ᯝ

ᅜෆᨭᏛᩍဨ䠄ྜィ37ྡ䠅䜈䛾㉁ၥ⚊ㄪᰝ㞟ィ
ᑐ㇟⪅ ᅇ⟅⪅ ㏉༷↓ ᅇ⋡

GEE 12 7 5 58.3㻑
GIM 13 7 6 53.8㻑
GGG 12 7 5 58.3㻑
ྜィ 37 21 16 56.8㻑

㞟ィ⤖ᯝ䚷䠄㉁ၥ⚊㏉㏦⪅21ྡ䜢ẕᩘ䛸䛧䛶ィ⟬䠅 䠆䛭䛾䠙グධ↓䚸䛂ᅇ⟅䛷䛝䛺䛔䛃➼

䠆㑅ᢥᘧᅇ⟅グ㏙ḍ䛿ྰᐃⓗᅇ⟅䛾⌮⏤䛚䜘䜃䝁䝯䞁䝖

1 䝥䝻䝆䜵䜽䝖⯡䛾ຠ⋡ᛶ䞉䝥䝻䝉䝇䛻䛴䛔䛶
A B C D 䛭䛾 ྜィ

N 8 9 4 0 0 21
㻑 38.1㻑 42.9㻑 19.0㻑 0.0㻑 0.0㻑 100.0㻑

A B C D 䛭䛾 ྜィ
N 8 9 3.5 0.5 0 21
㻑 38.1㻑 42.9㻑 16.7㻑 2.4㻑 0.0㻑 100.0㻑

A B C D 䛭䛾 ྜィ
N 6 9 4 1 1 21
㻑 28.6㻑 42.9㻑 19.0㻑 4.8㻑 4.8㻑 100.0㻑

A B C D 䛭䛾 ྜィ
N 3 10 6 0 2 21
㻑 14.3㻑 47.6㻑 28.6㻑 0.0㻑 9.5㻑 100.0㻑

A B C D 䛭䛾 ྜィ
N 4 10 4 0 3 21
㻑 19.0㻑 47.6㻑 19.0㻑 0.0㻑 14.3㻑 100.0㻑

A B C D 䛭䛾 ྜィ
N 8 8 0 0 5 21
㻑 38.1㻑 38.1㻑 0.0㻑 0.0㻑 23.8㻑 100.0㻑

㉁ၥ⚊ᅇ≧ἣ
䠆䝏䞊䝣䜰䝗䝞䜲䝄䞊䛻䛴䛔䛶䛿ู㏵䚸グ㏙ᘧ䛾䝥䝻䝆䜵䜽䝖⮬ᕫホ౯ㄪᰝ䜢ᐇ䛧䛯䛯䜑䚸ᮏ
㉁ၥ⚊ㄪᰝᑐ㇟⪅䛛䜙㝖䛔䛶䛒䜛䚹

1.4 ᶵᮦᢞධ䛾㔞䛸䝍䜲䝭䞁䜾䛿䠖
A. ༑ศ䛷䛒䜛䚸䚷B. 䛒䜛⛬ᗘ㊊䜚䛶䛔䜛䚸 C. ㊊䛧䛶䛔䜛䚸 D. 㠀ᖖ䛻㊊䜚䛺䛔

1.5 䜹䞁䝪䝆䜰ഃᩍဨ䛾ᮏ㑥◊ಟ䛾ᮇ㛫䛸䝍䜲䝭䞁䜾䛿䠖
A. ༑ศ䛷䛒䜛䚸䚷B. 䛒䜛⛬ᗘ㊊䜚䛶䛔䜛䚸 C. ㊊䛧䛶䛔䜛䚸 D. 㠀ᖖ䛻㊊䜚䛺䛔

1.6 䜹䞁䝪䝆䜰ഃᩍဨ䛾ᮏ㑥◊ಟ䛿యⓗ䛻䠖
A. 㠀ᖖ䛻᭷ຠ䛰䛳䛯䚸䚷B. 䛒䜛⛬ᗘ᭷ຠ䛰䛳䛯䚸C. 䛒䜎䜚᭷ຠ䛷䛺䛛䛳䛯䚸 D. ᭷ຠ䛷䛺䛛䛳䛯

1.1 䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾ᯟ⤌䜏( PDM)䛻䛚䛡䜛䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖┠ᶆ䜔ᡂᯝ/ᣦᶆ䛻䛴䛔䛶䠖
A. ༑ศ⌮ゎ䛧䛶䛔䜛䚸B. 䛒䜛⛬ᗘ⌮ゎ䛧䛶䛔䜛䚸C. ᢸᙜ㒊ศ䛰䛡⌮ゎ䛧䛶䛔䜛䚸  D. 䜟䛛䜙䛺䛔

1.2 ᐇෆᐜ䞉㔞䛻ᑐ䛧䛶䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾ᮇ㛫䛿䠖
A. ጇᙜ䛷䛒䜛䚸  B. 䛒䜛⛬ᗘጇᙜ䛷䛒䜛䚸C. 䛒䜎䜚༑ศ䛷䛺䛔䚸䚷 D. 㠀ᖖ䛻㊊䜚䛺䛔
䠆ୖグ1.2䛷䛂CD䛃䛸ᅇ⟅䛧䛯1ྡ䛻䛴䛔䛶䛿䚸ྛN㻩0.5䛸䛧䛯䚹

1.3 ᑓ㛛ᐙὴ㐵䛾ᮇ㛫䛸䝍䜲䝭䞁䜾䛿䠖
A. ༑ศ䛷䛒䜛䚸䚷B. 䛒䜛⛬ᗘ㊊䜚䛶䛔䜛䚸 C. ㊊䛧䛶䛔䜛䚸 D. 㠀ᖖ䛻㊊䜚䛺䛔

GEE
᪥ᮏ䛷䛾◊ಟᣦᑟ䛸⌧ᆅ䛷䛾◊ಟᣦᑟ䛾୧᪉䛻䛚䛔䛶ᐇ䛷䛝䛯Ⅼ䛜᭷ຠ䛷䛒䜛䚹Ꮫ⏕⮬㌟䛜㠀ᖖ䛻䜔䜛Ẽ䛜䛒䛳䛯䛾䛷䚸⯆䜔ዲወᚰ䛾ᣢ䛶䜛ᐇ
㦂ᐇ⩦⎔ቃ䛻䛧䛶䛔䛡䜀䚸䜘䜚ຠᯝ䛜㧗䜎䜛䛸ᛮ䛖䚹䜎䛯䚸᪥ᮏ䛾䜔䜚᪉䜢㒊ཷ䛡ධ䜜䜛䛾䛷䛿䛺䛟䚸᪥ᮏ䛾䜔䜚᪉䛷Ⰻ䛔㒊ศ䜢⮬䜙䜰䝺䞁䝆䛩䜛ᚲ
せ䛜䛒䜛䚹
ᑓ㛛ศ㔝䛜㏆䛔ᩍဨ䛸䛾ὶ䛜㠀ᖖ䛻᭷ព⩏䛷䛒䛳䛯䛸⪃䛘䜙䜜䜛䛾䛷䚸┤᥋䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻㛵ಀ䛩䜛ᩍဨ䛾䚸ᵝ䚻䛺ே䚻䛸ྜ䛖ᶵ䠄Ꮫෆ䛷䛾
ྜ䚸Ꮫ➼䜈ཧຍ䛩䜛ᶵ䠅䛜ᐇ䛧䛶䛔䜛䛸䛥䜙䛻䜘䛔䛸ᛮ䜟䜜䜛䚹◊ಟ๓䠄Ώ⯟๓䠅䛾๓◊ಟ䠄䜹䞁䝪䝆䜰ഃ䚸᪥ᮏഃ᪉䠅䜢వ⿱䜢ᣢ䛳䛶⾜䛖䛾䜒
୍䛴䛾᪉ἲ䛸⪃䛘䜙䜜䜛䚹
䛣䜜䛛䜙⾜䛖䛾䛷䜟䛛䜚䜎䛫䜣䚹

పᏛᖺ䛾ᨵၿຠᯝ䜢ぢ䛶㧗Ꮫᖺ䛾ᨵၿ䜢⾜䛖䜘䛖䛺㛫䛿䛺䛛䛳䛯䜘䛖䛻ᛮ䜟䜜䜛䚹䜎䛯䠈ᩍ⫱ຠᯝ䜢☜ㄆ䛧䛶ᨵၿ䜢⾜䛖䛻䛿䜘䜚㛫䛜ᚲせ䚹(GEE)
䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛾⟇ᐃ䛻䛴䛔䛶䛿䠈⟇ᐃ䛰䛡䛷䜒䠍ᖺ⛬ᗘ䛿ᚲせ䛷䛒䜚䠈ᩍᮦసᡂ䜔ᐇ㦂ᶵჾ䛾㑅ᐃ䛺䛹䜒ྵ䜑䜛䛸䠎䡚䠏ᖺ䛿ᚲせ䛷䛒䜛䛸⪃䛘䜛䚹᭦
䛻䚸䛭䛾㐠⏝䛜┠ᶆ㏻䜚䛻⾜䜟䜜䜛䛛䛹䛖䛛䜢☜ㄆ䛩䜛䝥䝻䝉䝇䜒ᚲせ䛷䛒䜚䠈య䛷䛿䜒䛖䠎ᖺ⛬ᗘ䛿ᚲせ䛷䛿䛺䛔䛛䛸⪃䛘䜛䚹䜰䝣䝍䞊䜿䜰䛺䛹䛾䝇
䜻䞊䝮䛷㠀䚸䛭䛾䛣䛸䜒ぢ䛶㡬䛡䜛䛸Ⰻ䛔䛸⪃䛘䜛䚹(GEE)
ᶵᲔຍᕤᢏ⾡䚸タഛ䛜༑ศ䛷䛺䛔䛯䜑䝥䝻䝆䜵䜽䝖ᮇ㛫䛜▷䛔䚹(GIM)
ᆅ㉁䞉㈨※ᕤᏛ䛾䜘䛖䛺䛷䛝䛯䜀䛛䜚䛾Ꮫ⛉䜒䛒䜚䚸䜎䛯䚸⣡ධ䛥䜜䛯タഛ䛾⏝䛾䝣䜷䝻䞊䜰䝑䝥䜒㔜せ䛷䛒䜚䚸Ꮫᖺ㐍⾜䜢⪃䛘䛶䜒䛒䛸ᩘᖺ䛾䝥䝻
䝆䜵䜽䝖䛾⥅⥆䛜ᮃ䜎䛧䛔䚹(GGG)

ὴ㐵⪅䛜ከᛁ䛺䛯䜑䚸ᮇ㛫䜒▷䛟䚸ᮇ䜒㐜䛟䛺䛳䛶䛧䜎䛳䛯(GEE)
䝍䜲䝭䞁䜾䠖ண⟬䛾⏝䛾᪉䜢Ỵ䜑䜛๓䛻༑ศ䛺ᮇ㛫ὴ㐵䛩䜉䛝(GIM)
ᮇ㛫䠖᪥ᮏഃ䛾ᩍဨ䜈䛾䝃䝫䞊䝖䛜㊊䛧䛶䛚䜚䠈༑ศ䛺ᮇ㛫ఛ䛘䛺䛔(GIM)
㉎ධᶵᮦ䛾᳨ウ䛛䜙ᑓ㛛ᐙ䛜ཧຍ䛧䛯᪉䛜䜘䛔䚹(GIM)㉎ධᶵᮦ䛾᳨ウ䛛䜙ᑓ㛛ᐙ䛜ཧຍ䛧䛯᪉䛜䜘䛔䚹(GIM)
⣡ධ䛥䜜䛯タഛ䛾⏝䛾䝣䜷䝻䞊䜰䝑䝥䛻䚸୍㒊䛾Ꮫ⛉䛷䛿ᑓ㛛ᐙὴ㐵䛜䜒䛖ᑡ䛧ᚲせ䛷䛒䜛䚹(GGG)
ᑟධ䛧䛶䛔䜛タഛ䛜༑ศ✌ື䛧䛶䛔䛺䛔䛾䛷䚹(GGG)

ᑟධᶵᮦ䜢๓䛻᳨ウ䛩䜛ᮇ㛫䛸䚸ᐇ㝿䛻ᑟධ䛩䜛㝿䛾㉎ධ/㍺ධ䛻せ䛩䜛ᮇ㛫䛾䜼䝱䝑䝥䛛䜙䛛䚸㐺ษ䛺ᶵᮦ䜢ຠ⋡䜘䛟ᑟධ䛩䜛䛾䛻ᡭ㛫ྲྀ䛳䛯䛸
⪃䛘䜙䜜䜛䚹వ⿱䜢ᣢ䛳䛯⌧ᆅㄪᰝ䛛䜙ᶵᮦᑟධ䜎䛷䛾᳨ウ䛜ᚲせ䛷䛒䜝䛖䚹(GEE)
Ꮫ⏕୍ே䜂䛸䜚䛜䝷䜲䞁䝖䝺䞊䝃䞊䝻䝪䝑䝖䜢స䜛䝝䞁䝈䜸䞁ᤵᴗ䜢⾜䛳䛯䠊⌧ᆅ䛷‽ഛ䛧䛶䜒䜙䛳䛯㒊ᮦ䞉⣲ᮦ䛰䛡䛷䛿㊊䜚䛺䛔䛾䛷䠈ከ䛟䛾㒊ᮦ䜢᪥ᮏ
䛛䜙ᣢཧ䛧䛯䠊䜎䛯䛭䛾㉎ධ㈝⏝䛿ㅮᖌഃ䛷㈇ᢸ䛧䛯䠊(GIM)
䝍䜲䝭䞁䜾䛜ᝏ䛔䠊䚷༑ศ䛺ᡴ䛱ྜ䜟䛫䜢䛧䛯䛖䛘䛷䠈ఱ䜢㉎ධ䛩䜉䛝䛛䜢Ỵᐃ䛧䛶䠈ᢞධ䛩䜉䛝(GIM)
ᐇ䛧䜘䛖䛸䛧䛶䛔䜛ᐇ㦂ෆᐜ䛸ᶵᮦ䛜ྜ⮴䛧䛶䛔䛺䛔(GIM)
䝡䞊䜹䞊䜔ヨ⸆䞉㖔▼ヨᩱ䛺䛹䛾㠀ᖖ䛻Ᏻ䛔ᾘ⪖ရ䛿䠈䜹䞁䝪䝆䜰ᅜෆ䛻䛺䛔ሙྜ䛿㏆㞄ㅖᅜ䛛䜙㈙䛖䛣䛸䛻䛺䜛䛸䛾䛣䛸䛷䠈᪥ᮏ䛾ᵝ䛻䛩䛠䛻⣡ရ䛥
䜜䜛᪉ᘧ䛷䛺䛔Ⅼ䛜౽䛸ឤ䛨䛯(GGG)
JICA䛚䜘䜃ITC䛸䛧䛶䜒ඛ➃ᢏ⾡䛻㛵㐃䛧䛯タഛ䛜䜘䜚㔜せ䛷䛒䜛䛸䛾ุ᩿䛜䛒䜛䛸⪃䛘䜙䜜䜛䛜䚸ᇶᮏⓗ䛺ᩍ⫱ᶵᮦ䛾ᐇ䜒ᚲせ䛸⪃䛘䜙䜜䜛䚹
(GGG)
≀⌮᥈ᰝ䛻㛵䛩䜛ᐇ㦂䛾䛯䜑䛾 ᐃ⨨䛜㊊䛧䛶䛔䜛䜘䛖䛻ឤ䛨䜎䛧䛯䚹䜎䛯䚸ᑓ㛛ⓗ䛺᭩⡠䜒༑ศ䛸䛿ゝ䛘䜎䛫䜣䚹(GGG)

ὴ㐵ᮇ䛜ẖᖺྠ䛨㡭䛷䛒䛳䛯䛾䛷䠈ྠ䛨䜒䛾䛧䛛ぢ䜜䛺䛔䚹䛘䜀䠈Ꮫ⏕ᐇ㦂䛾ᮇ䜔༞ᴗⓎ⾲䛾᪥⛬䛺䛹䛻ྜ䜟䛫䛶᮶᪥䛩䜜䜀ຠᯝⓗ䛸ᛮ䛖䚹
(GEE)
䛣䜜䛛䜙⾜䛖䛾䛷䚸䜘䛟䜟䛛䜚䜎䛫䜣䛜䚸➨3ᅜ䜒່䜑䛯䛜䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖ഃ䛸䛾㛵ಀ䛜ⷧ䛔䚸ὴ㐵䛾䝍䜲䝭䞁䜾䛾ၥ㢟䛷ㄪᩚ䛜䛷䛝䛺䛔≧ἣ䛰䛳䛯䚹(GEE)
ᮏ䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷ᢞධ䛥䜜䛯ᶵᮦ䜢⏝䛔䛶ᐇ㝿䛻Ꮫ⏕ᐇ㦂䜢ᢸᙜ䛧䛶䛔䜛ᩍဨ䛩䜉䛶䛜ᮏ㑥◊ಟ䛻ཧຍ䛩䜉䛝䛷䛒䛳䛯䛜䠈ᐇ⌧䛿㞴䛧䛔䠊(GIM)
ᮏᏛ䛻ᅾ䛧䠈◊✲䛜ᐇ䛷䛝䛯ᮇ㛫䛿ᐇ㉁3㐌㛫⛬ᗘ䛷䛒䛳䛯䚹ᑓ㛛ⓗ䛺▱㆑䜢⩦ᚓ䛧䠈䛭䜜䜢◊✲䛻ᛂ⏝䛷䛝䜛䛯䜑䛻䛿䛭䛾ಸ⛬ᗘ䛒䜜䜀Ⰻ䛔䛸
ឤ䛨䛯䚹(GGG)

1.7 ᮏ㑥◊ಟ䛾᭷ຠᛶ䠖
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４．質問票集計結果



A B C D 䛭䛾 ྜィ
N 16 3 2 21
㻑 76.2㻑 14.3㻑 9.5㻑 100.0㻑

A B C D 䛭䛾 ྜィ
N 9 7 4 0 1 21
㻑 42.9㻑 33.3㻑 19.0㻑 0.0㻑 4.8㻑 100.0㻑

A B C D 䛭䛾 ྜィ
N 5 9 5 0 2 21
㻑 23.8㻑 42.9㻑 23.8㻑 0.0㻑 9.5㻑 100.0㻑

A B C D 䛭䛾 ྜィ
N 8 9 2 0 2 21
㻑 38.1㻑 42.9㻑 9.5㻑 0.0㻑 9.5㻑 100.0㻑

A B C D 䛭䛾 ྜィ
N 11 8 2 0 0 21
㻑 52.4㻑 38.1㻑 9.5㻑 0.0㻑 0.0㻑 100.0㻑

A B C D 䛭䛾 ྜィ
N 5 13 1 0 2 21
㻑 23.8㻑 61.9㻑 4.8㻑 0.0㻑 9.5㻑 100.0㻑

1.10 ᪥ᮏேᑓ㛛ᐙ㛫䠄䝥䝻䝆䜵䜽䝖య䠅䛾䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䞉㐃ᦠ䠖
A. 㠀ᖖ䛻䚸䚷B. 䛒䜛⛬ᗘ䚸䚷C. 䛒䜎䜚䛷䛿䛺䛔䚸䚷D. 䛝䛺ၥ㢟䛜䛒䜛

1.11 ᪥ᮏேᑓ㛛ᐙ㛫䠄Ꮫ⛉ෆ䠅䛾䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䞉㐃ᦠ䠖
A. 㠀ᖖ䛻䚸䚷B. 䛒䜛⛬ᗘ䚸C. 䛒䜎䜚䛷䛿䛺䛔䚸䚷D. 䛝䛺ၥ㢟䛜䛒䜛

1.12 䜹䜴䞁䝍䞊䝟䞊䝖䛾ពḧ䠖
A. 㠀ᖖ䛻㧗䛔䚸B. 䛒䜛⛬ᗘ㧗䛔䚸C. 䛒䜎䜚㧗䛟䛺䛔䚸䚷D. ప䛔

1.13 䜹䜴䞁䝍䞊䝟䞊䝖䛾⌮ゎᗘ䞉ᢏ⾡⛣㌿䛾ຠᯝ䠖
A. 㠀ᖖ䛻㧗䛔䚸B. 䛒䜛⛬ᗘ㧗䛔䚸C. 䛒䜎䜚㧗䛟䛺䛔䚸䚷D. ప䛔

1.8 ITC䛻䛴䛔䛶䠖
A. ཷධ䞉ᐇయไ䛻ၥ㢟䞉ᅔ㞴䛿䛺䛛䛳䛯䚸B. ཷධ䞉ᐇయไ䛻ၥ㢟䞉ᅔ㞴䛜䛒䛳䛯

1.9 䜹䜴䞁䝍䞊䝟䞊䝖䛸䛾䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䠖
A. 㠀ᖖ䛻䚸䚷B. 䛒䜛⛬ᗘ䚸䚷C. 䛒䜎䜚䛷䛿䛺䛔䚸䚷D. 䛝䛺ၥ㢟䛜䛒䜛

GIM
༙ᖺ⛬ᗘཷ䛡ධ䜜䛺䛔䛸䠈ᮏᙜ䛾ຠᯝ䛿ᚓ䜙䜜䛺䛔䛸⪃䛘䜙䜜䜛䠊䛯䛰䠈䛭䛾㝿䛻᪥ᮏഃ䛾ᩍဨ䛾㈇ᢸ䜢䛹䛖䛩䜛䛛䛜ၥ㢟䛷䛒䜛䠊
ඛ᪉䛾ᩍ⫱䛻㛵䛩䜛せᮃ䛜ᩍဨ䛾⫱ᡂ䛺䛹Ꮫ䛜ᚓព䛸䛩䜛䛸䛣䜝䛸ྜ⮴䛧䛶䛔䜛ሙྜ䛻䛿䜘䛔䛜䠈ᢏ⾡ဨ䛾⫱ᡂ䛺䛹Ꮫ䛜ᚲ䛪䛧䜒ᚓព䛸䛧䛺䛔ෆ
ᐜ䜢ඛ᪉䛜せᮃ䛧䛯㝿䛻䛿ᩍ⫱ຠᯝ䛿ᚲ䛪䛧䜒㧗䛟䛺䛛䛳䛯䛛䜒䛧䜜䛺䛔䠊ᢏ⾡ဨ䛾⫱ᡂ䛻䛴䛔䛶䛿䠈Ꮫ䛾ᕤሙ䠄ゝⴥ䛾ၥ㢟䛒䜚䠅䜔Ꮫእ䛾ᑓ㛛Ꮫ
ᰯ䞉⏫ᕤሙ䛺䛹䜈◊ಟ䛻⾜䛟䜋䛖䛜ሙྜ䛻䜘䛳䛶䛿ຠᯝⓗ䛛䜒䛧䜜䛺䛔
᪥ᮏ䛻䛚䛡䜛ᩍ⫱䝥䝻䜾䝷䝮䜔ᩍ⫱⎔ቃ䜢⌮ゎ䛩䜛ୖ䛷᭷ຠ䛷䛒䛳䛯䚹䛯䛰䛧䚸ඛ᪉䛾ᐇ⩦ィ⏬䛜ᮍᩚഛ䛷䚸༑ศ䛺ຓゝ䜢䛘䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛺䛛䛳䛯䚹
ᩍ⫱䠈≉䛻Ꮫ⏕ᐇ㦂䛻䛴䛔䛶䠈䝔䜻䝇䝖䛾ෆᐜ䜔㐠⏝᪉ἲ䛻䛴䛔䛶ᐇ㝿䛻య㦂䛥䛫䜙䜜䜛䛣䛸䛜ኚຠᯝⓗ䛷䛒䜛䛸⪃䛘䜛䠊䜎䛯䠈⚾䛾䜿䞊䝇䛷䛿䜹䞁
䝪䝆䜰ᩍဨ䛜◊ಟ䜢⾜䛖㝿䛻⊂❧䛧䛯ᒃᐊ䜢⏝ព䛩䜛䛾䛷䛿䛺䛟䠈༤ኈㄢ⛬䛾Ꮫ⏕䛜䛔䜛ᒃᐊ䛻ධ䛳䛶䜒䜙䛖䛣䛸䛻䜘䜚䠈◊✲䛾㞺ᅖẼ䜒ឤ䛨䛶䜒䜙䛖䛣
䛸䛜䛷䛝䛯䛾䛷䛿䛺䛔䛛䛸⪃䛘䜛䠊
◊ಟ๓䛸ᚋ䛾୧᪉䛾≧ἣ䜢ᣏぢ䛧䛯᪉䛜䛚䜚䜎䛫䜣䛾䛷ᅇ⟅䛷䛝䜎䛫䜣
䜶䞁䝆䞁䜢ື䛛䛩๓䛻䚸┠ⓗ䜢䛿䛳䛝䜚䛥䛫䛯᪉䛜Ⰻ䛔䛸ᛮ䛖

GGG
◊✲䞉ᩍ⫱䛾䜲䞁䝉䞁䝔䜱䝤䜢䛘䛯䛣䛸䛜㔜せ䛷䛒䜛䚹䜎䛯䚸᪂つ䛻⣡ධ䛥䜜䛯⨨䜢䛳䛯ᐇ㊶ᩍ⫱䛿䚸ຠᯝⓗ䛷䛒䛳䛯䚹
ᑓ㛛ᐙ䛾ゼၥ䛸◊ಟဨ䛾᮶᪥䛜䚸┦䛾䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䜢㐍䜑䜛ୖ䛷᭷ຠ䛷䛒䛳䛯䚹䛯䛰䛧䚸◊ಟ䛾ຠᯝ䛜㧗䜑䜙䜜䜛ศ㔝䛸ὴ㐵䛾ຠᯝ䛜㧗䜑䜙
䜜䜛ศ㔝䛾㑅ᢥ䛻䜘䛳䛶䜘䜚ຠᯝ䛜㧗䜑䜙䜜䜛䛸⪃䛘䜙䜜䜛䚹
ᮏ㑥◊ಟ䛿᭷ຠ䛷䛒䜛䛸ឤ䛨䜛䛜䚸䛭䜜䛜䛹䛾⛬ᗘITC䛷䛾ᩍ⫱ᨵၿ䛻䛴䛺䛜䛳䛶䛔䜛䛛䜢ᐇឤ䛷䛝䜛ᶵ䛜䛺䛛䛳䛯䚹
ᅇ⟅⪅䛿ᑓ㛛⛉┠䛾ㅮ⩏䛰䛡䛾ᐇ䛷䛒䛳䛯䛜䚸ᐇ㝿䛻䛿ᶵჾ䛾ྲྀ䜚ᢅ䛔䚸䝣䜱䞊䝹䝗ㄪᰝ䛾ᣦᑟ䛺䛹䜒ᚲせ䛷䚸䛭䜜䜙䜢⤌䜏ྜ䜟䛫䜛䛣䛸䛷䜘䜚ຠ
⋡ⓗ䛺ᩍ⫱䛻䛺䜚䛘䜛䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹
䛾㈨※䛷⾜䛳䛶䛔䜛Ꮫ⏕ᐇ㦂䛻ཧຍ䛧䛶䜒䜙䛳䛯䜚䠈ㅮ⩏䜢ཧほ䛧䛶䜒䜙䛳䛯䜚䛩䜛䛣䛸䛷䠈᪂䛯䛻ITC䛷㛤ጞ䛩䜛Ꮫ⏕ᐇ㦂䛾ᨭ䛜䛷䛝䛯䚹ᗫỈฎ
⌮䜔䝸䝃䜲䜽䝹䛾⌧ሙぢᏛ䜒⾜䛝䠈᭱᪂䛾ฎ⌮ሗ䛺䛹䜢ධᡭ䞉どᐹ䛷䛝䛯䚹䜹䞁䝪䝆䜰䞉᪥ᮏ䛾ඹྠ◊✲䛾ྍ⬟ᛶ䛺䛹䜢㆟ㄽ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹
䜹䞁䝪䝆䜰ഃᩍဨ䛜ᴟ䜑䛶┿㠃┠䛷䛒䜚䠈䝸䝰䞊䝖䝉䞁䝅䞁䜾䛸ᆅ㉁䞉⎔ቃ䝕䞊䝍䛾✵㛫䝰䝕䝸䞁䜾䛻㛵䛩䜛䝊䝭䛻┿ᦸ䛻ྲྀ䜚⤌䜏䠈㉁ၥ䜒ከ䛟䠈῝䛟⌮ゎ
䛧䜘䛖䛸䛩䜛ពḧ䛜ឤ䛨䜙䜜䛯䚹䜎䛯䠈3ᅇ⏕䛻ㄢ䛩⛬ᗘ䛾⡆༢䛺ෆᐜ䛷䛿䛒䛳䛯䛜䠈䝸䝰䞊䝖䝉䞁䝅䞁䜾䛻㛵䛩䜛⡆༢䛺ㄢ㢟䜒ฟ䛧䛯䛸䛣䜝䠈䛭䜜䛻䜒⮬
ศ䛺䜚䛻ᕤኵ䛧䛶ᡂᯝ䜢ฟ䛩䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹ᬑẁ䛿䝸䝰䞊䝖䝉䞁䝅䞁䜾䛾ᮏᙜ䛾ᇶ♏䜢ᤵᴗ䛷ᩍ䛘䛶䛔䜛䛰䛡䛷䛒䜚䠈䛣䛾䜘䛖䛺◊✲ⓗ䛺ྲྀ䜚⤌䜏䛿ጞ
䜑䛶䛾⤒㦂䛷䛒䛳䛯䜘䛖䛷䛒䜛䚹ㄢ㢟䛻ᑐ䛩䜛ᡂᯝ䜢◊✲ᐊ䛾䝊䝭䛷Ⓨ⾲䛧䛶䜒䜙䛔䠈ᩍဨ䞉Ꮫ⏕䛸㉁ᛂ⟅䜔ពぢ䜒䛷䛝䛯䚹䛣䜜䜙䛿◊ಟဨ䛻䛸䛳
䛶㈗㔜䛺య㦂䛷䛒䜚䠈◊✲⬟ຊ䜢ᾰ㣴䛩䜛䛾䛻ᙺ❧䛳䛯䛸ᮇᚅ䛩䜛䚹

䛂ఱ䛾䛃ཷධ䞉ᐇయไ䛷䛧䜗䛖䛛䠛◊ಟ䛷䛧䜗䛖䛛䠛ᨭ䛭䛾䜒䛾䛷䛧䜗䛖䛛䠛ᚋ⪅䛸䛩䜜䜀ᙜึ䠈ඛ᪉䛾䝰䝏䝧䞊䝅䝵䞁䛾ప䛥䛜Ẽ䛻䛺䜚䜎䛧䛯(GIM)
ITCᩍဨ䛾ㅮ⩏䛾䝻䞊䝗䛜㠀ᖖ䛻䛝䛟䚸ᩍ⫱䛾㉁䜢㧗䜑䜘䛖䛸䛛䚸◊✲䜒㡹ᙇ䜝䛖䛸䛛䛾≧ἣ䛻䛺䛔䚹(GGG)

䛔䛻ᛁ䛧䛔䛯䜑䠈┤᥋䛖ᶵ䛜䛒䜜䜀⥥ᐦ䛺ᡴྜ䛫䛜ྍ⬟䛷䛒䜛䛜䠈䝯䞊䝹䜔䝇䜹䜲䝥䛺䛹䛷㐃⤡䜢ྲྀ䜛䜘䛖䛺䝹䞊䝹స䜚䛿䛷䛝䛺䛛䛳䛯䛯䜑䠈
䛸䛿䛔䛘䛺䛔≧ἣ䛷䛒䛳䛯䠊(GIM)
ඛ᪉䛛䜙⌧≧ሗ࿌䜔ၥྜ䛫䛜䜋䛸䜣䛹䛺䛟䚸ຓゝ䜢䛘䜛ᶵ䛜䜋䛸䜣䛹䛺䛛䛳䛯䚹䛯䛰䚸ᮾ⇞䝊䝛䝷䝹♫䛛䜙ᢏ⾡⪅䛾ᨭ䜢ཷ䛡䚸⌧ᆅ䛷䛾ᶵᮦタ
ᐃ䜢ᢸᙜ䛔䛯䛰䛔䛯ຠᯝ䛿ᴟ䜑䛶䛝䛛䛳䛯䚹(GIM)
TV㆟䝅䝇䝔䝮䜢⏝䛔䛯䝭䞊䝔䜱䞁䜾䛺䛹䛾㢖ᗘ䜢䜒䛖ᑡ䛧ୖ䛢䜛䜉䛝䛰䛳䛯䠊(GIM)
ᖖ䜹䜴䞁䝍䞊䝟䞊䝖䛜䛔䛺䛔䛾䛷↓㥏䛺㛫䛜ฟ᮶䛶䛧䜎䛖(GIM)

ᅾᮇ㛫䛜▷䛛䛳䛯䛯䜑䠈ᢸᙜ㒊ศ䛻䛴䛔䛶䛾䛣䛸䛰䛡䛷⢭୍ᮼ䛰䛳䛯䛯䜑䚸䛒䜎䜚䛾ศ㔝䛾᪉䚻䛸䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䜢䛧䛶䛔䜛㛫䛜䛸䜜䛺䛛䛳
䛯䚹㣗䛾㛫䛺䛹䛾㛫䛻ᑡ䛧䛰䛡ヰ䜢䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹(GEE)
Ꮫ䛾ᑓ㛛ᐙ䛸䛿䛒䜎䜚䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䛷䛝䛺䛛䛳䛯䠊(GIM)
Ꮫ⛉䜢ᢸᙜ䛩䜛ᩍဨ䛸㐃⤡䜢ྲྀ䜛ᶵ䛿䛒䜎䜚䛺䛛䛳䛯䠊䜒䛖ᑡ䛧㐃ᦠ䜢ྲྀ䜚䛺䛜䜙᪥ᮏഃ䛷䜎䛸䜎䛳䛶ITC䛾ᑐᛂ䜢⾜䛳䛶䜒䜘䛛䛳䛯䛛䜒䛧䜜䛺䛔䠊
䠄ྲྀ䜚䜎䛸䜑䛾ඛ⏕䛿㐃⤡䜢䛥䜜䛶䛔䛯䛾䛛䜒䛧䜜䜎䛫䜣䛜䠊䠅(GIM)
⌧ᆅ䛷䛾≧ἣㄝ᫂䛜ஈ䛧䛛䛳䛯䚹䛯䛰䛧䚸JICA⫋ဨ䛛䜙䛾ሗ䜢㏻䛨䛶䚸ᴫ䛽㡰ㄪ䛺ᑐᛂ䛜ྲྀ䜙䜜䛶䛔䜛䜒䛾䛸⌮ゎ䛧䛶䛔䛯䚹(GIM)
䝥䝻䝆䜵䜽䝖య䛸䛧䛶ᶵᲔ䠈㟁Ẽ䠈㖔ᒣ䛸ከᒱ䛻䜟䛯䛳䛶䛔䜛䛾䛷య䜢ಠ▔䛩䜛䛣䛸䛜ᅔ㞴䠊䛯䛰䠈⃝⏣䛥䜣䛛䜙㏦䛧䛶䛔䛯䛰䛟᭶ሗ࿌䛻┠䜢㏻
䛩䜘䛖䛻䛺䛳䛶䛛䜙䛿䠈䛛䛺䜚య䛜ぢ㏻䛫䜛䜘䛖䛻䛺䛳䛯䠊(GIM)
▷ᮇ䛺䛾䛷ศ䛛䜚䜎䛫䜣(GIM)
ᐇ䛻㝿䛧䚸䛾ᑓ㛛ᐙ㛫䛷䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䜢䛸䛳䛯⤒㦂䛜䛺䛔䚹(GGG)

䛒䜛◊✲ศ㔝䛻」ᩘ䛾ᮏ㑥ᩍဨ䛜㛵䛧䛶䛔䜛ሙྜ䚸䛭䛾◊✲ศ㔝䛷┤㠃䛧䛶䛔䜛ㄢ㢟䜢ṇ☜䛻䛿ඹ᭷䛷䛝䛶䛔䛺䛟䚸ᚲせ䛻㛫䛜⤒㐣䛧䛶䛧䜎䛳
䛯䜿䞊䝇䜒䛒䜛䚹(GEE)
Ꮫ⛉ෆ䛷䛿⚾䛰䛡䛰䛳䛯䛾䛷䚸䠄ὴ㐵ᮇ䛾ၥ㢟䠛䠅(GEE)
ྠ䛨Ꮫෆ䛷䛒䜜䜀䠈䛒䜛⛬ᗘ㐃⤡䛜ྲྀ䜜䜛䛜䠈Ꮫ䛜␗䛺䜛䛸䛺䛛䛺䛛㐃⤡䞉㐃ᦠ䛜ྲྀ䜜䛺䛛䛳䛯䠊ᐃᮇⓗ䛺䝔䝺䝡㆟䛺䛹䛾ྜ䛜䛒䜛䛸ዲ䜎䛧
䛔䛸䛿ᛮ䛖䠊(GIM)

(ᅇ⟅䛿b䛷䛒䜛䛜䠅ITCഃ䛜༑ศ䛺⤥ᩱ䜢ᨭᡶ䛖䛸䠈ᙼ䜙䛿䜘䜚Ꮫᴗົ䛻䝁䝭䝑䝖䛷䛝䜛䠊(GIM)
㐃⤡䜔ၥྜ䛫䛜䜋䛸䜣䛹䛺䛟䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖ᮇ㛫୰䛻ᾏእ䛻␃Ꮫ䛧䛶䛔䜛䛺䛹䚸⌧ᆅᏛ䛻䛚䛔䛶ᩍ⫱άື䛻䛟㛫䛜ᑡ䛺䛔䜘䛖䛻᥎ᐃ䛥䜜䛯䚹(GIM)
ඛ᪉䛾ከᛁ䛥䠈䜎䛯䠈䛣䛱䜙䛛䜙䛾ᢲ䛧䛡ឤ䜒䛒䜛䜘䛖䛻ᛮ䛔䜎䛩䠊㔠㢠䛒䜚䛝䛷䛿䛺䛟䠈ᮏᙜ䛻ᚲせ䛥䜜䛶䛔䜛䜒䛾䜢ຓ䛩䜜䜀䜘䛔䛸ᛮ䛔䜎䛩䠊
(GIM)
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2 䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾ຠᯝ
A B C D 䛭䛾 ྜィ

N 4 10 2 0 5 21
㻑 19.0㻑 47.6㻑 9.5㻑 0.0㻑 23.8㻑 100.0㻑

2.1.1 䛤ᢸᙜ䛾ᩍ⛉䛻䛴䛔䛶䚸䛂䜘䜚ᐇ⩦䞉ᐇ㦂䜢㔜ど䛧䛯䝁䞊䝇䝽䞊䜽ᨵၿ䛃䛿䠖
A. ᙜึ䛾┠ᶆ䜢㐩ᡂ䛩䜛ぢ㎸䜏䚸 B. 䛒䜛⛬ᗘ㐩ᡂ䚸C. 㐩ᡂ䛩䜛ぢ㎸䜏䛿ప䛔䚸 D. 㐩ᡂ䛷䛝䛺
䛔
⤌㎸䜏䝅䝇䝔䝮䛾ሙྜ䛻䛿䠈䜘䜚ᐇ㊶ⓗ䛺ෆᐜ䛜ᚲせ䛰䛸ᛮ䛔䜎䛩䛜䚸୍᪉䛷ᐇ㦂ᶵჾ䜢⌧ᆅ䛷⥔ᣢ䛧䛶䛔䛟䛣䛸䛜䛷䛝䜛䛛䛹䛖䛛䛜ၥ㢟䛻䛺䜚䛭䛖䛻
ᛮ䛔䜎䛩䚹(GEE)
ᶵᲔᕤᏛ䛾ᇶ♏䛸䛺䜛ᅄຊ䛩䜉䛶䛜⥙⨶䛥䜜䛶䛔䜛䜟䛡䛷䛿䛺䛔䛜䠈⌧≧䛾ITC䛾䝇䝍䝑䝣䛾ᑓ㛛䜢⪃៖䛩䜛䛸ᖜ䛺㐍ᤖ䛜ぢ䜙䜜䛯䛾䛷䛿䛺䛔䛛䠊
(GIM)
ᢸᙜ䛧䛶䛚䜚䜎䛫䜣䠊(GIM)
䜶䞁䝆䞁䛾ຍᕤ䛜ฟ᮶䜛䛛ᚰ㓄䛥䜜䜛(GIM)
⚾䛜ᢸᙜ䛧䛯≀⌮᥈ᰝ䛻㛵䛧䛶䛧䛛䜟䛛䜚䜎䛫䜣䛜䚸ᐇ㦂䛻䛘䜛 ᐃ⨨䛿䜋䛸䜣䛹䛒䜚䜎䛫䜣䛷䛧䛯䚹(GGG)
ᅇ⟅⪅䛿ㅮ⩏䞉₇⩦䛾䜏䛾䛯䜑ヱᙜ䛧䛶䛔䛺䛔䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹(GGG)

䛣䜜䛛䜙ᐇ䛩䜛䛜䚸㠀ᖖ䛻ពḧ䛿㧗䛔䛾䛷䚸䛒䜛⛬ᗘ㧗䛔䛸ண䛥䜜䜛(GEE)
ಶู䛾௳䛻┤᥋㛵䜟䛳䛶䛚䜚䜎䛫䜣䛾䛷䠈ᅇ⟅䛷䛝䜎䛫䜣䠊(GIM)
ᑟධタ䛾✌ാ⋡䛜ప䛔䚹ᑟධ䛧䛶䛔䜛䜒䛾䛜༑ศ䛷䛺䛔ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜛䚹(GGG)

GEE
Ꮫ⏕ᐇ㦂䜔༞ᴗ◊✲䛾㈨ᩱ➼䛜ᩥ䛷䛒䛳䛯䛯䜑䠈Ώ䛫䜛ሗ䛾㔞䛻䛿㝈⏺䛜䛒䛳䛯䚹
䜹䜴䞁䝍䞊䝟䞊䝖ഃ䛾ෆ䛾せ䝯䞁䝞䞊䛜」ᩘྡᨻᗓᶵ㛵䛻⛣ື䛧䛶䛧䜎䛳䛯䚹
ᮏ䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾㔜せᛶ䜢䜒䛳䛸䜰䝢䞊䝹䛧䛯᪉䛜䜘䛔䛸ᛮ䛖䚹䜹䞁䝪䝆䜰䛾ᐇ䜢⌮ゎ䛩䜛䜎䛷䛻㛫䛜䛛䛛䜛Ⅼ䚹
Ώ⯟ᮇ㛫䛜䛒䜎䜚䛺䛜䛟䛸䜜䛪䚸ୖグ1.4䛾ᶵᮦ㊊䛻ᑐᛂ䛩䜛༑ศ䛺㛫䛜䛸䜜䛺䛛䛳䛯䚹⌧᭷ᶵᮦ䛸䛾㛵ಀ䜒ྵ䜑䛯༑ศ䛺๓䛾ㄪᩚ䜢⾜䛖䛣䛸䛜
ㄢ㢟䛷䛒䜛䚹䜎䛯䚸ᢸᙜ䛧䛯ᐇ㦂䛾ᛶ㉁ୖ䚸䝇䝨䞊䝇䜢☜ಖ䛩䜛䛣䛸䛻ㄢ㢟䛜ṧ䛳䛯䚹
᪤Ꮡ䛾䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛸᪂䛧䛔䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛸䛾ᩚྜᛶ
ᆅඖ䛾⏘ᴗ䝙䞊䝈䛸䛾ᩚྜᛶ䛺䛹䜢ィ䜛ᚲせ䛜䛒䜛䛾䛷䛿䛺䛔䛷䛧䜗䛖䛛

GIM
ㅮᖌ䛾ඛ⏕᪉䛜ᛁ䛧䛩䛞䜛䠊
⌧ᆅ䛷䛹䛾䜘䛖䛺㒊ᮦ㒊ရ䜢ㄪ㐩䛷䛝䜛䛾䛛ྰ䛛䠈䜘䛟䜟䛛䜙䛺䛛䛳䛯䠊䝥䝜䞁䝨䞁ᕷෆ䛾㟁Ẽᒇ䛥䜣䜈㐃䜜䛶⾜䛳䛶䜒䜙䛳䛯䛜䠈ఫᏯ⏝䛾㟁Ẽタഛရ
䜀䛛䜚䛷䠈䝻䝪䝑䝖ᕤస䛻䛘䛭䛖䛺䜒䛾䛿䜋䛸䜣䛹䛺䛛䛳䛯䠊
᪥ᮏഃ䛾ᢸᙜ⪅䛻䜒䛖ᑡ䛧䜢䛚㢪䛔䛧䛶䜒䜘䛛䛳䛯䛾䛷䛿䛺䛔䛛䛸ᛮ䛖
⌧ᆅᩍဨ䛾⇕ព䛻ၥ䛜䛒䛳䛯䚹
≉䛻䛒䜚䜎䛫䜣䠊
▷ᮇ䛺䛾䛷ศ䛛䜚䜎䛫䜣
⚾䛜ཷ䛡ධ䜜䜎䛧䛯䜹䞁䝪䝆䜰ഃᩍဨ䛾ⱥㄒຊ䛿ၥ㢟䛺䛛䛳䛯䛷䛩䛜䠈ㄒᏛຊ䜢䛹䛾䜘䛖䛻䝏䜵䝑䜽䛧䛶䛔䜛䛛䛜ᑡ䛧Ẽ䛻䛺䜚䜎䛧䛯䚹

GGG
ᶵᮦ⣡ධ䜎䛷䛾䝥䝻䝉䝇䛻㠀ᖖ䛻㛫䜢せ䛧䛯䛣䛸䛸䚸ึᮇ䛾ᩥ↓ൾ(ᆅ㉁䞉㈨※)䛷䛾䚸ᶵᮦỴᐃ䝥䝻䝉䝇䛻䚸㛵䜟䛳䛯⣡ධᴗ⪅䛾⌧ᆅ䝙䞊䝈䛾ᢕ
ᥱ䛜༑ศ䛷䚸᪥ᮏ䛾Ꮫ䛾ᢸᙜ⪅䛻ከ䛺㛫䜢ᚲせ䛸䛧䛯䛣䛸䛺䛹䛷䛩䚹
᪂つ䛾Ꮫ⛉䜢❧䛱ୖ䛢䛶䛔䜛䛯䜑䚸♫䛸䛾᥋Ⅼ䛸䛺䜛Ꮫ⏕䛾༞ᴗᚋ䛾ά㌍䛾ሙ䜢Ᏻᐃ䛥䛫䜛䛣䛸䛜ㄢ㢟䛷䛒䜛䛸⪃䛘䜙䜜䜛䚹䛣䛾ㄢ㢟䛿ᖺᩘ䜢
䛡䛶ཷ䛡ᐜ䜜ᴗ䛺䛹䛸䛾㛵ಀᵓ⠏䛜ᚲせ䛸⪃䛘䜙䜜䜛䚹
ᮏ䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻㏵୰䛛䜙㛵䜟䛳䛯ே䜈䛾ㄝ᫂䛜㊊䛧䛶䛔䜛䚹
䠍䠊䠓䛻䜒グ㍕䛧䜎䛧䛯䛜䚸ᐊෆヨ㦂䚸ศᯒ䚸䝣䜱䞊䝹䝗ㄪᰝ䜢⤌䜏ྜ䜟䛫䜛䛸䜘䜚ຠᯝⓗ䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹
≉䛻䛒䜚䜎䛫䜣䛷䛧䛯
⚾䛜ཷ䛡ධ䜜䜎䛧䛯䜹䞁䝪䝆䜰ഃᩍဨ䛾ⱥㄒຊ䛿ၥ㢟䛺䛛䛳䛯䛷䛩䛜䠈ㄒᏛຊ䜢䛹䛾䜘䛖䛻䝏䜵䝑䜽䛧䛶䛔䜛䛛䛜ᑡ䛧Ẽ䛻䛺䜚䜎䛧䛯䚹

䝁䞊䝇䝽䞊䜽ᨵゞ䛾㐍ᤖ≧ἣ䛸䝥䝻䝆䜵䜽䝖⤊䜎䛷䛾ᨵゞ䝇䜿䝆䝳䞊䝹䠖

1.12  䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾䛺ಁ㐍ୖ䛾ಁ㐍せᅉ䠖

1.13 䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾䛺ಁ㐍ୖ䛾ㄢ㢟䞉ၥ㢟䠖

GEE
ᶵᮦ䛾౪䛸ᐇ䛻ᙜ䛯䛳䛶䛾䝖䝺䞊䝙䞁䜾
⌧ሙ䛾ᐇົⓗ䛛䛴ᐇ⏝ⓗ䛺ᨭ䜎䛷㋃䜏㎸䜣䛰◊ಟෆᐜ䛸䛧䛶䚸ᐇ⩦ᶵᮦ䝯䞁䝔䝘䞁䝇䛾䝜䜴䝝䜴䜢ᢏ⾡⫋ဨ䛾どⅬ䛷ᣦᑟ䛷䛝䛯Ⅼ
䛻ᑐᛂ䛔䛯䛰䛔䛯䜹䜴䞁䝍䞊䝟䞊䝖䛾ᩍဨ䛜ᑓ㛛ศ㔝䛻῝䛔⌮ゎ䛾䛒䜛᪉䛷䛒䛳䛯䛯䜑䚸䛾᪉䜈䜒䛣䛱䜙䛾ពᅗ䛜䜘䛟ఏ䜟䛳䛯䚹༑ศ⤒㦂䛾䛒䜛
᪉䜢ྵ䜑䛯䜾䝹䞊䝢䞁䜾䛜᭷ຠ䛷䛒䛳䛯䛸⪃䛘䜙䜜䜛䚹
⌧ሙ䛾ᐇົⓗ䛛䛴ᐇ⏝ⓗ䛺ᨭ䜎䛷㋃䜏㎸䜣䛰◊ಟෆᐜ䛸䛧䛶䚸ᐇ⩦ᶵᮦ䝯䞁䝔䝘䞁䝇䛾䝜䜴䝝䜴䜢ᢏ⾡⫋ဨ䛾どⅬ䛷ᣦᑟ䛷䛝䛯Ⅼ
Ꮫ⏕䚸Ꮫᩍဨ䜒⇕ᚰ䛷䚸ㅮ⩏䜢䛩䜛䜔䜚䛜䛔䛜䛒䛳䛯䚹㌴䛾ᡭ㓄䜒䛷Ᏻ䛜䛺䛛䛳䛯䚹PC䛾䛘䜛ᩍᐊ䛾‽ഛ䜢䛚㢪䛔䛧䛯䛜䚸䛣䜜䜒ၥ㢟䛺䛟
䛘䛶䜘䛛䛳䛯䚹

GIM
᪥ᮏ䛷༤ኈྕ䜢ྲྀᚓ䛧䛯ඛ⏕䛜ඛ᪉䛻ᅾ⡠䛧䛶䛔䛯䛣䛸䠊
⌧ᆅJICA⫋ဨ䛜ᐟ䜔㏻䛾ᡭ㓄䜢῭䜎䛫䛶䠈⌧ᆅ䜹䜴䞁䝍䝟䞊䝖䛸๓ᡴ䛱ྜ䜟䛫䜢䛧䛶䛟䜜䛯䛚㝜䛷䠈ᨭ㞀䛺䛟ᤵᴗ䜢ᐇ䛷䛝䛯䠊
䜹䜴䞁䝍䞊䝟䞊䝖䛜⚾䛾◊✲ᐊฟ㌟䛷䛒䛳䛯䛯䜑䠈ᚲ䛪䛧䜒⥥ᐦ䛻䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䜢ྲྀ䜙䛺䛟䛶䜒䠈䛔䛾䛣䛸䜢䜘䛟▱䛳䛶䛔䛯䛯䜑䠈ពᛮ㏻䛜ᐜ᫆
䛷䛒䛳䛯䠊
ᮾ⇞䝊䝛䝷䝹䛾ᢏ⾡⫋ဨ䛾༠ຊ䜢ᚓ䛯䛣䛸䚹
ᶵᮦ䛾ᑟධ௦䜟䜚䛸᪩ᮇ䛻⾜䜟䜜䠈䛭䛣䛛䜙㛫䜢⨨䛟䛣䛸䛻䜘䛳䛶ၥ㢟Ⅼ䛜Ὑ䛔ฟ䛥䜜䠈䜹䞁䝪䝆䜰ഃᩍဨ䛾ᮏ㑥ὴ㐵䛻䜘䛳䛶୍Ẽ䛻ᡂᯝ䛜ಁ㐍䛥
䜜䛯䜘䛖䛻ឤ䛨䜛
᪥ᮏഃ䛾ពḧ䛜㠀ᖖ䛻㧗䛛䛳䛯䛣䛸䛜ఱ䜘䜚䛷䛒䜛䛸ᛮ䛔䜎䛩䠊
▷ᮇ䛺䛾䛷ศ䛛䜚䜎䛫䜣
ITCᩍဨ䛾ᮏ㑥ὴ㐵䛜䚸ពぢ䛾ሙ䛻䜒䛺䜚䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜢䛻㐍䜑䜛䛔䛔ᶵ䛸䛺䛳䛯䚹

GGG
ⱝᡭ䛾ᩍဨ䜢ᢞධ䛧䛶䛔䜛䛣䛸䛛䜙䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖⤊ᚋ䜒✀䚻䛺㠃䛷䛾ὶ䛜⥅⥆䛷䛝䜛⣲ᆅ䛜䛒䜛䚹
䜹䜴䞁䝍䞊䝟䞊䝖䛾ពḧ
᪥ᮏ䛾Ꮫ㝔䛷ᐇ䛧䛶䛔䜛ㅮ⩏䛸䜋䜌ྠ䛨䝺䝧䝹䛾ㅮ⩏䛸Ꮫ⏕䛻ヰ䛧䛶䛔䛯䛯䜑䚸Ꮫ⏕䛜㠀ᖖ䛻ពḧⓗ䛷䛒䛳䛯䚹
ITC䛻⾜䛳䛯㝿䛻䠈JICA䝥䝻䝆䜵䜽䝖䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊䛾᪉䛻䛾ඛ⏕䛸䛾ᡴ䛱ྜ䜟䛫䠈Ꮫ䛾㐠Ⴀ䛻㛵䛩䜛㆟ཧຍ䛺䛹䜢䝉䝑䝔䜱䞁䜾䛔䛯䛰䛝䠈
䛻ಁ㐍䛷䛝䛯䚹
ඃ⚽䛺䜹䞁䝪䝆䜰ഃᩍဨ䜢◊ಟ⪅䛻㑅ฟ䛥䜜䛯䛣䛸䠈JICA㛵す䛾ᢸᙜ⪅䛻䠈䛣䛾◊ಟ⪅䛜ி㒔䛷䛾⏕ά䛜䝇䝮䞊䝈䛻ጞ䜑䜙䜜䜛䜘䛖䛻✀䚻㓄៖䛔䛯
䛰䛔䛯䛣䛸䛜Ⰻ䛛䛳䛯䛸ឤ䛨䜛䚹
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A B C D 䛭䛾 ྜィ
N 1 9 3 0 8 21
㻑 4.8㻑 42.9㻑 14.3㻑 0.0㻑 38.1㻑 100.0㻑

䝰䝕䝹ᤵᴗ䛾ᣦᑟ᪉ἲ䞉ෆᐜ䚸ᚋ䛾ྲྀ⤌䠖

A B C D 䛭䛾 ྜィ
N 4 10 2 2 3 21
㻑 19.0㻑 47.6㻑 9.5㻑 9.5㻑 14.3㻑 100.0㻑

2.2.1 䛤ᢸᙜ䛾ᩍ⛉䛻䛴䛔䛶䚸䛂ITCᩍဨ䛾ᩍᤵἲ䛾ᨵၿ䛃䛿䠖
A. 㠀ᖖ䛻㡰ㄪ 䚸 B. 䛒䜛⛬ᗘ㡰ㄪ 䚸C. 㐜䜜Ẽ䛷䛒䜛䚸 D. 䛛䛺䜚㐜䜜䛶䛔䜛

2.3 䛤ᢸᙜ䛾ᩍ⛉䛻䛴䛔䛶䚸䛂ᐇ⩦䞉ᐇ㦂ᶵᮦ䛾㐺ษ䛺ά⏝䛃䛿䠖
A. 㠀ᖖ䛻㡰ㄪ 䚸 B. 䛒䜛⛬ᗘ㡰ㄪ 䚸C. 㐜䜜Ẽ䛷䛒䜛䚸 D. 䛛䛺䜚㐜䜜䛶䛔䜛

GEE
↓⥺㏻ಙศ㔝䛾ᢏ⾡ືྥ䛾⤂䜢ppt䜢⏝䛔䛶⾜䛳䛯䚹䜎䛯䛭䛾ㅮ⩏ෆᐜ䛻㛵㐃䛧䛯䝸䝫䞊䝖ㄢ㢟䜢ㄢ䛧䛯䚹
ୖ㏙䛾䜘䛖䛻䚸ᶵᮦ䛾‽ഛ䛸ᐇ㦂᪉ἲ䛾䝕䝰䞁䝇䝖䝺䞊䝅䝵䞁䛚䜘䜃ᐇ䛻༙䛾㛫䜢㈝䜔䛧䛯䛯䜑䚸䛥䜙䛺䜛ලయⓗ䛺ᣦᑟ᪉ἲ䛚䜘䜃ෆᐜ䛾ᨵၿ
䛻䛴䛔䛶䛿ᚋ䛾ㄢ㢟䛷䛒䜛䚹
ᐇ㊶ⓗ䛺₇⩦䜢ྵ䜑䛯ෆᐜ䛜ዲホ䛷䛒䛳䛯䛾䛷䚸䜰䜲䝔䝮䜢ቑ䜔䛧䛶䛔䜛䚹

GIM
㐣ཤ䛻Ⓨ⏕䛧䛯ᨾ➼䛾┿䠈ື⏬䜢᭱ึ䛻䜏䛫䛶䛛䜙䛭䜜䛻㛵㐃䛧䛯ᤵᴗ䜢䛩䜛䜔䜚᪉䜢ᩍ䛘䛯.6᭶䛻䛿Ꮫ⏕䛜✚ᴟⓗ䛻䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䛩䜛᪉ᘧ
䛾ᤵᴗ䛾䜔䜚᪉䜢ヨ䛧䛶䜏䛯䛔䛸ᛮ䛖䠊
ITCᩍဨ䛜ᮾᕤ䜢ゼၥ䛧䛶䠈ᐇ㦂ᐇ⩦᪉ἲ䜢Ꮫ䜣䛰䠊䜎䛯ITC䜢ゼၥ䛧䛶䠈ᤵᴗ䛾㐍⾜䛻䛴䛔䛶ITCᩍဨ䛸㆟ㄽ䜢⾜䛳䛯䠊䜎䛯䠈ITC䛾Ꮫ⏕䜢┦ᡭ䛸䛧
䛶䛔䛟䛴䛛䛾ᩍᤵἲ䜢♧䛧䛯䠊
≧ἣሗ࿌䛜䛺䛔䜎䜎ᙜ᪉䛸䛧䛶䜒䛣䜜䜢ᨺ⨨䛧䛶䛔䛯㒊ศ䛜䛒䜚䚸ᚋඛ᪉䛸㐃⤡䜢ྲྀ䜚ྜ䛔䚸ᮍ㐩㒊ศ䜢ᨵၿ䛩䜛✚䜚䛷䛒䜛䚹
䞉⌧ᆅ䛻䛚䛡䜛䝠䜰䝸䞁䜾/ၥ㢟Ⅼ䛾Ὑ䛔ฟ䛧
䞉Ꮫ⏕ᐇ㦂䜢❧䛱ୖ䛢䜛䛯䜑䛾㈨ᮦ䛾䜲䞁䝥䝑䝖
䞉⌧ᆅ䛻䛚䛡䜛䝏䜵䝑䜽
ᢸᙜ䛧䛶䛚䜚䜎䛫䜣䠊
▷ᮇ䛺䛾䛷ศ䛛䜚䜎䛫䜣

GGG
ⱝᡭᩍဨ䜈䛾ㅮ⩏䜢⧞䜚㏉䛧ᐇ䛧䛶䛝䛯䛜䚸㔞ⓗ䛻䛿༑ศ䛷䛿䛺䛔䚹䝰䝕䝹ㅮ⩏䛸䛔䛖䜘䜚䚸ㅮ⩏䛩䜉䛝ෆᐜ䜢䜎䛪⌮ゎ䛧䛶䜒䜙䛖䚸䛸䛔䛖䛾䛜ඛỴ䛾
䝺䝧䝹䛰䛳䛯䚹㔞䛾᪂つ䛾ㅮ⩏⛉┠䜢ⱝ䛔ITCᩍဨ䛜ᢸᙜ䛩䜛䛰䛡䛷䜒ኚ䛺䛾䛻䚸ෆᐜ䜢༑ศ⌮ゎ䛧䛶䛔䛺䛔⛉┠䜢䚸ᢸᙜ⪅䛜䛔䛺䛔䛸䛔䛖⌮⏤
䛷䚸ⱝ䛔ᩍဨ䛜ᢸᙜ䛧䛶䛔䜛䛣䛸䜒䛒䜚䚸㉁䛾㧗䛔ㅮ⩏యไ䛾☜❧䛻䛿⛬㐲䛔䚹ᚋᩘᖺ䛿እ㒊䛛䜙䛾ᐈဨㅮᖌ䜢䛔䛺䛜䜙䚸ITCⱝᡭᩍဨ䛾ᩍ⫱䛾
䝇䜻䝹䜰䝑䝥䜢ᅗ䜛ᚲせ䛜䛒䜚䜛䚹
ᕤᏛ䛿᭱⤊ⓗ䛻䛿ᩘ್䜔タィ䛻ᖐ╔䛩䜛䛣䛸䛜ồ䜑䜙䜜䜛ศ㔝䛷䛒䜚䚸ᩍ⫱䛻䛴䛔䛶䜒ㄢ㢟䜢ゎỴ䛩䜛ᡭἲ䛸ᐇ㝿ⓗ₇⩦䛾⤌䜏ྜ䜟䛫䜢㔜ど䛧䛶䜋
䛧䛔䚹
ᅇ䛿ITC䛷ึ䜑䛶䛾≀⌮᥈ᰝ䛾ㅮ⩏䛸ゝ䛖䛣䛸䛷䚸ᇶ♏ⓗ䛺䜢㔜Ⅼⓗ䛻ヰ䛧䜎䛧䛯䚹ᣦᑟ᪉ἲ䜔ෆᐜ௨๓䛾ẁ㝵䛷䛩䚹
ᑠ⏕䛾ሙྜ䚸ᮏ㑥ᩍဨ䛜䛚ᡭᮏ䛸䛺䜛ㅮ⩏䜢ぢ䛫䜛䛣䛸䛧䛛䛧䛶䛔䛺䛔䚹
䛺䛛䛺䛛ゼၥ䛩䜛㛫䛜ྲྀ䜜䛺䛔䛣䛸䛛䜙䚸e-learning䛺䛹䛾䛔䛳䛭䛖䛾ά⏝䛜ᮃ䜎䜜䜎䛩䚹
㖔ᒣ䜔䝸䝃䜲䜽䝹䛾⌧ሙ䜢ᮏ㑥◊ಟ䛾㝿䛻どᐹ䛧䛶䜒䜙䛔䠈ㅮ⩏ෆᐜ䛻䜒ྲྀ䜚ධ䜜䛶䛔䜛䛯䜑䠈ᩍဨ䛜⌮ゎ䛧䜔䛩䛔ᕤኵ䜢䛧䛯䚹Ꮫ⏕ᐇ㦂䛾❧䛱ୖ䛢
䜢ᘬ䛝⥆䛝ᨭ䛩䜛䚹
◊ಟဨ䛻ᑐ䛧䛶䛿ᤵᴗෆᐜ䛾㑅ฟἲ䛸⤌䜏❧䛶᪉䠈ຠᯝⓗ䛺ᅗ⾲䛸㐺ษ䛺䝥䝺䝊䞁䝍䞊䝅䝵䞁ἲ䛻䛴䛔䛶䝺䜽䝏䝱䞊䛧䜎䛧䛯䚹ᚋ䜒䛣䜜䜢㋃く䛧䛯䛔
䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹

GEE
ITC䛻䛚䛡䜛Ꮫ⏕ᐇ㦂⏝ᶵჾ䛾᭦᪂䜢䝃䝫䞊䝖䛧䠈䛣䜜䛻ྜ䜟䛫䛶ᤵᴗ䝅䝷䝞䝇䛸Ꮫ⏕ᐇ㦂ᣦᑟ᭩䛾ᨵᐃ䜢⾜䛳䛯䚹Ꮫ⏕ᐇ㦂ᣦᑟ᭩䛻䛴䛔䛶䛾ᨵᐃ䛿
䛧䛶䠈᪤䛻᪂䛧䛔ᐇ㦂䛜⾜䜟䜜䛶䛔䜛䚹䝅䝷䝞䝇ᨵᐃ䛿䠈せ⛉┠䛻䛴䛔䛶䛿䛧䛶䛔䜛䛜䠈୍㒊⛉┠䛿䝅䝷䝞䝇䛜ᡂ䛧䛶䛔䛺䛔䛾䠈⛉┠㛫
䛾㛵ಀ䛺䛹䛿ᚋㄪᩚ䛥䜜䜛ணᐃ䛷䛒䜛䚹䜎䛯䠈༞ᴗ◊✲䜢ITC䛷ᐇ䛧䛯䛔᪨ᕼᮃ䛜䛒䜚䠈䝔䞊䝬䛺䛹䛻䛴䛔䛶ሗᥦ౪䞉ពぢ䜢⾜䛖ணᐃ䛷䛒
䜛䚹
↓⥺㏻ಙศ㔝䜢୰ᚰ䛻ᐇ㦂⛉┠䛾ᐇ䛜ᅗ䜙䜜䛯䚹
ᢸᙜศ㔝䛻䛴䛔䛶䛿᪂つ䛻⾜䛖㡯┠䛜༙䛷䛒䛳䛯䛯䜑䚸ᢸᙜ䛧䛯ᮇ㛫ෆ䛻༑ศ䛺ᨵゞ䜎䛷⮳䜙䛺䛛䛳䛯䛜䚸ୖグ1.4䛷䛾䜉䛯ᶵᮦ䛾ㄪ㐩䛜䛖䜎䛟⾜䛡
䜀༑ศຠᯝ䛾㧗䛔ᐇ㦂䜢⾜䛘䜛䛸⪃䛘䜙䜜䜛䚹
䜎䛰ணᐃẁ㝵䛷䛩䚹䠓᭶䛻◊ಟ䛧䚸䛭䛾ᚋ䝁䞊䝇䝽䞊䜽ᨵゞ䛻ධ䜛ᛮ䛔䜎䛩䚹

GIM
ᶵᮦ㉎ධ䠈ᐇ㦂ᐇ⩦ᩍ⛉᭩సᡂ䠄䝬䝙䝳䜰䝹䜢ඖ䛻ᨵゞ䠅䠈䝯䞊䝹➼䛷䛾䜔䜚ྲྀ䜚䠈ITCゼၥ䛻ၥ㢟Ⅼ䛻䛴䛔䛶┦ㄯ䠈ITCᩍဨ◊ಟ䛸⨨ಟ⌮䠈⨨
ᨵⰋ䠈ITCゼၥ䛻ၥ㢟Ⅼ䞉ᩍᤵἲ䛻䛴䛔䛶┦ㄯ
Ꮫ⏕ᐇ㦂䛾䝺䝧䝹䜢㉸䛘䛶䚸Ꮫ⾡◊✲䛻ᚲせ䛺ᶵᮦ䛾タᐃ䛿⤊䛧䛶䛔䜛䛾䛷䚸ᚋ䚸䛹䛾䜘䛖䛻㐠⏝䛧䛶䛔䛟䛾䛛ඛ᪉䛾≧ἣ䜢ᢕᥱ䛧䚸ᚲせ䛺ຓゝ
䜢䛘䜛ணᐃ䛷䛒䜛䚹
ᢸᙜ䛧䛶䛚䜚䜎䛫䜣䠊
▷ᮇ䛺䛾䛷ศ䛛䜚䜎䛫䜣

GGG
ITCഃ䛾ᩍ⫱䞉◊✲䝫䝔䞁䝅䝱䝹䛜䜒䛸䜒䛸㧗䛟䛺䛟䚸䜎䛯䚸ⱝ䛔ᩍဨ䛾ᤵᴗ㛫䛜㠀ᖖ䛻ከ䛔䛣䛸䛜㜼ᐖせᅉ䛰䛳䛯䚹ᨭ䛩䜛つᶍ䛜䛝䛔䛾䛻ᑐ䛧䚸
㝈䜙䜜䛯ண⟬䛸䚸㝈䜙䜜䛯ᨭయไ䛻㝈⏺䛜䛒䛳䛯䚹ᆅ㉁䞉㈨※ᕤᏛ⛉䛻㛵䛧䛶䛿䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛜㠀ᖖ䛻䜘䛟䛷䛝䛯䛸䛿ᛮ䛳䛶䛔䛺䛔䚹
䝁䞊䝇䝽䞊䜽䛻䛴䛔䛶䛿䚸㈨※䛸HSE䛻㛵䜟䜛ᇶᮏⓗ䛺ෆᐜ䛾ㄝ᫂䛸䛸䜒䛻䚸ᩘ㔞ⓗ䛻ᢕᥱ䛷䛝䜛䜘䛖䛺₇⩦䜢㔜ど䛧䛯ㅮ⩏䜢⾜䛖䛣䛸䛷䚸Ꮫ⏕䛾⌮ゎ
ᗘ䜢㧗䜑䜛䜘䛖䛻ດຊ䛧䛯䚹䛯䛰䛧䚸Ꮫ⏕䛾⌮ゎᗘ䜢ぢ䛺䛜䜙₇⩦䜢༑ศ䛻ᣦᑟ䛩䜛ୖ䛷䛾㛫ⓗ䛺ไ㝈䛜ㄢ㢟䛸䛧䛶䛒䛳䛯䚹
ITC䛷䛿䛣䜜䜎䛷≀⌮᥈ᰝ䛻㛵䛩䜛ㅮ⩏䛿ᐇ䛥䜜䛶䛔䛺䛛䛳䛯䛾䛷䚸᭱ึ䛾ẁ㝵䛸䛧䛶ᇶ♏ⓗ䛺䛿ᩍ䛘䜙䜜䛯䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹
ᨵゞసᴗ䛻㛵䜟䛳䛶䛔䛺䛔䛾䛷䜟䛛䜙䛺䛔䚹
ᅇ⟅⪅䛿ヱᙜ䛧䛺䛔䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹
Mineral Processing and Resource Recycling䛾≉ูㅮ⩏䜢ᩘᅇ⾜䛔䠈䛭䜜䛻㛵㐃䛩䜛Ꮫ⏕ᐇ㦂䛾❧䛱ୖ䛢䜢ᨭ

≧ἣሗ࿌䛜䛺䛔䜎䜎ᙜ᪉䛸䛧䛶䜒䛣䜜䜢ᨺ⨨䛧䛶䛔䛯㒊ศ䛜䛒䜚䚸ᚋඛ᪉䛸㐃⤡䜢ྲྀ䜚ྜ䛔䚸ᮍ㐩㒊ศ䜢ᨵၿ䛩䜛✚䜚䛷䛒䜛䚹(GIM)
ᢸᙜ䛧䛶䛚䜚䜎䛫䜣䠊(GIM)
▷ᮇ䛺䛾䛷ศ䛛䜚䜎䛫䜣(GIM)
䜒䛸䜒䛸䚸␗䛺䜛ᑓ㛛ศ㔝䛾ᩍဨ䛜ㅮ⩏䜢ᢸᙜ䛧䛶䛔䜛䜿䞊䝇䛜༙ᩘ௨ୖ䛒䜚䚸䛭䛖⡆༢䛻䛿‶㊊䛷䛝䜛ㅮ⩏䛿䛷䛝䛺䛔䚹(GGG)
≀⌮᥈ᰝ䜢ᑓ㛛䛸䛩䜛ᩍဨ䛜䛚䜙䛪䚸ᑓ㛛እ䛾ᩍဨ䛜වົ䛧䛶䛔䜛䛾䛜⌧≧䛷䛩䚹(GGG)
ᩍᤵἲ䜢ほ䜛ᶵ䛜䛺䛛䛳䛯䚹(GGG)

－ 116 －



ᢸᙜ䛧䛶䛚䜚䜎䛫䜣䠊(GIM)
ຍᕤᶵᲔ䛾ᛶ⬟䚸ᢏ⾡䛜ప䛔(GIM)
㈨※㛤ⓎᕤᏛศ㔝䛿䚸ୡ⏺ⓗ䛻ᴗᢏ⾡⪅䛾㊊䛸䛸䜒䛻ᩍဨ䜒㊊䛧䛶䛔䜛䛯䜑䚸ᢸᙜᩍဨ䛾㣴ᡂ䛜㐜䜜䛯䛣䛸䛛䜙䚸ᶵᮦ䛾ᑟධ䛸ά⏝䜒㐜䜜䛞
䜏䛸䛺䛳䛯䜒䛾䛸ุ᩿䛥䜜䜛䚹(GGG)
⏝䛷䛝䜛 ᐃ⨨䛜䛒䜚䜎䛫䜣䚹(GGG)
䜹䜴䞁䝍䞊䝟䞊䝖䛾ᩍဨ䛾⤒㦂㊊(GGG)

GGG
ITC䛿䜹䞁䝪䝆䜰䛾⌮⣔௦⾲㧗➼ᩍ⫱ᶵ㛵䛸䛔䛖䛣䛸䜢䜒䛳䛸⮬ぬ䛧䚸ᑓ㛛ᩍ⫱䛾㉁ྥୖ䜢䜒䛳䛸ᅗ䛳䛶䛔䛟ᚲせ䛜䛒䜛䚹䛭䛾䛯䜑䛻䛿䚸Ꮫ⏕䛻ከ䛺ປ
ຊ䜢ᙉ䛔䛶䛔䜛ㄒᩍ⫱䛾㍍ῶ䜔䚸㧗Ꮫᖺ䛷䛾ᐇ㊶◊✲ᩍ⫱䛺䛹䜒䛷䛝䜛䜘䛖䛺యไస䜚䛜ᛴົ䛷䛒䜛䚹䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䛻౫Ꮡ䛩䜛䛰䛡䛷䛿䚸䛡䛺
䛔䚹Ꮫ㝔ᩍ⫱䛾ᐇ䛾䛯䜑䛾᪉⟇䛸䛧䛶䛿䚸♫ⓗ䛺䝙䞊䝈䛛䜙ぢ┤䛩ᚲせ䛜䛒䜛䚹䜎䛰䚸ಟኈ༞䛜ᑵ⫋䛻᭷䛾䜘䛖䛺≧ἣ䛜䛷䛝䛶䛔䛺䛔䚹ITC䛾
䝥䝺䝊䞁䝇䜢㧗䜑䜛ᡭẁ䚸䛘䜀Ꮫάື䛾୰ᚰⓗᙺ䚸⏘ᐁᏛ䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾᥎㐍䛺䛹䜢✚ᴟⓗ䛻㐍䜑䜛ᚲせ䜒䛒䜛䚹ᮏ䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛿ITC䛾䜹䞁䝪䝆
䜰䛻䛚䛡䜛Ꮡᅾ౯್䜢䛝䛟㧗䜑䛯䛾䛿㛫㐪䛔䛺䛔䛜䚸䛭䜜䛷䜒ᮏ᮶䛾┠ⓗ䛜༑ศ㐩ᡂ䛥䜜䛯䛸䛿ᛮ䛳䛶䛔䛺䛔䚹
䜰䝉䜰䞁ㅖᅜ䛾୰䛷䚸䜹䞁䝪䝆䜰䛿Ỵ䛧䛶䛝䛺ᅜ䛷䛿䛺䛔䛜䚸ேᮦ䛸䛧䛶䛾䝫䝔䞁䝅䝱䝹䛸ព㆑䛜㧗䛔䜘䛖䛻ឤ䛨䜙䜜䜛䚹ITC䛻䛴䛔䛶䛿䚸ᅜෆ䛾ேᮦ
㣴ᡂᶵ㛵䛛䜙ᇦෆ䛾ேᮦ㣴ᡂᣐⅬ䜈䛸ᒎ㛤䛥䛫䜛䛣䛸䛜㔜せ䛸⪃䛘䜙䜜䚸䛣䛾᪉ྥ䛷Ⓨᒎ䛧䛶䜋䛧䛔䚹
≉䛻㔜ど䛩䜉䛝䛣䛸䛛䛹䛖䛛䛿䜟䛛䜚䜎䛫䜣䛜䚸≀⌮᥈ᰝ䛻㛵䛧䛶ゝ䛘䜀䚸ITC䛷䛿⌮ㄽ䜢ᐇ㝿䛻ヨ䛧䛶Ꮫ䜉䜛⎔ቃ䛻䛿䛒䜚䜎䛫䜣䚹
Ꮫ⛉䛻㐺ṇ䛺⛉┠య⣔䜢ᵓ⠏䛧䚸䛭䜜䛻ᛂ䛨䛯㐺ษ䛺ᩍ⫱యไ䠄⮬Ꮫ䛷ᩍ⫱䛩䜛䛾䛛䚸Ꮫ䛛䜙ᩍ⫱䜢ཷ䛡䜛䛾䛛䚸㏻ᖖ䛾ㅮ⩏䛺䛾䛛䚸㞟୰ㅮ
⩏䛺䛾䛛䚸e-learning䜢ά⏝䛩䜛䛾䛛䠅䜢᳨ウ䛩䜛䛣䛸䛜ᚲせ䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹
ᆅ⌫㈨※䞉ᆅ㉁ᕤᏛ⛉䛿㠀ᖖ䛻ⱝ䛔Ꮫ⛉䛷䛒䜚䠈䛛䛴䠈㏆ᖺ䛾ᛴ⃭䛺㛤Ⓨ䛾୰䛷༞ᴗ⏕䛻ồ䜑䜙䜜䜛䛣䛸䛜᪥䚻ኚ䜟䜚ண 䛧䛻䛟䛟䠈୰䞉㛗ᮇⓗ䛺Ᏻᐃ
ᛶ䛻ㄢ㢟䛜ṧ䛳䛶䛔䜛䚹䝥䝻䝆䜵䜽䝖⤊ᚋ䜒᪥ᮏ䛾Ꮫ䛸ITCᩍဨ䛾ඹྠ◊✲䛺䛹䜢㏻䛨䛶䠈㐃ᦠ䜢⥅⥆䛧䛺䛜䜙䠈ᩍ⫱ᨵၿ䛻ྲྀ䜚⤌䜑䜜䜀Ⰻ䛔䛸ᛮ
䛖䚹
⚾䛜ᢸᙜ䛧䜎䛧䛯◊ಟᩍဨ䛾ヰ䛻䜘䜜䜀ITC䛾◊✲㈝䛿ᴟ䜑䛶ᑡ䛺䛟䠈Ṥ䛹◊✲䛻ྲྀ䜚䛛䜜䛺䛔≧ἣ䛸䛾䛣䛸䛷䛩䚹Ꮫ䛾ᩍ⫱䛿◊✲䛸䛾୧㍯䛷䛒
䜚䠈䛒䜛⛬ᗘඛ➃ⓗ䛺◊✲䜢䛧䛶䛔䛺䛔䛸῝䜏䛾䛒䜛ෆᐜ䛾ᤵᴗ䛿䛷䛝䜎䛫䜣䚹ᤵᴗ䛰䛡䛷䛺䛟䠈◊✲䜒㔜せ䛷䛒䜛䠈⩏ົ䛸䛧䛶◊✲䜒䛩䜛䛣䛸䛜ྍḞ
䛷䛒䜛䠈䛸䛔䛖ព㆑䛡䜒ITC䛻䛸䛳䛶㔜せ䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹䛭䛾䛯䜑䛾ண⟬⋓ᚓ䜈䛾ດຊ䛒䜛䛔䛿ຓ䠈䛚䜘䜃᪥ᮏഃᏛ䛸䛾ඹྠ◊✲䛾᥎㐍䠈䛭䛾䛯䜑
䛾᪥ᮏ䜈䛾▷ᮇᣍ⪸䛜᭷ຠ䛷䛒䜛䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹

䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾ᡂᯝ䜢ᚋ᭦䛻㧗䜑䜛䛯䜑䛻≉䛻㔜ど䛩䜛䜉䛝䛣䛸䜔䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛜⤊ᚋ䚸ITC䛾┠ᣦ䛩䜉䛝᪉ྥᛶ䠖

GEE
ITC䛷䛿䠈༞ᴗ◊✲䛾௦䜟䛸䛧䛶䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䜢⾜䛳䛶䛔䜛䚹䝁䞊䝇䝽䞊䜽䛾ᐇ䛻䜘䜚䠈䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䛷ዲホ౯䜢ཷ䛡䜛䛻⮳䠈䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾ᙜึ
┠ⓗ䜢㐩ᡂ䛧䛯䛸⪃䛘䜛䚹ḟ䛾䝇䝔䝑䝥䛸䛧䛶䠈ITC䛷༞ᴗ◊✲䜔ಟኈᩍ⫱䜢ᐇ䛩䜛䛣䛸䜢ᕼᮃ䛧䛶䛔䜛䛜䠈◊✲⎔ቃ䜔◊✲䝔䞊䝬タᐃ䛺䛹䛾ၥ㢟䛜
䛒䜛䛸ᛮ䜟䜜䜛䚹༞ᴗ◊✲䜢᪥ᮏ䛾Ꮫ䛸䛾ඹྠ◊✲䛸䛧䛶ᐇ䛩䜛䛣䛸䜔◊✲䝔䞊䝬䛾䝺䝡䝳䞊䛺䛹䛾䝃䝫䞊䝖䛜ᚲせ䛸ᛮ䜟䜜䜛䚹
䜹䞁䝪䝆䜰䛻㐍ฟ䛧䛶䛔䜛ᴗ䛾㛤Ⓨ㒊㛛䛸䛾㐃ᦠ䚸ྛ✀ィ ᢏ⾡䛾ᬑཬၨⵚ
ᅇ䛾◊ಟ䜢ཧ⪃䛻䛧䛺䛜䜙䚸⮬ศ䛯䛱䛷ၥ㢟Ⅼ䜢᥈䜚ฟ䛧䚸ᨵၿ䛧䛶䛔䛟䛯䜑䛾䝜䜴䝝䜴䜢㔜ど䛧䛶䛔䛡䜀䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛜⤊䛧䛶䜒䠥䠰䠟䛾᪉ྥᛶ䛜
ぢ䛘䛶䛟䜛䛸ᛮ䛖䚹
ITC䛸䛾䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾ᑓ㛛ᐙ䝯䞁䝞䞊䜈䛾䝃䝫䞊䝖䛿䛸䛶䜒䛖䜎䛟⾜䛳䛶䛚䜚䚸䜎䛯ITC䛾ᩍဨ/Ꮫ⏕䛾ពḧ䜒㧗䛟䚸ධຊ䛧䛯ປຊ䛻ぢྜ䛖䚸䜎䛯䛿䛭䜜௨
ୖ䛾ᡂᯝ䛜ᚓ䜙䜜䛶䛔䜛䜘䛖䛻ぢ䛘䜛䚹ᚋ䛿ITC࿘ᅖ䛾ᵝ䚻䛺⎔ቃ䠄ᶵᮦㄪ㐩䜔䚸䝇䝨䞊䝇䛾ၥ㢟䚸⏘ᴗ⏺䛸䛾䛴䛺䛜䜚➼䠅䜢ྵ䜑䛯♫䛾䛺䛛䛷䛾
ITC䛾䛒䜚᪉䜢䛥䜙䛻㔜ど䛧䛯䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾᪉ྥᛶ䜢ぢ䛔䛰䛩䛣䛸䛜ᚲせ䛻䛺䛳䛶䛟䜛䜘䛖䛻ᛮ䛖
ὶ䜢⥅⥆䛧䚸Ꮫ⏕䜢ྵ䜑䛯┦䛾ゼၥ䠋◊ಟ䜢⏬䛩䜛䛾䜒౯್䛜䛒䜛䛸ᛮ䛖䚹

GIM
ᩍဨ䛜ⱝ䛔ศ䠈⬟ຊ䛜䜔䜔㊊䛧䛶䛔䜛ᩍဨ䛜䛔䜛䠊⮬ศ䛯䛱䛾ຊ䛷ᤵᴗ䠈Ꮫ⏕ᐇ㦂䛾ෆᐜ䜢䛝䛱䜣䛸Ỵ䜑䠈ᚲせ䛺ᐇ㦂ᶵჾ䜢⮬స䛷䛝䜛⛬ᗘ䜎䛷䛾
ᐇຊ䜢㌟䛻╔䛡䛶ḧ䛧䛔䠊
㏵ୖᅜ䛷䛿䜘䜚ᐇ㊶ⓗ䛺▱㆑䜔ᢏ⾡䛜ồ䜑䜙䜜䛶䛔䜛䛸ᛮ䜟䜜䜛䛾䛷䠈᪥ᮏ䛾⫋ᴗカ⦎ᰯ䛾䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛜ᙺ䛻❧䛴䛾䛷䛿䠛䚷⌧ᆅ䛾᪥ᮏᴗ䛻ᶵ
Ე㒊ရ䛺䛹䛾⣲ᮦ䜢ᥦ౪䛧䛶䜒䜙䛔䠈ᑓ㛛Ꮫᰯ䛸Ꮫ䛾୰㛫䛠䜙䛔䛾ᐇ㊶ⓗ䛺ෆᐜ䜢ᩍ䛘䜛䜘䛖䛻䛧䛯䜋䛖䛜䠈ཷㅮ⏕䛯䛱䛻䛿ᙺ䛻❧䛴䛾䛷䛿䠛
⌧ᆅ䛷ᚲせ䛺ᢏ⾡䞉ᩍᤵἲ䜢㛤Ⓨ䛩䜛యไ䜢ᵓ⠏䛩䜛ᚲせ䛜䛒䜛䠊᪥ᮏ䛷ᩍ䛘䛶䛔䜛ෆᐜ䛜䛭䛾䜎䜎⌧ᆅ䛷᭷┈䛺ሙྜ䜒䛒䜜䜀䠈⌧ᆅ䛷ၥ㢟䛻䛺䛳䛶
䛔䜛䛣䛸䜢⌧ᆅ䛻䛒䜛ᢏ⾡䛷ゎỴ䛩䜛᪉ἲ䜢᥈䜛ᚲせ䜒䛒䜛䛸ᛮ䜟䜜䜛䠊㔜せ䛺䛣䛸䛿⥅⥆䛧䛶ᨭ䛧䛶䛔䛟䛣䛸䛷䠈㛵ಀ䛜㏵ษ䜜䛶䛧䜎䜟䛺䛔䛯䜑䛻
䜒䠈ᵝ䚻䛺䝏䝱䞁䝛䝹䠄䛘䜀SEED-Net䛺䛹䠅䜢㏻䛨䛶ITC䜢ᨭ䛧䛶䛔䛟ᚲせ䛜䛒䜛
⌧ᆅᩍဨ䛿⮬㌟䛾䜰䝹䝞䜲䝖➼䛻䜒ከᛁ䛷䛒䜛䜘䛖䛷䛒䜚䚸᪥ᮏ䛸ᩍဨ䛜䛛䛺䜚␗䛺䛳䛶䛔䜛䜘䛖䛻ᛮ䜟䜜䜛䚹䛣䛾Ⅼ䚸ᩍ⫱䛻䜘䜚୍ᒙᑓᛕ䛩䜛⎔
ቃ䛾ᩚഛ䛜ᚲせ䛺䜘䛖䛻ᛮ䛖䚹
䞉TV㆟䛺䛹䛾ᶵᮦ䛜᪩ᮇ䛻䜲䞁䝥䝑䝖䛥䜜䛯䛜䠈䛒䜎䜚᭷ຠ䛻ά⏝䛥䜜䛶䛔䛺䛔䠊
䞉ITC䛾ᩍဨ䛾䝻䞊䝗䛜䛝䛩䛞䛶ᩍ⫱䛾ᨵၿ➼䛻㑊䛡䜛㛫䛜䛒䜎䜚ከ䛟䛺䛔䜘䛖䛺༳㇟䜢ཷ䛡䜛䠊
ᅇᑟධ䛧䛯ᶵჾ䜢⥔ᣢ䛧䛶䛔䛟䛯䜑䛾యไ䜢☜❧䛩䜛䛣䛸䛜᭱䜒㔜せ䛷䛒䜛䛸⪃䛘䜎䛩䠊ITCഃ䛻䜘䜛䝯䞁䝔䝘䞁䝇䠈䝖䝷䝤䝹䝅䝳䞊䝔䜱䞁䜾䛾ᢏ⾡䛾⋓
ᚓ䛸䠈⿵≀ရ䛾ධᡭ᪉ἲ䛾☜❧䛜ᚲせ䛷䛩䠊
䜎䛯䠈ᚋ䛾ITC䛿䠈䜎䛪䛿ᐇ⏝ᛶ䛾㧗䛔ᕤᏛⓗᢏ⾡䛸▱㆑䜢㌟䛻╔䛡䛯䠈䜶䞁䝆䝙䜰䛸䛧䛶ඃ⚽䛺ேᮦ䛾㍮ฟ䛻ὀຊ䛩䜉䛝䛷䛿䛺䛔䛛䛸⪃䛘䜎䛩䠊䛭
䜜䜢㏻䛨䛶䠈ᕤᏛ䜢⫼ᬒ䛸䛩䜛ேᮦ䛾〈㔝䛜ᗈ䛜䛳䛯ᚋ䛻䠈䜹䞁䝪䝆䜰䛾䝖䝑䝥Ꮫ䛸䛧䛶䠈◊✲䛺䛹䛾㐀ⓗ䛺ศ㔝䛻ྥ䛛䛘䜀䜘䛔䛾䛷䛿䛺䛔䛛䛸⪃
䛘䜎䛩䠊
ᶵᲔຍᕤ䛾タഛ䚸ᢏ⾡䛾ྥୖ䛜ᚲせ䚹
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カンボジア工科大学教育能力向上プロジェクト終了時評価調査　2015年6月
国内支援大学教員（現地派遣教員30名対象）への調査集計

【追加質問】

回答率
対象者 回答者 回答無 回答率 １．改善された 

GEE 9 8 1 88.9% ２．ある程度は改善された 
GIM 10 6 4 60.0% ３．あまり改善されていない 
GGG 11 4 7 36.4% ４．ほとんど改善されていない

合計 30 18 12 60.0%

集計結果（全対象者30名を母数として計算）
1 2 3 4 回答できない 回答無 合計

N 4 3 0 0 1 1 9
% 44.4% 33.3% 0.0% 0.0% 11.1% 11.1% 100.0%
N 3 2 0 0 1 4 10
% 30.0% 20.0% 0.0% 0.0% 10.0% 40.0% 100.0%
N 1 2 0 0 1 7 11
% 9.1% 18.2% 0.0% 0.0% 9.1% 63.6% 100.0%
N 8 7 0 0 3 12 30
% 26.7% 23.3% 0.0% 0.0% 10.0% 40.0% 100.0%

コメント

GEE

GIM

GGG

プロジェクトの目標は、 「カンボジアの工科大学の対象3学科において、より実験・実習を重視することを通じて
学部教育の質が改善される」 ですが、先生方から見て、「ITCの教育の質」は、先生方がご存知の範囲で、 先
生方のご協力の前と後と比較し、改善されたと思われるでしょうか。

GGG

合計

＜回答できない＞
私が関与した地球資源･地質工学科は、新規の学科であり、プロジェクトによる改善の有無は該
当しないように思います。もちろん、地球資源･地質工学科は実験・実習を重視した
内容を目標とするようにカリキュラムが設定されています。回答になっておりませんが、ご了承
いただけると幸いです。

GEE

GIM

＜1＞
少なくとも，実験機材が大幅に改善されたことにより，これまで座学でしか教えられなかった多く
の項目について，学生が実際に機材を使用して実験できるようになったことは間違いなく，その
意味での質改善は間違いなくなされています．
＜回答できない＞
私自身、昨年の１２月から加わったばかりで、プロジェクトのことをあまり理解できていない点も
あります。従って、追加の質問については、回答が難しいです。

＜1＞
ITCの教育改善について，私の知っている事はそれほど多くはありませんが，機械工学関連の
教育に関しては，実験や機械製作実習，等を通じて，基礎知識の講義と実践的な演習に関し
て，本プロジェクトの寄与により少なからず改善が図られたと感じています．
導入した機器を上手く活用した実験等を行っているように思いますので
＜2＞
上記目標の通り，対象は学部の実験・実習授業と理解していましたが，卒業研究，修士研究，
および教員の学術研究も混在した議論といつもなり，焦点が非常に絞りづらく発散する傾向を
常々感じました．
いろいろな対象を含めることが悪いという訳では必ずしもありませんが，含める場合は目標に明
確に掲げ，必要であれば優先順位も共通認識とすることが重要と考えます．
＜回答できない＞
私は昨年12月に初めて担当させていただいたため，以前の状況を存じ上げません．そのため
自分が担当する以前の情報がなく，比較ができず，お答えすることができません．ただITCの若
い先生たちは我々から学ぼうという懸命な姿勢が感じられ，一緒に仕事をしてとても充実した時
間を送ることができました．
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List of lab topics using equipment supported by JICA

L T P
1 Sam Savda Optical communication 16 16 16 Eng. 5 EAT 21 2 Topic 1: Amplitude modulation of an analog signal 2

Topic 2: Amplitude modulation of a digital signal 2
Topic 3: Frequency modulation 2
Topic 4: Pulse width modulation 2

8
2 Hel Chanthan Transmission and switching 16 16 16 Eng. 4 EAT 21 2 Topic 1: Time division multiplexing 6

Topic 2: Pulse code modulation 6
Topic 3: PBx telephony system 4

16
3 Sam Somarith Microwave and Antenna 16 8 8 Eng. 5 EAT 21 2 Topic 1: Horn Antenna and Attenuation 2

Topic 2: Measurement of Voltage Standing Wave Ratio (VSWR) 2
Topic 3: Measurement of Impedance and Microwave Tuner 2
Topic 4: Measurement of Microwave Power and the use of Coaxial Cable 2

8
4 Duch Polak Renewable Energy 16 16 16 Eng. 4 EE 21 2 Topic 1: Characterization of PV modules in normal and abnormal operations 2

Topic 2: Operation of PV modules with different kinds of load 2
4

5 Bun Long Motor Drive 16 16 16 Eng. 4 EE 21 2 Topic 1: Motor Control System Using Magnetic Switch with and without overload pr 2
Topic 2: Clockwise and Counterclockwise Control System 1
Topic 3: Star-Delta (Y/Δ) Circuit 1
Topic 4: Open Loop Speed Control 2
Topic 5: Closed Loop Speed Control of AC/DC Motor Using PID 4

10
6 Hel Chanthan Digital Communication 16 16 16 Eng. 4 EAT 21 2 Topic 1: Sample and Hold 2

Topic 2: Aliasing and Multiplex Signaling 2
Topic 3: Delta and Sigma Delta Modulation 2
Topic 4: Digital Signals 2
Topic 5: Clock Regeneration (NRZ Data) 2
Topic 6: Amplitude Shift Keying (ASK) 2
Topic 7: Phase Locked Loop 2
Topic 8: Noise in Digital System 2

16
7 Hel Chanthan Principle of Communication 32 16 16 Eng. 4 EAT 21 2 Topic 1: AM Transmitter 4

Topic 2: AM Receiver 4
Topic 3: FM Transmitter 4
Topic 4: FM Receiver 4

16
8 Chan Tola Power Electronics 16 16 16 Eng. 3 - 25 4 Topic 1: Study on characteracteristics of diode, thyristor, diac and triac 2

Topic 2: Application of UJT 2
Topic 3: Uncontrolled single phase half wave and full wave rectifier 2
Topic 4: Controlled single phase half wave and full wave rectifier 2

8

9 Chhit Chhunny
Electrical circuit and
Analog filter 48 16 16 Eng. 3 - 25 4 Topic 1: Thevenin and Superposition theorem 2

Topic 2: RLC circuits with DC voltage source 2
Topic 3: RLC Series Resonance 2
Topic 4: RLC parallel Resonance 2

8
10 Chhit Chhunny Analog electronic 48 16 16 Eng. 3 - 25 4 Topic 1: Diode characterization 2

Topic 2: Diode applications 2
Topic 3: Transistor characterization 2
Topic 4: Transistor as a switch 2
Topic 5: Common emmiter amplifier 2
Topic 6: Common collector amplifier 2
Topic 7: Class AB Power amplifier 2
Topic 8: Differential amplifier 2

16
11 Ouk Sovannaroith Electrical machine 32 16 16 Eng. 3 - 25 4 Topic 1: Measurement of the transformer ratio 2

Topic 2: Open circuit single phase transformer test 2
Topic 3: Short circuit single phase transformer test 2
Topic 4: On-load single phase transformer test 2
Topic 5: Three phase transformer connection modes 2
Topic 6: Three phase synchronous generator 2
Topic 7: Three phase squirrel cage induction motor 2

14
12 Chhit Chhunny Electrical circuit 48 16 16 Tech. 1 - 25 2 Topic 1: Thevenin and Superposition theorem 2

Topic 2: RLC circuits with DC voltage source 2
Topic 3: RLC Series Resonance 2
Topic 4: RLC parallel Resonance 2

8

13 Chan Tola
Analog Filter Design and
Realization 16 16 16 Tech. 1 - 25 2 Topic 2: First order low pass filter with RC circuit 2

Topic 3: First order high pass filter with RC circuit 2
Topic 4: Band pass filter with RC circuit 2
Topic 5: First order low pass filter with RL circuit 2
Topic 6: First order high pass filter with RL circuit 2

10
14 Veng Mengkoung Power Electronic 16 16 32 Tech. 1 - 25 2 Topic 1: Thyristor Characteristic 2

Topic 2: Thyristor on DC Circuit 2
Topic 3: Single Phase half and full wave Diodes Rectifier 2
Topic 4: Single Phase Half and Full Wave Thyristors Bridge Rectifier 2
Topic 5: Battery Charging 2
Topic 6: Optical Encoder As Feed-Back 2

12
15 Sam Savda Analog Electronic II 16 16 16 Tech. 1 - 25 2 Topic 1: Operational amplifier and applications 2

Topic 2: Integrator and differentiator using OP-AMP 2
Topic 3: Voltage comparator and Schmitt trigger 2
Topic 4: Wave form generators 2
Topic 5: Oscillator 2

10
16 Chhit Chhunny Analog Electronic I 16 16 16 Tech. 1 - 25 2 Topic 1: Diode characterization 2

Topic 2: Diode applications 2
Topic 3: Transistor characterization 2
Topic 4: Transistor as a switch 2
Topic 5: Common emmiter amplifier 2
Topic 6: Common collector amplifier 2
Topic 7: Class AB Power amplifier 2
Topic 8: Differential amplifier 2

16
17 Bun Seang Electrical equipments 16 16 16 Tech. 1 - 25 2 Topic 1: Lamp with different types of switches and configuration 2

Topic 2: Power factor correction for Fluorescent lamp circuit 2
Topic 3: Control system using magnetic switches with and without overload protect 2
Topic 4: Clockwise and counterclockwise control system of motor 2
Topic 5: Time delay switching 2
Topic 6: Star/Delta start up of motor 2
Topic 7: Sequential circuit with two contactors 2

14

194

List of subjects with improved practices and experiments (GEE/Electrical and Energy Engineering)- updated version

Div. Stu/Gr Nb Gr List of lab topics using new equipment Hr TotalNo. Lecturer Subject
Nb of Hours

Pro Year
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５．GEE 実験・実習時間増加リスト一覧（更新版）
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